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勇者になれなかった俺は

しぶしぶ就職を決意しました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章「勇者を目指してた俺はレジを打ってます」







「いらっしゃいませえええええっ！」

　魔ま法ほうレジスターの中でかさばってきた１０００ゴールド紙し幣へいを十枚ずつ束にしながら、ラウル少年は高らかに声を響ひびかせた。

　すかさず顔を上げ、季節商品コーナーで初夏の水回りに湧わくスライム撃げき退たい用マジックトラップを眺ながめはじめたお客さんを確かく認にんしたついでに、彼はぐるっと店内を見わたしてみる。

　マジックショップ・レオン王都店。

　中心街からかなり外れた裏通りにひっそりたたずむこのお店は、ポーションからマジックヴィジョンまで、マジックアイテムならなんでも揃そろうと謳うたう専門店。こぢんまりした店内には木き棚だなが立ちならび、多種多様のマジックアイテムがところせましと陳ちん列れつされている。

　平日の昼過ぎということもあり、レジカウンタからのぞむ店内は閑かん散さんとしていた。お客さんも二人くらいだし、なんというか、とても平和だ。

　おだやかな春の陽気もあいまって、思わずあくびが洩もれそうになるのをこらえつつ、ラウルはくたびれた腕うで時ど計けいをひょいと見やった。黒くろ髪かみを搔かきながら、レジ下の引き出しからするりと木製のコインチェッカーを取り出す。そろそろ、レジ金チェックの時間。

　これが終わったら、お店が暇ひまなうちにさっき入荷した新商品の防犯ブザー付き携けい帯たいマジックライトの売り場作っとこ。慣れた手つきでコインチェッカーに硬こう貨かを積みあげつつ、ラウルは頭の中で予定を立てはじめ……と。

　レジカウンタにお客さんが近づく気配を感じ、ラウルは瞬時に思考を中断した。よく訓練された店員である彼は反射的に営業スマイルを浮うかべ、接近してきたお客さんに向かってはきはきと声をかける。

「いらっしゃいませ！」

「これ、お願いしま……」

　レジカウンタ越ごしに目が合った、その瞬間。

　会計台にマジカセテープ三個パックを置いた金きん髪ぱつの少女は、まるで鳩はとが豆大福を喉のどにつめたような顔で、カウンタの中のラウルを見やると……ややあって、深い藍あい色いろの目を丸くして声をあげた。

「ラウルっ!?　あなた、ラウル・チェイサーじゃっ……!?」

「げっ……お前はっ……!?」

　流れるようにつややかな、蜂はち蜜みつ色のきらきらした髪かみ。少女の整った顔立ちと意志の強そうなまなざしには、はっきりと見覚えがあって。

　……ひどく気まずげに視線を泳がせつつ。やがてラウルはしらばっくれるようにして、カウンタの上のマジカセテープを手に取った。

「ええと、その……こちら一点で、お会計は９４５ゴールドになりま……」

「勇者予備校で首席だったあなたがっ、どうして!?」

「ふ、袋ふくろにお入れいたしますか？」

「どうしてあなたがマジックショップでレジなんか打ってるの!?」

「で、では、テープ貼はらせていただきますねっ！」

「ごまかさないでっ！」

「仕方ないだろっ！」

　ついに根負けしたように、ラウルが声をあげた。

「魔王が誰だれかに倒たおされて、魔人の国が崩壊して、勇者制度が廃止になって、勇者試験も中止になってっ……ショックで半年くらい引きこもってたらいつの間にか武器とか防具のメーカーが軒のき並なみ破は綻たんしてすげえ不ふ況きようになっててっ……けっきょく、ここしか内定出なくてっ……」

「それで諦あきらめたっていうの!?」

「お、俺だって努力したんだよっ!!」

　なおも言い募つのる少女へ、ラウルはやっきになって反論を試みる。

「まいにち職安の長い列に並んで、数え切れないくらい履り歴れき書書いて、面接でも必死に自己アピールしてっ……」

　正直なところ、ラウルも最初は就職なんて余よ裕ゆうだと思ってた。なんせ自分は勇者予備校の首席にして、全国勇者模試で史上初のＳ判定を叩たたき出したほどの実力者。自らがいずれ勇者になる選ばれた人間であることにこれっぽっちも疑いなんて抱いだいてなかったし、そんな俺の輝かがやかしい才能があれば、どの企き業ぎようでもこぞって俺を採用しようとするに違ちがいないと思いこんで……でも。

「……でも、けっきょく最終学歴は専門卒だし、魔人の弱点とかダンジョン攻こう略りやくのコツとか魔人領の歩き方とか一いつ般ぱん企業じゃなんの役にも立たないし、『戦せん闘とうスキルには自信あります！』って言っても、『では、なにか資格はお持ちですか？』って言われるだけだし……」

　……残念ながら、世の中はそれほど甘くなかった。

　日ごとに深刻化する魔界崩壊不況を背景とした、ヘタすれば元勇者ですら職にあぶれるような超ちよう就職氷河期。そんな中、勇者予備校卒の元勇者志望者に対する需じゆ要ようなんてもの、ほぼ皆かい無むに等しかったのだ。

　面接官に特技を聞かれて「《ラウル・スラッシュ》です！」と即そく答とうし、「で、その《ラウル・スラッシュ》が当社において働くうえでどんな役に立つとお思いですか？」と返されて思わず言葉に詰つまった苦い記き憶おく。……なんかもう、忘れられないトラウマだ。

　しだいに勢いを失い、やがてすっかり口ごもってしまったラウルの前で、少女は失望したように藍色の瞳ひとみをすがめた。手にした花はな柄がらの財さい布ふからきっちり９４５ゴールドの硬貨を取りだしてトレイへ置くと、あからさまなため息とともにぽつりと呟つぶやく。

「……ライバルだと、思ってたのに」

　その言葉は、ラウルの胸にぐさりと突つき刺ささった。

「お、俺だってっ……」

　言い返そうと口を開けたものの、次の言葉はいっこうに出て来ず……そんなラウルを冷ややかに一いち瞥べつすると、金髪の少女は代済みシールが貼られたマジカセテープを掴つかむなり、ぷいと店を出て行ってしまう。

「俺だって……俺だって……その……いちおう正社員だし……」

　なすすべもなくレジカウンタに立ちつくしながら、少女の背が消えていった扉とびらに向かって言い訳みたいに呟くラウル。……そんな彼の耳にとつぜん飛び込んでくる、ひどくテンションの高い声があった。

『ハァイ、今週も始まりました大人気コーナー、となりの豪ごう邸てい訪問！　本日は元勇者アレス・フィードさんのお宅にお邪じや魔ましておりまスー！』

　店てん舗ぽ奥の、レジから見て入り口とは逆側の壁へき面めんに展開されたマジックヴィジョン売り場。放心したラウルが力なく視線を向けると、展示器が空中に映し出すいくつものマジックディスプレイには、城かと見まごうような白はく亜あの豪邸の前ではしゃぐ売れっ子巨きよ乳にゆう女子アナの姿が映し出されている。

『《勇者試験》といえば、合格率コンマゼロイチの超難関！　貧しい家に生まれながら、そんな倍率を乗り越こえて見事勇者になったアレスさんの輝かしい功績、みなさまもうご存じのとおりですよネ！』

　女子アナのウインクと共に切り替かわる映像。新たに映し出されたのは、輝くようなマジックメイルに身を包んだ精せい悍かんな戦士の姿だった。

『アレスさんは《勇者制度》の支し援えん金や住居手当、家族手当、遠えん征せい手当、武器購こう入にゆう手当その他もろもろをフル活用して大陸北部の魔人領へ精力的な遠征をくり返すかたわら、書き留めた手記を出版して大ブレイク！　現げん役えき時代から対魔人専門家、評論家としてマジックヴィジョン等で活かつ躍やくし、引退後は勇者年金を貰もらいつつ、アドバイザーとして武器メーカーの名めい誉よ顧こ問もんに……』

「………………くそう」

　マジックヴィジョンの中の華はなやかな世界。ラウルの口からは知らず知らずのうち、羨せん望ぼうのため息がもれてしまう。

　──きっかけは、一枚のカードだった。誰かが土産みやげとして持ち込んだ、さいきん王都で流は行やってるというトレーディングカードこと通つう称しよう『勇者カード』。表には勇者の名前と似姿が、裏にはその勇者のスキルや功績なんかが書かれてて……。オモチャもろくにない田舎いなか村のこと。そのカードは子ども達の間でたちまち奪うばい合いになったものの、そんな中で幼いラウルが手に入れることができたのは幸運にも、たった一枚だけ混ざっていた箔はく押おしの……いわゆる『キラ勇者』カードだったのだ。

　そのカードに描えがかれているのが実在の勇者だと知ったとき、ラウルはいったいどれほど興奮したことだろう。

　勇者ってすごい！　カッコいい！　俺も勇者になりたい！　勇者になって、認められて、有名になるんだ！　あと、お金持ちになりたいっ！

　幼心にそう決意してしまったラウルは、それからずっと勇者修しゆ行ぎように明け暮れてきた。筋トレ、マラソン、木の枝を剣けんに見立てた素す振ぶり、はぐれ魔ま物ものの退治。両親にせがんで買ってもらった勇者の手記をすり切れるまで読み返しては大事な部分に赤線を引き、血のにじむような特訓と持ち前の集中力で魔法すらも独学で身につけた。

　そんな彼の努力はやがて大人たちにも認められ、村の援助を受けて王都の勇者予備校に入学してからも油断することなく自己研けん鑽さんに励はげみ、いつしかトップにまで登のぼり詰めていたラウル。あとはもう、目前に迫せまる勇者試験を待つだけだったのに……。

　うつむくラウルの視界にうつる、防犯ブザー付き携帯マジックライトの詰まった段ボール箱。

　どうして俺、こんなとこでレジなんか打ってんだろ……。

　……マジックライト売り場を作る気力なんて、もはや消しよう滅めつしていた。

　学歴無し。資格無し。コネも無し。みんなの期待を裏切ってしまった手前、いまさら故郷にだって帰れない。それまでの人生すべてを懸かけてきた目標を失ったいま、未来にはなんの希望も展望も見えず、望まぬ職場で情熱も向上心もなく、ただただ惰だ性せいで働く日々……俺の人生、わずか十七年にして確実に詰んでる。

　ゆううつなため息とともに、ラウルは肩かたを落とした。

　……このまま、こうしてレジ金数えながら朽くちてくのかな、俺って。







「おい」

　それは、まさに不意打ちだった。

　虚きよをつかれたラウルがはっと顔を上げると、いつの間にか、木製のレジカウンタを挟はさんですぐそこにひとりの少年が立っていた。

「店長を出せ」

　だぶっとしたフード付きパーカーに、むっつりした表情。明らかにラウルより年下だろうが、威い圧あつ的な視線や酷こく薄はくな口調、そしてなにより全力で前面に押し出された尊大なオーラがこう、なんともいえないガラの悪い雰ふん囲い気きをかもしだしまくっている。

　けれども、ロクに手入れもされていない銀髪の中にあるのは、意外なくらい整った顔立ちだった。透すき通るようなアクアブルーの瞳はぱちりと大きく、小こ柄がらな身体からだと相まって、どこか中性的な雰囲気をただよわせている。

　……クレーム？

　村民全員が顔見知りといったレベルのド田舎育ちのラウルは、クレームが大の苦手だった。動どう揺ようを押し隠かくしつつ、おそるおそる訊きいてみる。

「ええと、その……店長は席を外してますが、どういったご用件で……」

「いいから」

　そんなラウルの言葉をさえぎるように、少年がどすん、とレジカウンタに肘ひじを載のせた。そのまま、ふてぶてしい態度でラウルを睨ねめ上げてくる。

「早く店長を出せ。話があるんだ」

「っ……」

　くそっ、これだから接客業はイヤなんだよっ！　少年の態度に怯ひるみながら、ラウルは心の中で悪態をついてしまう。ああ、まったく、どうして俺は勇者になれなかったんだろう！　勇者なら、人んちのタンス開けてメダルあさったってクレームなんか受けないってのにっ！

　自分を射すくめる凶きよう悪あくな視線から逃のがれるように目を逸そらし、そうスペックが高いわけでもない脳をフル回転させて、最善の対応を模も索さくしつつ……そんな折、ラウルはふと、少年がなにかを手にしていることに気づいた。

　公文書サイズの、ひどく汚よごれた一枚の紙。……気のせいだろうか。そこにちらりと見えたのは、なんだかラウルのトラウマをくすぐる、ひどく見慣れたフォーマットのような気がして……。

「あらあら、いらっしゃいませ」

　ラウルの思考を中断させたのは、背後から聞こえてきた、まるで天使のようにやさしい声。

　反射的に振り返り、ラウルはつい、安あん堵どでいっぱいの声をあげてしまう。

「店長っっっ！」

　ウェーブを描いて胸むな元もとにこぼれるふわりとした栗くり色いろの髪かみ。大きな襟えりと赤いスカートが特とく徴ちよう的な制服の上にエプロンをまとった、落ち着いた雰囲気の美少女。

　ラウルと少年を前にしてゆったり微笑ほほえむ、どう考えても十代にしか見えないこの少女こそ、マジックショップ・レオン王都店の店長ことセアラ・オーガスト。この店の最高責任者であり、ラウルの直属の上司にあたる人物だ。

「てんちょう……」

　そんなすこぶるつきの美少女の登場に、少年はすっかり呆あつ気けにとられたようだった。けれども、大きな瞳をぱちぱちと瞬またたいていた少年はやがてもたれていたレジカウンタから身体を起こすと、ぴっと姿勢を正して栗色の髪の美少女と対たい峙じする。

「？」

　柔にゆう和わな表情を浮うかべる少女を真正面から見み据すえると、彼はおもむろに、この店の主たるその人物へ向け、手にした紙を思いきり突きつけた。

「面接に来た」

　堂々と告げる、少年の手の中で。

　ひどくくたびれた履り歴れき書の端はしがひらり、と揺ゆれた。







「というわけで、ごめんなさい、ラウルくん」

　ほっそりした指先を合わせ、店長がすまなそうにウインクしてみせる。

「休きゆう憩けいからあがったばかりで申しわけないんだけれど、ちょうどお店もヒマみたいだから面接しちゃうわね。もう少しだけ、ひとりで店番お願い」

　そう告げるなり、銀ぎん髪ぱつの不良少年をともなってカウンタ裏の店長室へと向かう店長の背中を見送って。ラウルはいまだ事態が飲み込めず、ふたりが消えていった扉をただぽかんと見つめていた。

　くずれた硬こう貨かが手元で音をたてて、ラウルはようやく我に返る。ああ、そういえばまだレジ金チェックの途と中ちゆうだった。……ていうか。

　……クレーマーじゃなくて、バイト希望者かよ。

　硬貨を掴つかみながら、ラウルは思わず息を吐はく。ったく、驚おどろかせやがって。

　ま、でも、ふつーに不採用だろうなとラウルは思った。確かにこの店は呪のろわれてるんじゃないかってくらいバイトが居着かなくて、いつだって人手不足だけど、いくらなんでもあんな態度悪い不良少年を採用するワケがない。店長ああみえて厳しいし、そういうとこはしっかりしてる。

　ようやく硬貨を積みあげ終わったコインチェッカーをかたわらに置くと、ラウルはレジスター横の魔ま法ほう卓たく上じよう計算器へと手を伸のばした。

　と……。その手が、ふと止まる。

　ラウルの視線は、レジカウンタの上に伏ふせられた一枚の紙に注がれていた。ひどくくたくたで、よれよれで、汚れきったぼろぼろの紙。

「……なんだよ。あいつ、履歴書忘れていきやがった」

　しかし、それは本当に、驚くほどくたびれた履歴書だった。角は取れてすっかり丸くなっていたし、縦横に幾いくすじも走る折り目はすり切れ、少しでも力を入れればたやすく破けてしまいそう。ここまでのダメージを負わせるだなんて、あいつは履歴書になにか恨うらみでもあるんだろうか。

　……ていうか普ふ通つう、新しく書き直すだろ、ったく。自らの悪夢のような就活時代を思い出し、つい眉まゆをしかめてしまうラウル。いくらバイトとはいえ、この超ちよう絶ぜつ氷河期をなめんな不良少年。

　あきれたような顔をしながら、ラウルはそれをひょいとつまみあげた。そのまま手首を返し、なにげなくその内容を見やって。

　次の瞬しゆん間かん。

　ぶぼっという音と共に、ラウルは激しく咳せき込んでいた。




　フィノ・ブラッドストーン　15歳

　最終学歴　特になし

　前職　魔王の世よ継つぎ

　志望動機　親おや父じが倒たおされたから







「あらあら、ラウルくん、お店カラにしちゃダメじゃない。どうしたの？」

　足あし下もとに転がる箱を蹴け飛つとばし、在庫の山をなぎ倒す勢いで駆かけ込んできたラウルを、きょとんとした表情で見やる店長。

「ててて店長っ、こここれっ！！！」

　そんな店長のすぐ横、椅い子すの上で背を丸める銀髪少年に極力目を向けないよう努めながら、ラウルは震ふるえる手でそのぼろぼろの紙を差し出した。

「こここのりりり履歴書っ！！！　ここここいつっ……」

　もつれる舌でどうにか喋しやべろうとするけれど、うまくいかない。けれどもその紙を見やるなり、店長はラウルにやさしく微笑みかけてくる。

「あら、フィノちゃんの履歴書持ってきてくれたのね、ありがとう」

　いや、問題はそこじゃなくてっ！

　息を吸うなり、ラウルは腹筋にぐっと力を込こめた。事態をまるきり把は握あくしてないのんきな店長へ向けて、唾つばを飛ばさんばかりの勢いで訴うつたえる。

「店長っ！　こいつ、魔人ですよっ！　っていうか魔王の子っっっ!!」

「なっ！」

　その瞬間、座ったまま様子をうかがっていた銀髪魔人が、驚きよう愕がくの表情を浮かべて立ちあがった。

「き、貴様、なぜそれを知っている!?　ヒミツにしてたのにっ！」

「履歴書に書いてる時点で秘密でもなんでもねえよ！」

「だって履歴書にはウソ書いちゃいけないんだから仕方ないだろうが！」
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「そうですよ、ラウルくん、履歴書は正直に書くべきです。フィノちゃんはとっても良い子ですね」

　いきりたって睨にらみ合うラウルと銀髪魔人。けれども、不意にぽんと肩かたに手を置かれたふたりが同時に顔を向けると、そこには栗色の髪をした美少女の落ち着いた、とてもやさしい微笑みがある。

「ちょうど良かったわ、ラウルくん。こちら、今日から一いつ緒しよに働くことになったフィノちゃんです。いろいろ教えてあげてね」

「いやっ、だからっ……店長聞いてましたっ!?　こいつはっ……って」

　言いかけて、ラウルはぷつりと言葉を切った。

　店長の言葉を口の中で反はん芻すうし、その内容を認にん識しきしたその瞬間、ラウルの思考は真っ白になり。

　……ややあって。

　ラウルは自分と肩を並べる、凶悪な雰ふん囲い気きをまとった銀髪魔人を見やった。

「ええと……店長、こいつ、採用なんでスか？」

「ええ」

　おそるおそる訊たずねると、ふわふわの巻き毛を揺らしながらあっさり頷うなずく店長。

「じゃあ、わたしはそろそろ売り場に出ますから、フィノちゃんの教育お願いしますね、ラウルくん。フィノちゃん、こちらはあなたの先せん輩ぱい、社員のラウル・チェイサーくんです。分からないことがあったらなんでも聞いてね」

「ああ」

　店長の真心のこもったありがたい言葉に、横おう柄へいな態度で頷いて。

　まだ目を白黒させたままのラウルに向きなおると、その銀髪魔人はひどくエラそうな口調で言い放った。

「まあ、そういうわけだ。よろしくな、ラウル」







「ありがとうございましたーっ」

　会計を済ませた瞬間に脱だつ兎との勢いでレジから離はなれ、逃にげるように店を出ていくお客さんを引きつった表情で見送りながら。

「なるほど。これが、レジオペレーション、というものか……」

　……おそるおそる振ふり向くと、彼がレジを打つさまをすぐ後ろで観察していた銀髪魔人の凶きよう悪あくな視線と真正面からぶつかってしまう。

　フード付きパーカーの上にロゴマーク入りエプロン。小振りなノートとペンを手にした少年の、殺気に満ちた鋭するどいまなざし。……会計中ずっとこんなやつに睨まれてたらそりゃ、お客さんだって怯おびえるに決まってる。

　瞬間的に目を逸そらすラウル。と、魔人がとつぜん息を飲んだ。

「っ、おい、ラウル！　後ろ！」

「……？」

　うながされて振り返ると、魔人が示す先には品物を眺ながめるお客さんの姿。

「な、なんだよ。あのお客さんがどうかしたのか？」

「どうかした、って……」

　なに言ってるんだと言わんばかりに、魔人は淡あわい水色の目を丸くする。

「商品に気を取られて背中ががら空きじゃないか。いいか、このオレ様がじきじきに援えん護ごしてやる。一いち撃げきで仕留めろ！」

「仕留めねえよっっっ！」

「えー、ゴールド持ってそうなのに」

「そういう問題じゃねえよ！　お客さんは倒しちゃ駄だ目めっ！」

「ほほう、お客さんは倒しちゃダメ、っと」

　わざわざオウム返しにしながら律りち儀ぎにメモを取る魔人を前にして、ラウルは早くも、己の無力感をひしひしと噛かみしめていた。

　──魔人。人間を遥はるかに上回る魔ま力りよくを持つ残ざん虐ぎやく非道な生き物。道徳心のカケラもない、憎にくむべき俺たちの隣りん人じん。

　確かに勇者たちの活かつ躍やくによって数を減らしていたうえ、その指導者たる魔王を何者かに倒されてから、魔人の国は壊かい滅めつ状態らしい。いくら魔王のご子息とはいえ、宮きゆう殿でんでのんきに食っちゃ寝ねしてるわけにはいかないだろう。食い詰つめて人間の世界に出で稼かせぎに来たとしても不思議じゃないし、それはそれで別にいいことだと思う。魔王の息むす子こだって社会の厳しさぐらいは学んどくべきだ。……けどな。

　……どうしてそいつが、うちみたいな弱小マジックショップにバイトに来やがるんだよっっっ！

　そりゃ、ラウルも常つね日ひ頃ごろから、この店てん舗ぽ規模で基本スタッフふたり体制ってのは正直ないなとは思ってた。でも、だからって、総魔力数百ギガバイルにも及およぶとも言われる魔人たちを力で押さえつけて君臨してたようなレジェンド級の危険生物のご子息を雇やとわなくたっていいじゃねえかっ！

　……ていうか、そもそもこれほど価値観の違ちがう相手とどうやってコミュニケーション取れってんだと、ラウルは頭を抱かかえたくなってしまう。自じ慢まんじゃないけど俺、ぜんぜん社交的な方じゃねえから！　予備校でも一年間ほとんどぼっちだったから！　こうして接客業してるのが不思議なくらいだっ！

　──でも。

　そんな情けない気持ちを全力で振り払はらい、ラウルは自らに言い聞かせる。

　魔ま王おうの息子だろうがなんだろが、俺はこいつを一人前のスタッフにしなきゃいけない。たとえどんなにイヤでも、ゆううつでも……仕事ってのはそういうもんだ。……よしっ。

　わざとらしく咳せき払ばらいすると、ありったけの勇気と威い厳げんを総動員し、ラウルはおもむろに口を開いた。

「え、ええと……これまで見てて、なにか疑問点は？」

「…………」

　ラウルの問いに、フィノとかいう銀髪魔人はしばらく手にしたノートのページと睨めっこしていたが、やがて魔法レジスターのかたわらをひょいと指す。

「さっきから貴様が使ってる、そのヘンな道具はなんだ？　ほら、会計のとき、ひとつずつ商品のいろんな場所に当ててたやつ」

「へっ……」

　意外なくらいまともな反応。意表をつかれたラウルの返答はつい、ワンテンポ遅おくれてしまう。

「……ああ、説明してなかったっけ、魔法タグリーダー。店の商品は基本的にどこかしら魔法タグがついてて、このリーダーで読み取ると、レジのマジックディスプレイに値段が出てくるんだよ。ちなみにレジを操作すれば商品の仕入れ値とか在庫数、これまで売れた数みたいな情報も見られる。いちおう、最新のＭＩＴを使ったシステムなんだぞ」

「えむあいてぃー？」

「マジカル・インフォメーション・テクノロジー。つまり、俺たちが立ってるこの大地の《魔法領域》に構築された情報ネットワークのこと。ほら、ＭＩＴ革命とか、ちょっと前に流行語になっただろ？」

「ふうん……まあ、どうでもいいな。それよりオレ様、早くこれ使ってみたいんだけど。なあラウル、なんかてきとうな商品ないのか？」

「……お前な」

　ラウルの説明をあっさり流し、ぞんざいな口調で言いながらタグリーダー片手にきょろきょろと辺りを見み渡わたすフィノ。ほんの少しためらったあと、ラウルは意を決して口を開く。

「魔王の世よ継つぎかなんか知らないけど、敬語も使えないのか？　そんな口のきき方じゃお客さんに失礼だぞ。……それに俺、いちおうお前の先輩なんだけど？」

　注意してみた。

　……けれども。

　少し厳しい口調で放たれたラウルの言葉に、フィノは大きな目をぱちくりさせ、きょとんとした表情を返してくる。

「敬語？　……なんだ、それ？」

　……ああ、そう来たか。いや、ＯＫ。これくらいもちろん余よ裕ゆうで想定の範はん囲い内だ。額に手を押し当て、ラウルはどうにか説明を試みる。

「敬語ってのはな、丁てい寧ねいな、かたい感じの言こと葉ば遣づかいだよ。相手への敬意をこめた、大人の話し方のこと」

「かたい感じの……けーいをこめた……大人の話し方……」

　分かったのか、分かっていないのか。眉まゆ根ねをよせ、どこか神しん妙みような顔つきでラウルの言葉を復唱するフィノ。

　やれやれといったようにため息をつくと、ラウルはざっと周囲を見渡した。レジ周辺にお客さんの姿がないことを確認すると、首をひねるフィノを残したまま、カウンタの端はしからするりと売り場に出る。

　すぐそばの棚たなからひと瓶びんのポーションを取りあげると、ラウルは外からレジカウンタへ歩み寄った。カウンタ内のフィノと、ちょうどレジスターを挟はさむようにして対たい峙じする。

「……魔法タグリーダー、使わせてやるよ」

「!?」

　とたんにぱっと顔を上げたフィノに向け、憮ぶ然ぜんとした口調で言い放つラウル。

「とりあえず一回シミュレーションな。何度も手本見せたから、流れはもうだいたい分かんだろ？　俺がお客さん役やるから、お前がレジやってみろ。もちろん敬語だぞ、敬語。あとは笑え顔がおな」

「……分かった！」

　ラウルの言葉に大きく頷いて。手にしたノートをパタンと閉じるなり、フィノが唇くちびるの端をすっと持ちあげた、その瞬しゆん間かん。

　──ラウルの背筋を、すさまじい衝しよう撃げきが駆かけ抜ぬけた。

「っ……！」

　……もしかして、笑顔のつもりなのだろうか。しかし、レジカウンタのフィノが浮うかべる壮そう絶ぜつな笑みたるや、どう好意的に見たって、捧ささげられた生け贄にえにご満まん悦えつな邪じや神しん様のごときド迫はく力りよくで。そのすさまじいオーラに正直ひるみつつも、ラウルはなんとか、カウンタの上にポーションの瓶を置く。

「え、ええと、これ下さ……」




「フハハハハハハハハハハハハハハハ……!!!!!!」




　とたんにレジカウンタに響ひびき渡る、思わず耳を覆おおいたくなるようなまがまがしい哄こう笑しよう。反射的にびくっと身体からだをすくませたラウルを見下すようにふんぞり返り、エラそうに腰こしに手を当てたフィノが仰ぎよう々ぎようしい声を張りあげる。

「よくぞ我がレジまでたどりついたな、お客様め！　その商品が欲ほしければ我にメンバーズカードを提示するがいいわ！」

「……ええと、持ってません」

「メンバーズカードも持たずに我に挑いどむだと？　ふはは、命知らずなお客様だ！　いいだろう、気に入ったぞ！」

「……ええと、あと、これも下さい」

　ラウルが追加のガムをカウンタの上に置くやいなや、にやりと目を細めて愉しげに言い放つフィノ。

「ふはは、甘いな！　そんなアイテムをいくら並べたところで、我がひるむとでも思うたか!?　この程度、一瞬で片をつけてくれるわ！　どれ、会計額は……な、なにい、馬ば鹿かなっ、４２０ゴールドだとっ!?」

「ストップ！　ストップ！　……いったん落ち着こうか」

　タグリーダーを握にぎりしめるフィノの腕うでをカウンタ越ごしに掴つかんでそう宣言すると、銀ぎん髪ぱつ魔人はきょとんとした顔でラウルを見やった。

「え……とりあえず、親おや父じの喋しやべり方真ま似ねしてみたんだけど。かたい感じの、相手への敬意を込めた、大人の話しか……」

「違いすぎるわ！　ひとかけらも正解がねえよ！　最初から最後まで完全却きやつ下かだよっ！　……いや、そうだな。ごめん、俺の説明が悪かった」

　荒あらぶる心を静めるかのように胸を抑おさえながら、ラウルはつとめて冷静に言葉を紡つむぐ。

「……ええと、確か裏にレジマニュアルがあったな。いま持ってくるからそれ読んどけ。お前、もうマニュアル以外の言葉喋るな、頼たのむから。あと、その邪悪な笑みもストップな。お客さんのＨＰ減っちゃうから」

　どうにかそれだけを告げつつ、ラウルは心の中で叫さけんでいた。

　……なんだよ、このミッションインポッシブル！







「一点でお会計は１０５０ゴールドです」

　ぎこちない笑みを浮かべながら言葉を切り、首をかしげるフィノ。

「貴様をフクロにしましょうか？」

「違ちげえよ！　『袋ふくろにお入れしますか？』だろっ！」

「ええと、こちら50ゴールドの仕返しです！」

「どんな仕返しだよ！　お前いったいお客さんになにされたっ！」

「よろしければまたおとといご来店下さい！」

「できねえよ！　お客さんはタイムトラベラーじゃねえよ！　ていうかそれ普ふ通つうに逆の意味になるから！　ケンカ売ってるからっ！」

「ふう……敬語ってのは難しいな」

「俺の正気を保つ方が難しいわあああっ!!」




　……フィノの教育は、困難を極きわめた。

　うっかりレジカウンタに視線をやったとたんに昨日の惨さん状じようを思い出し、ラウルは腹の底から絞しぼり出すような息を吐はく。……ったく。

　早朝のしんとした店内。値札の抜けはないか、棚の陳ちん列れつに乱れはないか。売り場をチェックして回るラウルの足取りは、まだ営業が始まったわけでもないのにひどく重かった。昨日に引き続き、今日もまたあの銀髪魔人を教育しなきゃいけないことを考えると、ゆううつさのあまり逃にげだしたくなる。

　結局、昨日ラウルが教えることができたのは、最初に比べれば幾いく分ぶん凶きよう悪あくさの薄うすらいだぎこちない笑顔だけだった。……というか、それが限界だった。

　すさまじい精神的疲ひ労ろうに耐たえかねてレジコーチングを諦あきらめたラウルは、次なる指示を手ぐすね引いて待ち構える銀髪魔人に、在庫チェックという特別任務を与あたえてお茶を濁にごすことにした。倉庫の在庫商品を数えてリストと照らし合わるせだけという、魔人にでもできる簡単なお仕事。……敬語云うん々ぬんはもう少し心に余裕があるとき、じっくり教えることにしよう。……と。

「よお、ラウル！」

　ウワサをすればなんとやら。朝のすがすがしい空気の中、売り場の奥からふらりと現れるまがまがしい影かげがある。

「なあ、今日はオレ様、いったいなにをすればいい？」

　相変わらず先せん輩ぱい社員に敬意を払はらう様子などみじんもなく、片手を上げて気安いタメ口を投げてくる銀髪魔ま人じん。そんな少年をなにかいろいろと諦めたような半眼で見やり、ややあって、ラウルは売り場の棚へと視線を向けた。

「……そうだな、じゃ、今日は商品の前出しをやってもらおうか」

　目の前のマジックトイの棚に歩み寄り、その一部を指しつつ、ラウル。

「商品は前から売れるから、売れたあとはこんな感じで売り場に穴が開く。そのままにしとくと見み栄ばえが悪いから、後ろの商品を手前に出すんだ。これが前出しな。ついでに陳列の乱れも直しとくこと。ＯＫ？」

　ザ・魔人にもできる簡単なお仕事パート２。いや、しかし、前出しは小売業の基本だ。だからこれは断じて逃げじゃない。決してつきっきりでこいつを教育するのが面めん倒どうだからじゃないんだ、うん。

　けれども、ラウルの指示に、フィノは何な故ぜだか不満げに眉をしかめた。

「えー、今日はレジの練習やらないのー？」

「ダメだダメだ。お前にレジは早すぎる。前出しでこつこつ経験値を稼かせいで店員レベル上げてからじゃないと瞬殺だぞ。主にお客様が」

「ちぇっ」

　舌打ちしつつもしぶしぶ棚へと向かい、銀髪魔人は言われたとおり、せっせと商品の陳列を直しはじめる。パーカーの長なが袖そでに覆われた腕を伸のばし、ひとつひとつ、ラベルの向きまで揃そろえて、きっちりと。顔に似合わず、意外なほどていねいな仕事っぷりだ。……っと。

　ふと思い出し、ラウルはエプロンのポケットへ手を入れた。

「あ、そうそう、これ、お前も付けとけ」

　言いながらラウルが差し出したのは、二本のコードが生えた小さな箱型アイテム。肩かた越ごしに振ふり返ったフィノが、不思議そうに訊たずねてくる。

「なんだ、それ？」

「ええと、ここのダイアル合わせて、こっちを耳に入れて……」

　有う無むを言わさず耳にイヤホンを押しつけたとたん、びくりと背筋を強こわ張ばらせるフィノ。だが、そんな魔人の反応は気にせず、ラウルは自分の襟えり元もとに留められたマイクへと口を寄せた。

「『えー、フィノのインカムテストでーすー。聞こえますかー？』」

「っ!?　な、なんだっ!?　いまラウルの声が二重に聞こえ……」

『はいはい、聞こえますよ？』

「っっっっっっっっっっっっっっっ!?」

　そのとたん、さらなる驚きよう愕がくの表情を浮かべるフィノ。

「て、店長の声がっ！　店長の声がしたっ!?　なんでっ!?　……近くにいないのになんでっ!?　どうなってるんだっ!?」

「『分かったか？』」

　取り乱したようにあたりを見み渡わたすフィノの前でマイクのスイッチから指を離はなし、ラウルがちょっぴり得意げに言葉を続けた。

「スタッフ専用《魔法トランシーバーマジツクインカム》。これ付けてれば、店内のどこにいてもスタッフ同士でやりとりができるんだ」

「ここから声が聞こえてるのか！」

　自分の耳から生えるイヤホンのコードをつまみながら、フィノが興奮したように叫ぶ。

「なるほど、これがあれば戦略の幅はばがずいぶんと広がるな！　スタッフ同士で連れん携けいして店の奥へと客を誘さそい込み、挟はさみ撃うちすることも容易……」

「挟み撃つなっ！」

「ああ、そうか。お客さんは倒たおしちゃダメだったな」

　しれっと言い放つ、相変わらず全力で不ふ穏おんな思考回路の魔人。

「でも、これ、ほんとに便利だな。うちの親父が知ってたら、めちゃめちゃ欲しがっただろうなー」

「……いや、魔王城がインカム導入すんなよ」

　……一いつ瞬しゆん、インカムで連れん絡らくを取り合う魔王と魔人たちというなんだかとてもシュールな絵え面づらが脳のう裏りを過よぎって、思わずラウルは頭かぶりを振った。

「いいか、困った時やお客さんからなんか聞かれたときはこのマイクのスイッチ押して助けを呼ぶんだぞ。あと、店長とか俺が指示出すかも知れないから、そういうのもちゃんと聞いとくこと」

「『ああ、了りよう解かいした！』」

「いちいちインカムで答えんな！」

『ふふ、フィノちゃんもインカムの使い方、分かったみたいね』

　と、ラウルとフィノの耳に同時に飛び込んでくる、店長の癒いやし系けいボイス。

『ラウルくん、フィノちゃん、そろそろお店、開けますよ？』

「『あ、はい、よろしくお願いしまーす！』」

　店長のインカムに返信し、レジカウンタに戻もどろうとしたラウルはいまいちど、棚たなの前のフィノを見やった。

「ていうか、フィノ！　分かってるとは思うけど、お客さんにはぜったい危害加えんなよ！　あと、基本笑え顔がおな、笑顔！」

「ああ」

　ラウルが釘くぎを刺さすと、前出しを再開したフィノが、マジックトランプの箱を掴みながらこくりと頷うなずいた。







　……まったく、どういう風の吹ふき回しだろう。

　平日の、しかも、まだ午前中にもかかわらず、今日のマジックショップ・レオンは開店直後からなかなかの盛せい況きようっぷりをみせていた。

「いらっしゃいませーっ！」

　こうしている間にも、また新たなお客さんが扉とびらを押し開けて入ってくる。

　休日にふと客足が途と切ぎれることもあれば、今日みたいななんでもない日にとつぜん混むこともあったりして、ほんとお客さんの動向ってのは読めない。

『ラウル、ちょっとレジ離れまーす！』

　魔法文具売り場を案内し終えて振り返ると、ラウルの視界の端はしには商品を抱かかえてレジへと向かうお客さんの姿が映る。

　あわてて、ラウルはレジカウンタの中へと駆かけ戻った。魔法レジスターの前に陣じん取どると、素す早ばやくいつもの営業スマイルを浮うかべる。

「いらっしゃいませ、ありがとうございます！」

　そのまま、慣れた手つきでお客さんの会計を進めるラウル。けれども。

　まるでタイミングをあわせたかのように。店内でばらばらに品物を眺ながめていたお客さんたちがひとり、またひとりとレジ前に集結しはじめていた。

　…………っ。

　ひとりのレジを済ませたかと思うと、どこからともなくふたりのお客さんが現れる。そして、それが終われば、また新たなお客さんが現れて……あっという間にレジ前に形成されてしまう、会計待ちのお客さんの列。

『すみませーん、レジのヘルプお願いしますー！』

　レジ打ちの合間に隙すきを見てインカムを発信したものの、しかし、どこからも返答はない。

　……まあ、しかたない。本日の出勤スタッフも、昨日と同じく店長とラウルと、あとは戦力外のフィノの三人だけ。返事がないことから察するに、きっと店長はお客さんの案内中なんだろうとラウルは推測する。

　つまり、ここは俺がフルスピードで頑がん張ばるしかないってこと！

　なんだか顔を上げるたび長くなっているように感じられる列を前に、ラウルはすっかり覚かく悟ごを決めていた。

「大変お待たせしました。メンバーズカードは……」

　そう口にしながら、お客さんのカゴに手を伸ばした、その瞬間。

　不意に、ラウルの隣となりのレジスター前にすべり込んでくる影があった。

「お待ちのお客様、こちらのレジにどうぞ！」

　……って。

　視界の端にちらりと映った銀色を認め、ラウルは思わず息を飲んでしまう。

　ラウルの隣で自信満々にレジを開けたのは、ラウルが期待していた栗くり色いろの髪かみの美少女店長ではなかった。昨日、レジェンド級のレジシミュレーションを披ひ露ろうしてくれた奇き跡せきの新人バイトこと、銀ぎん髪ぱつ魔人フィノ様の堂々降臨だ。

　……いや、ていうか！　なぜ来るし！

　招かれざる存在の出現に、レジを打つラウルの手が絶望にうち震ふるえた。

　ダメだ。こいつにレジ打たせちゃいけない。……絶対にだ！

　だが、すでに遅おそかった。フィノが開けたレジにはお客さんがついてしまっていたし、ラウルも今は自分の前のお客さんの対応中。フィノからタグリーダーを奪うばい取り、同時にふたつの会計をするなんてできるはずもない。

　襲おそいかかる不安に、ラウルは心臓が握にぎり潰つぶされるような感じを覚えた。商品をスキャンしながら思いつく限りの神を並べ、片かたっ端ぱしから祈いのりを捧ささげる。ああ、どうか、致ち命めい的なトラブルだけは起こりませんように……！

　……けれども。




　──そんなラウルのかたわらから、ひどく涼すずしい声が聞こえてきた。




「ありがとうございます。メンバーズカードは、お持ちですか？」

　え？

「合計３点で、お会計は４８０ゴールドです」

　あれ？

「５０００ゴールド、お預かりいたします」

　あれれ？

「こちら、４５２０ゴールドのお返しです。ありがとうございました！」




　って、えええええっっっっっっっっっ!?




「おい、まだかよ？」

「え、あ……はははははいっっっ！　ただいまっ！」

　急せかすようなお客さんの声に、すっかり呆あつ気けにとられていたラウルははっと我に返る。……いや、でも、どうして!?

　ぺこりと頭を下げてお客さんを見送るフィノを横目で見やり、ラウルは信じられないといった面おも持もちで目を瞬しばたたかせた。

　──どうしてあいつ、レジ打ちができるようになってやがるんだ!?




「一点、二点……」

　昨日の惨さん劇げきが、まるでウソのようだった。魔ま法ほうタグを読み取る手つきはぎこちなくはあるものの、いちおう形になってるし、なによりきちんとした言葉を使ってる。新人にしては上出来の合格点で、正直いって文句のつけようもない。だが。

「すみません、領収書下さい」

　次の瞬間、フィノのレジから聞こえて来たお客さんの台詞せりふに、ラウルに再び動どう揺ようが走った。

　いくらなんでも、フィノが領収書の書き方を知ってるはずがなかった。貨か幣へい経済を持たないという魔人に領収書の概がい念ねんは無いだろうし、昨日は基本的な流れを追うだけで精せい一いつ杯ぱいで、とてもそんな応用を教えるところまでたどり着かなかったんだから。

　ややテンパり気味の頭をフル回転させ、とっさにラウルは口を開く。

「フィノ！　それ、俺がやるから、代わりにこっちの会計に入っ……」

「了解いたしました」

　だが、ラウルが声をあげた時には、フィノはすでに大きく頷いていた。

「宛あて名なはいかがいたしますか？」

　唖あ然ぜんとするラウルの隣で、フィノはレジ下の引き出しからひとつづりの領収書を取り出した。レジスター横の筆立てからペンを取りあげると、落ち着いた声こわ音ねでお客さんに訊たずねる。

「っありがとうございましたー」

　……ようやく、会計待ちの列が切れた。

　軽い会え釈しやくでお客さんを見送るなり、ラウルはすぐさまフィノに駆け寄った。ごくりと唾つばを飲み、おそるおそる、その手元を覗のぞき込む。

「ただし書きはいかがいたしましょうか？」

「あ、なんでも良いですよ」

「はい。では、御お品代でご用意いたしますね」

　応こたえながら、さらさらと領収書にペンを走らせるフィノ。

　なんの引っかかりも、迷いもなく、そして……ちくしょう。驚おどろいたことに、ラウルよりもずっときれいな字で。

　ラウルがぽかんとしていると、レジの前にはまた新たなお客さんの姿。

「あ、いらっしゃいませ！　こちらで承うけたまわりますっ！」

　即そく座ざに隣のレジを開け、出された商品のタグを読みながら、しかし、ラウルはまだ混乱していた。

　な、なんだよ、このフィノ明らかにおかしいだろっ！　もしかしてアレか？　謎なぞの組織にさらわれて改造手術でも受けさせられたのか？　完全無欠のレジ戦士に……って、いやそれ誰だれ得だよっ!?

　……動揺のあまり、半ば本気でそんな可能性まで疑ってしまうラウル。

「ありがとうございました！」

「ありがとうございましたー！　って、フィノ、お前っ！」

　──ほぼ同時に、ふたりとも、会計が終わって。

　レジ前から離はなれるお客さんを見送るやいなや、ラウルはかたわらの銀髪魔人へ詰つめ寄っていた。

「お前っ、どうしてレジっ……いや、それより、どうして領収書なんて書けるんだよっ！　まだそこまで教えてなかっただろっ！」

「え……だって、昨日ラウルが出してるとこ何度か見たし、それに、マニュアルにも書いてあったし……」

「いや、書いてあった、って……」

「暗記したんだ」

　その瞬しゆん間かん。ぽかんと口を開けてしまったラウルの前で、フィノは平然とした表情のまま、こともなげに言葉を続けてくる。

「レジの定型文句とか、領収書とか、メンバーズカードの作り方とか、ノートに書き写したり音読したりして……シミュレーションしたり、備品の位置確かく認にんしながらだったから、けっきょくひと晩掛かかっちまったけど」

「……って、ひと晩ってお前、まさか店で徹てつ夜やしたのかよっ!?」

「ああ」

　あっけらかんと頷うなずくフィノの前で、思わずラウルは額に手を押し当ててしまっていた。

「なんだよ、それ！　お前バイトだろ！　時間になったらとっとと帰れよ！　……ていうか、どうしてそこまでするんだよっ!?」

　けれども。……そのとたん、フィノは大きな目を丸くして。




「え、だって……頑張って仕事覚えないと、ラウルに迷めい惑わく掛けるだろ？」




　──どうしてそんな当然のこと聞くんだ、なんていわんばかりの表情で。水色の瞳ひとみをぱちくりとさせながら、銀髪魔人がラウルを見やった。

「それにオレ様、家なんて無いからさ。掃そう除じとか頑張るからここに住ませてくれって店長に頼たのんだんだよ。別に床ゆかで寝ねるのとかも平気だし、店のこともっとよく知っときたかったし。だから、帰れって言われても、行くとこなんか、どこにも……あっ」

「ラウル、お客さん来た」と呟つぶやきながら顔を上げるなり、すっかり言葉を失って立ちつくすラウルの前で、速すみやかにレジを開けるフィノ。

「いらっしゃいませ、ありがとうございますっ！」

　まだ少しぎこちない笑え顔がおを、それでも精一杯に浮うかべて。銀髪の魔人はカゴの中身をひとつずつカウンタに並べては、ていねいに魔法タグを読み取っていく。

　──よくよく見れば、その目は心なしか充じゆう血けつしていて、目元にはうっすらクマも浮かんでいて……それでも、フィノは笑顔を絶やさない。

「ありがとうございますっ！　またご来店下さいっ！」

　そんなフィノを眺ながめながら、ラウルは胸の奥のずっと深いところからなにか、いいしれぬものがこみあげてくるのを感じていた。

　フィノ。生み出すことを知らず、奪うことしか知らないはずの魔人にして、魔王の子ども。態度は悪いし、口も悪いし、常識知らずなやつだけど。




　……ほんとはとても素す直なおで、真ま面じ目めな、いいヤツなのかもしれない。




　ったく、と、ラウルは思わず自じ嘲ちようする。

　長く苦しい就職活動の果て、ようやく内定を貰もらったあの時の感動。いつしかそれをすっかり忘れ、仕事に対していい加減な姿勢になっていたラウルの目には、一生懸けん命めいに頑張るフィノの姿がひどく眩まぶしく見えて……はは、情けねえな、とラウルは思う。俺、こいつのこと、見習わないと……。

　と。──とうとつに。

　あたりに響ひびき渡わたった破は砕さい音が、ラウルの感かん銘めいを全力で吹ふき飛ばした。




「なっ……」

　反射的に顔を向けたラウルの視界に飛び込んできたのは……惨劇だった。




　レジカウンタの中に惜おしげもなく飛び散った色つきガラスの破は片へんと、ラウルの足あし下もとにまでじわりと広がってくる、ポーションの甘ったるい薬品臭しゆう。そして、自分の手からすべり落ちたポーション瓶びんのあとを追うかのようにがくりと落ちるフィノの銀色の頭。……まるでレジカウンタに沈しずむように、魔人の身体からだはそのまま、ずるずると床に崩くずれ落ちていく。

「へっ……」

　いまのいままでレジを打っていた店員の突とつ然ぜんの人事不省に、度ど肝ぎもを抜ぬかれて絶句するお客さん。さすがにラウルも一瞬事態が飲み込めず、やがて我に返るなり、あわててフィノへと駆かけ寄った。

「フィノっ!?　おいっ!?」

　床に倒たおれたフィノのかたわらにかがみ込み、その小こ柄がらな身体に手をかけようとして、ラウルははっと息を飲む。まさか……これは……。




「ぐう」

「って、寝てんのかよっ！」

　──白いエプロンをポーションで染め、レジカウンタの狭せまい床に横たわったままむにゃむにゃと口を動かすフィノ。

　いや、まあ、なんとなく、そんな予感はしてたけれど。……ていうか。

「てめっ、翌日も仕事なのに軽々しく徹夜とかすんじゃねえよ！　そこまでして働いたってちっとも偉えらくねえよ！　体調管理も仕事のうちだよ！　おいこら起きろ！　起きろってっ！　ってちくしょう起きねええええっっっ!!」

「ええと、あの、その人、大だい丈じよう夫ぶですか……」

　ひどく心配そうに声を掛けてくるお客さんに向かって、ラウルは場の空気を取りつくろうように、引きつった笑いを浮かべてみせた。

「あ、大丈夫です大丈夫、全然平気！　このアホ、血統的にはちょっとした中ボスみたいなモンですから！　……ていうかすみませんねお客様ほんともう驚かせちゃってっ。いま新しいポーション取ってきますんでっ！」

「あの、ちょっと」

　代わりのポーションを用意しようと売り場に駆けだそうとしたラウルに向け、別方向から掛けられる声。

　ばっとラウルが振ふり返ると、休止中の札が掲かかげられた隣となりのレジカウンタ前に立っていたのは、なんだか見覚えのある顔だった。一瞬の間を置いてラウルはああ、と思い出す。確か、さっきフィノが領収書出してたお客さんだ。

「さっき出して貰った領収書、金額が入ってないんだけど……」

　……お客さんのご指し摘てきに、ラウルは思わず、足下に転がる銀色頭をゴールかなにかに向かって思い切り蹴けり飛ばしたい衝しよう動どうに駆られてしまう。

　このバカ！　大バカ魔ま人じんっ！　そこは飛ばしちゃダメだろ！　それ一番大事な部分だろ！　そこを書かないとかそもそも領収書の存在価値を否定してるだろおおおおおっ！

「す、すみません！　ちょっとお待ち下さいね。ええとっ……」

　全力でお客さんに謝りながら、しかし、よく訓練された店員が持つというラウルの第六感シツクス・センスことお客さんレーダーはいままた、レジカウンタへの新たなお客さんの接近を告げていた。

　眼球だけを動かしてちらりと確認すると、会計待ちのお客さんが、一人、二人……五人だって？

　開店直後に続く、第二のピークの到とう来らいだ。

　すがるように売り場を見渡し、しかし、ラウルはそのまま絶望の淵ふちに突つき落とされてしまう。

　頼みの綱つなの店長は、マジックオーディオコーナーで天然パーマのおばちゃん相手に接客中だった。あの手合いはおそらくかなりの長期戦になる。……つまり、助けは望めない。

　──その瞬間、ラウルは覚かく悟ごを決めていた。

　新しいポーションを握にぎりしめてレジカウンタ内に戻もどったとたん濡ぬれた床にずるりと足をすべらせ、かつて店員だった障害物に激しくつまずきながらもどうにかレジの前へとたどり着くと、ラウルは猛もうスピードで魔法レジスターを叩たたき始める。

「はいはいお客さま大変お待たせしてます申し訳ありません順番に対応いたしますっ！　大変お待たせしました３６０ゴールドですっお騒さわがせしましたありがとうございましたっ！　はい、申し訳ありませんただいま直しますええとレシートレシート……っ！　っ大変申しわけありませんでしたありがとうございます！　っと、大変お待たせしました！　メンバーズカードは一点二点っ……」

　レジカウンタに押し寄せるお客さんを怒ど濤とうの勢いでさばきながら、その合間にラウルがちらりと足下へと視線を向けると。

　ポーションの海に沈むフィノは腹が立つほど呑のん気きな表情で、気持ちよさそうに、そして──なぜか、ちょっと幸せそうに微笑ほほえんでいた。

「ぃらっしゃぃませぇ……むにゃ」

　……なんかもう、無む性しように、泣きたいような気持ちになって。

　ラウルは思わず、心の中で思いっきり喚わめいていた。

　こんなやつ、誰が見習うかよ！　お前なんざとっとと封ふう印いんされちまえっ！







「ありがとうございましたっ」

　……それは、永遠とも思えるような長い長い戦いだった。

　ようやく最後のお客さんを見送ると、ラウルはすっかり疲つかれ果てた表情で、足下に転がるそいつを見下ろす。

　ポーションまみれで呑気に寝息を立てる銀ぎん髪ぱつ魔人。ったく、どの口が「ラウルに迷惑掛けるだろ」だよっ……。

　しかし、このまま放ほうっておくわけにもいかなかった。だいいち、ただでさえ狭いカウンタ内にこんなものが転がってたら、邪じや魔まで仕方がない。

　ざりざり音を立てる瓶の破片をあらかたつま先で隅すみに寄せると、ラウルはしぶしぶ床に膝ひざをついた。

「おい、起き……」

　言いかけて、ラウルの動きはそのまま止まってしまう。

　……つい手を伸のばしてさわってみたくなるような、やわらかそうな頬ほお。

　乱れた銀髪の下でそっと伏ふせられたまつげはどきりとするほど長く、パーカーの襟えり元もとから覗のぞくほっそりした首筋は、あやしい色気すらただよわせて……って！

　思わず、ラウルは大きく頭を振った。

　ったく、気の迷いにもほどがある。そりゃ、確かに顔立ちは整ってるし、こうして寝てれば邪気はないけど、別に俺にそういう趣しゆ味みはっ……。

「っ、起きろっ！」

　動どう揺ようを誤ご魔ま化かすようについ乱暴に肩かたを揺ゆすってみるけれど、しかしフィノに起きる気配はまるでない。相変わらず心地よさそうに寝返りをうつ魔人の前で、ラウルは嘆たん息そくした。

　……このままじゃ、風か邪ぜひくよな。ポーションで濡れたフィノの服を見ながら、ラウルは頭を搔かく。ま、魔人が風邪引くかどうかなんて知らないけど、少なくともこの格好のまま働かせるわけにもいかない。

「ったく、仕方ねえな」

　舌打ちと共に立ち上がると、売り場の方にも気を配りつつ、ラウルはカウンタ後ろの棚たなをあさる。確か、ここに……ああ、あった。

　長いこと眠ねむってた販はん促そく品の余りのメーカーロゴ入りＴシャツを引っ張り出すと、ラウルは魔人の小柄な身体をポーションの海から引き上げてやった。

　壁かべに上半身をもたれさせてエプロンの紐ひもを外すと、ポーションで染まったパーカーのファスナーをなにげなく引き下ろす。

「へっ……」

　その、瞬しゆん間かん。

　パーカーの間から覗く、なだらかな曲線だけで構成された白い肌はだと、その中でただならぬ存在感を主張する、つんと張りのあるふたつの膨ふくらみ。

「んっ……ふにゃ」

　ラウルが息を飲むのと、ほぼ、同時に。

　ひどく眠そうな声をあげて、フィノの大きな瞳ひとみがぱちりと開いた。

「…………」

「…………」

　至近距きよ離りで、目が合って。

　……やがて。

　焦しよう点てんのさだまらない瞳で瞬まばたきをしていたフィノが、自分の方へと伸ばされたままのラウルの手元を、すっと視線で追いかけて。

　その先にある自分の身体を、ぼんやりと見下ろし。

　刹せつ那な。

「っっっっっっっっっっっっっっっっ!!!!!!」

　めちゃめちゃな勢いでラウルの手を振り払はらい、フィノががばっと身を起こした。あたふたした手つきでパーカーの裾すそを握りしめ、前を合わせるようにしてぎゅっとかき抱いだくやいなや、上目づかいにきっとラウルを睨にらんでくる。

「ここここんなところで服脱ぬがせるだなんてききき貴様ヘンタイかっ!!　ヘンタイかあああああっっっ!!!!」

「え……え……」

「お、親おや父じにも見せたことないのに……っっっ!!!!!!」

「……って、えっ、えええええええええええええっっっっっっ!!!!!!」

　真っ白だった思考がようやく回復して。気付けば、ラウルは叫さけんでいた。

「お前、女だったのかよおおおおおっっっ!!!!!!」

「なに言ってる！　履り歴れき書にもちゃんと書いただろっ！」

「い、いやっ、性別欄らんまでは見てなかったっていうかえええええええ!!!!!?」

「…………なにが目的？」

　守るように自分の身体からだを強く抱だきしめたまま、恨うらみがましげにラウルを見上げてくるフィノ。

　ぱっちりしたアクアブルーの瞳にうっすら涙なみだを浮うかべ、ラウルのことを、じーっと。

　……なんていうか、それがまた、ひどく可愛く見えて。どぎまぎしながらも、ラウルはぶんぶんと千切れるほど首を振って否定した。

「い、いやっ、そのっ！　そのままじゃ風邪引くと思ってっ！」

「風邪……？」

「そうっ！　そのっ、濡れた服、着き替がえさせようとっ……こ、これっ！」

　おろおろと辺りを見み渡わたし、置きっぱなしだったＴシャツを光の速さで掴つかむなり、ラウルはそれをフィノに向かって差し出してやる。

　……ややあって。








[image: ]








　なあんだ、と呟つぶやくと、フィノの瞳からふっと警けい戒かいの色が消えた。強こわ張ばっていた表情をゆるめると、銀髪の少女はラウルを見上げながら、口を開く。

「ラウル、ありがと」

「っ……」

「──お前、いいやつだな」

　にっこりと、微笑んで。

　ラウルの手からＴシャツを受け取る少女の無邪気な表情は、なんというか。

　……反則だ、と、ラウルは思った。








　第二章「魔ま王おうのお子さんがお客さんをご案内したりするようです」







　──勇者になるのが夢だった。いや、すべてだった。幼い頃ころからずっと、そのためだけに生きてきたと言ったって過言じゃないほどに。

　だから、勇者制度廃はい止しが公示されたあの日。それまでの人生で積み重ねてきた努力のすべてがあっさり消え去ったあの瞬間のことを思い出すと、ラウルはいまだに胸を締しめつけられるような動どう悸きが止まらなくなる。

　あらゆる気力を失ったラウルはそれから半年ほど、わずかな仕送りの残りを食いつぶしながら怠たい惰だな日々を過ごしていた。日がな一日することもなくだらだらとマジックビジョンをながめては、時間を潰つぶすように昼ひる寝ねして……けれども、そんな日々はラウルの心を癒いやすどころか、むしろどうしようもない閉へい塞そく感と焦しよう燥そう感を募つのらせただけだった。

　じっとしていると、底知れぬ闇やみに吸い込まれそうな感覚に囚とらわれる。形のない不安にのしかかられ、押しつぶされそうになる。それでもまだ現実から目を背そむけてはベッドにもぐり込み、ただただ無む為いに過ぎていく日々。

　その日も、いつものように昼過ぎに起きたラウルは、鈍にぶく痛む頭を抱かかえながら習慣のようにマジックヴィジョンのスイッチを入れた。そして、そこから流れ出すタレントの笑い声を聞きながら、なにげなく窓に目をやって。

　カーテンの端はしから覗く青空にふと目を奪うばわれた、その瞬間……不意にラウルの目から、大おお粒つぶの涙がぽろりとこぼれ落ちた。

　俺、いったい、なにやってるんだろ……。

　──爆ばく発はつは、とつぜんのことだった。

　堰せきを切ったようにあふれ出してくる涙と、あとを追うようにこみあげてくる息苦しさと嗚お咽えつ。縮まる心臓を押さえるように身体を折り、涙を吸わせるように枕まくらに顔を埋うずめ、慟どう哭こくし、わめいて。……そして。

　ラウルはようやく、自分が勇者になれなかったのだという現実と向きあい、就職する決心をしたのだった──。







　……はあ。

　目の前に立ちはだかる休きゆう憩けい室の古びた灰色のドア。肩に食い込むスポーツバッグの重みを感じながら、ラウルは思わず嘆息する。

　憂うれいの原因は、昨夜アパートの郵便受けに入っていた、一通の手紙だった。

『ラウルお兄ちゃんへ』

　淡あわい色の便せんに綴つづられた可愛らしい丸文字を思い出したとたん、ラウルの精神を苛さいなむすさまじい罪悪感。

『お兄ちゃん、お元気ですか？　お兄ちゃんが王都に行ってからもうすぐ三年経たちますが、もうずっと連れん絡らくがないので、パパもママも村のみんなも心配してます。でも、ミュリがいつも送ってるお手紙、あて名不明で戻もどって来たことないし、ちゃんと届いてるんだよね？　読んでくれてるんだよね？』

　それは、遠く離はなれた故郷の村から定期的に送られてくる、四つ年下の妹の便り。

『なんだか勇者が廃止になったみたいな変なウワサもあるし、村のみんなの中にはお兄ちゃんのこと、いろいろ言う人もいるけど、でも、ミュリはお兄ちゃんが勇者になったって信じてます。お兄ちゃんは頑がん張ばりやさんだから、勇者のお仕事で忙いそがしくて、お手紙書いてるヒマがないだけなんだよね。ミュリはいつも、お兄ちゃんの活かつ躍やくを思い浮かべてはどきどきしてます。でも、会えないのはさびしいです。帰ってくるのは無理でも、いちど連絡くれると嬉うれしいな。あと、あんまり無理しすぎちゃダメだからね。ミュリ』

　……いくらなんでも、そろそろ潮時だよな。

　自分が最後まで勇者になれなかったことを、ラウルはいまだ故郷に告げられずにいた。書いては破り捨てをくり返し、１００ゴールドショップで買った便せんをここ一年でいったい何冊ムダにしたか、ラウルはもう覚えていない。そうこうするうちに時間は流れ、ますます言い出しづらくなり、けっきょくずるずるとここまで来てしまって。いくらなんでもこのままでいいはずがないことくらい分かってる。分かってるんだけど、でも…………はあ。

「おはようございまー……」

　ゆううつな気分のままドアノブをまわし、休憩室の扉とびらを開けたラウルは。

　……そのまま、凍こおりついたように動きを止めた。




　その瞬間、彼の目に飛び込んできた、あまりに衝しよう撃げき的な光景。

　……ややあって。

　あんぐり開かれたラウルの口から、悲鳴のような声が飛び出していた。

「ってお前、なにやってんだよおおおおおっ!?」

「おおっ、ラウル！　早いな！」

　その声に、休憩室の小さな流し台の前に立っていたフィノ……この店のバックヤードに住みつく魔人の少女が顔を上げ、くるりと振ふり返る。

「見てのとおり、頭を洗っている！」

「見れば分かるわ！」

　ドアノブに手を掛かけたまま立ちつくすラウルの前で、泡あわだらけの頭に手を突つっ込んだまま「え？」と不思議そうな顔をするフィノ。

「見れば分かるならどうして聞くんだよ。ほら、身だしなみは接客業の基本だって言ってたのラウルだろ？」

「いや、確かに言ったけども！　その流しはそういう用よう途との流しじゃねえよ！　ていうかお前、服着たままっ……」

「洗うの頭だけなのに、わざわざ脱ぐ必要ないだろ？　大だい丈じよう夫ぶだ！　いっけん無計画に見えて、実は水分を極限まで絞しぼって泡あわ立だててる！　オレ様の大事な一いつ張ちよう羅らはけっして濡ぬらさないぜ……っ！」

「いやいや無計画以外のなにものでもねえよ！　普ふ通つうに服に泡飛びまくりだから！　単にお前が目えつぶってて見えてねえだけだからっ！」

「でも、目に入ったら死ぬほど痛いんだぞ、これ」

　あっけらかんと答えるフィノの言葉に、ラウルはいまさらながら、休憩室にただようその《匂におい》に気付いてしまう。

「……ていうか、それ食器用洗せん剤ざいかよおおおおおっ!!」

「ああ、これ、パッケージに油あぶら汚よごれもすっきりって書いてあったぞ！　これ使うと髪かみの毛がキュキュっとするんだ！　すごいな！」

「キュキュっとしちゃ駄だ目めだよ！　それ髪の表面の大事な成分がすっきりしてる音だから！　速やかに流せいますぐにっっっ!!」

「……ちぇっ」

　しぶしぶうなずくフィノと、すっかり頭を抱え込むラウル。

　……なんかもう、本気で泣きたい気分だった。妹の手紙でただでさえ弱ってたラウルの心を出合い頭がしらに叩たたき折るとは、さすが魔人容よう赦しやない。

「でもさ……」

　と。耐たえがたい精神的疲ひ労ろうにうなだれるラウルの前。蛇じや口ぐちの下の狭せまい空間に器用に頭を突っ込み手て探さぐりで栓せんをひねりながら、思い出したようにフィノが口を開いた。

「ほんと、人間ってすごいよな。ここんとこひねったら水が出るんだぜ？　まったく、なんなんだよ人間って。お前ら壁かべの中に井い戸どとか掘ほれんの？」

「……水道だよ、水道」

　──ま、俺も、王都に来たばかりの頃は驚おどろいたけど。

　石いし畳だたみで覆おおわれた広場みたいなメインストリートと、そこにあふれかえる大勢の人々。石や煉れん瓦がで造られた建物がどこまでも広がる街並みを、夜になれば魔法灯の青白い光がいたるところで淡く照らし出す。上下水道は完備され、風ふ呂ろに入るために苦労して井戸水をくみ上げる必要がないどころか、ただ蛇口をひねるだけであたたかいシャワーを浴びることだってできる。

　他にも、王都ではいまや一家に一台は当たり前というマジックヴィジョン、マジックダスター、マジックレンジ……様々なマジックアイテムに囲まれた、便利で豊かな生活。

　この王都は、ラウルが生まれ育った田舎いなか村とは文明程度がまるきり違ちがっていた。なんせ王都じゃ一個数百ゴールドで売られてるようなつまらないマジックライトですら、彼の村では秘宝のごときアイテムだったんだから。

　──……ま、仕方ないか、とラウルは思う。

　魔人の国がどんなところかは知らないけど、きっと俺の田舎以上に、この王都とは別世界だったろう。そう思えばこいつの常識ハズレの行動だって、ある程度はやむを得ないのかもしれな……と。

「はっはっはっ」

　誤ご魔ま化かすような笑い声と共に、フィノがおもむろに振り返った。

「洗う方に気を取られて、すすいだあとのことはまるで考えてなかった！」

　なぜか自信たっぷりに言い放ち、ぐっしょり濡れた頭から滝たきのように水をしたたらせるフィノ。当然、タオルなど用意してあるハズもなく……って。

「いや考えろよ！　っていうかお前、服も床ゆかもびっしょびしょじゃねえかあああああ!!」

「はっはっはっ、思わぬ誤算というか、まあ、想定外の出来事すぎたな！」

「ぜんぜん想定外じゃねえよ！　想定通りすぎてインチキ占うらない師ですら外しようがないレベルだよ！　とっとと拭ふけ……っておいこら雑ぞう巾きんで頭拭くなああああああもうっ！」

　耐えきれず、つい駆かけ寄って。肩かたに掛けていたスポーツバッグからタオルハンカチを取り出すと、ラウルはごしごし乱暴にフィノの頭を拭いてやる。

「きゃっ……！」

「ったく、こんなに濡らしやがってっ……」

　すっかり諦あきらめたような心境でフィノの額にハンカチを押し当てながら、何気なく視線を落とし……ラウルは、そのまま固まってしまった。

　……濡れてすっかり色の変わった、だぶっとした大きめのパーカー。

　たっぷり水を含ふくんだその布地はいつの間にかフィノの身体からだにぴたりと張りつき、女の子らしい身体の曲線がすっかりあらわになっていて……特に胸のあたり、どきっとするほどなまめかしい丸みの、その、いちばん先の方までが、くっきりと……。

「……ん、どうした、ラウル？」

　怪け訝げんそうに訊たずねるフィノ。我に返ったラウルがあわてて目を逸そらした。

「え、いや、そのっ……なんでもっっっ」

「……なんだよ。変なやつだな」

　……気づけよっ！　ていうか、魔人ってもしかしてつけてないのがデフォなのかっ!?　無防備すぎるっていうか……むしろ犯罪だろ、それっ！

　いけないとは思いつつも、昨日目にしてしまった少女の肌はだが思い出されてしまって、ラウルは思わず唾つばを飲んだ。脳のう裏りにちらつく魅み惑わく的なふくらみと、ほんのり色づいたピンク色の……って俺っ！　俺自重っっっ!!

　よこしまな思考を払はらうように頭かぶりを振りつつ、壁かべ際ぎわへと歩みよるラウル。ロッカーの扉を乱暴に開けて中を引っかき回すと、目当ての物は割とすぐに見つかった。

「これ着ろっ！」

　ラウルが突きつけた包みをきょとんとした顔で受け取って。顔に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながらそれを広げたフィノが、やがて嬉しそうに目を輝かがやかせる。

「ラウル、これって……！」

「……うちの店の制服」

　なんかちょっとうっかり正視できない感じになってるフィノから目を逸らしたまま、ぶっきらぼうな口調でラウルが答えた。

「仕し舞まいっぱなしだったからちょっとかび臭くさいかも知れないけど、ま、その、濡れた服よりはマシ……」

「……店長とお揃そろいだっ！」

　そんなラウルの言葉を聞いてるのかいないのか。すっかり興奮したように歓かん声せいをあげ、フィノがずぶぬれのパーカーに手を掛けて……って！

「っておいっ！　ちょ、ちょっと待っ……！」

「あ、ラウル。着き替がえるからちょっと外出てて」

　すげえ真顔で。

　……あ、うん、そうですよね。いや別にその、ぜんぜん期待とかしてたわけじゃないんですけど、うん。

「……着き崩くずしたりしないで、ちゃんと全部ボタン止めろよ」

　そう言い残し、休きゆう憩けい室を後にして。なんとなく釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱いだきつつ、ラウルは心の中で独りごちた。

　……なんか、魔人の貞てい操そう観かん念ねんっていうか……そのへんが、いまいちよく分かりません。







「ラウル！　ラウルっ！」

　開店前の眠ねむるように静かな店内に、とつぜん響ひびきわたる騒さわがしい声。

　カウンタの中でレジスターに釣つり銭を入れていたラウルが顔を向けると、生活アイテムの棚たなのあたりでフィノが大きく手を振っていた。

「なんだよ、いったい……って」

「見て！　いいもの見つけた！」

　売り場に出たラウルが棚の後ろをひょいと覗のぞき込むと、そこには大発見とでも言わんばかりの得意げな表情で、握にぎり手のついた筒つつ状じようのアイテム──展示品のマジックドライヤーをかざすフィノの姿がある。

「ほら、これ！　髪を乾かわかすアイテムって書いてある！　なあラウルっ、これ、使ってみてもいいっ？」

「いや、確かに展示品だけど、スタッフが私用に使うのは……」

　渋しぶい顔をしながら、けれども、まだ頬ほおや額に濡れた髪がぺたりと張り付くフィノの顔を見て考え直すラウル。

「……ま、でも、濡れた頭で店に立たれるよりはマシか。使ってもいいけど壊こわすなよ？」

「了りよう解かいっ！」

　嬉うれしそうに頷うなずきながらスイッチを入れ、とたんにフィノが歓声をあげた。

「おおおっ、筒の先からあったかい風が出て来たぞ！　この風で髪を乾かすのか！　確かにあったかくて風が強い日は洗せん濯たく物ものよく乾くもんな！　やっぱり人間の考えることってすごいな！」

「……はいはい、すごいすごい」

　興奮したようにに騒ぐフィノを尻しり目めに、ラウルは疲つかれたようにため息をつく。けれども。

「……あれ？」

　レジカウンタでの作業に戻もどろうとラウルがきびすを返した瞬しゆん間かん、とうとつに背後から聞こえたなにやら不ふ穏おんな声と、ぷつりと途と切ぎれる風の音。

　イヤな予感を覚えて振り返ると、マジックドライヤーを手にしたフィノが、とても微び妙みような面おも持もちでたたずんでいた。

「ラウルう……」

　なんか、ひどく気まずそうな感じで。

「なんかこれ……いきなり止まっちまったんだけど……」

「ちょっ、言ってるそばからっ！　お前、いったいなにしたんだよっ!?」

　あわててフィノの手からマジックドライヤーを奪うばい取り、スイッチをぱちぱち動かしてみる。けれども、ドライヤーは沈ちん黙もくを保ったまま動かない。

　思わず半眼になるラウルの前で、フィノがあたふたと手を振ふった。

「いや、ほんと、オレ様なにもしてないって！　……その、たぶん」

　言いながら、しかし、少女は困ったように首を傾かしげる。

「でも、もしかして、使い方間違ってたのかな……筒の先から出てくる風を髪に当てるんじゃなかったのか？　……はっ！　もしかして、吸うのか？」

「吸わねえよ！」

　いや、でも、確かにフィノの言うとおりだった。スイッチはひとつだけだから操作方法は間違えようがないし、落としたわけでも、握りつぶしたわけでもない。けど……。

　さすがに少し青ざめ、フィノがおろおろと不安げな声をあげる。

「どうしよ、ラウル……これって、高いのか？」

「いや、そんなこともないけど……でも、やっぱマズいよな。展示品壊すなんて……」

「…………はああああああああああああああああ」

　その時だった。

　とうとつに、どこからともなく響いてくる、まるで絶望を具現化したような深く長いため息の音。

「帰りてえええ……働きたくねええええ……会社爆ばく発はつしろおおおおお……」

　……後に続く、どんより曇くもりきった呪じゆ怨おんのような声。

　思わずふたりが振り返ると、ちょうど、ひとりの男がバックヤードからとぼとぼと出てくるところだった。

　歳としはおそらく二十代の後半といったところ。少し長めの赤毛に、やや垂れ気味のうつろな目。ひょろっとした長身にエプロンをまとったその男はうつむいたまま足を引きずるようにして歩きながら、ややあって、まるで身体の中身をすべて吐き出すがごときため息を再び放つ。

「はあああああああああ……」

　誰だれだこいつといわんばかりの顔をするフィノの前で、ラウルが声をあげた。

「あ、副店長、おはようございます！」

「……ん……ああ、おはよう……ラウル君……」
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　……ひどくテンションの低い声。赤毛の頭を重々しく上げると、副店長と呼ばれたその男は死んだ魚のような目でラウルを見やった。そのまま、どこか警けい戒かいの表情を浮かべる銀ぎん髪ぱつ魔人へと視線を移し、だるそうに口を開く。

「ああ、君はアレか……店長の引ひき継つぎノートに書いてあった新人アルバイト君の……ええと、確か……」

「……フィノ。フィノ・ブラッドストーン」

「ああ、そうそう、フィノ君ね。はじめまして、おれはバイザー・クロスロード。マジックショップ・レオン王都店の副店長だ……」

　やる気の感じられないおざなりな自己紹しよう介かいを終えるなり、ふと訊ねてくる副店長。

「……ていうか、もうすぐ開店時間なんだけど、お前ら朝からそんなとこでなにやってんの？」

「あ、ええと、その……」

「…………ふーん」

　思わず口ごもるラウルの手の中のマジックドライヤーを見ながら、副店長がその細い目をさらに細める。

「……まさか、うっかり展示品を壊しちゃったとか？」

「……うっ」

　その瞬間、まるでイタズラを見とがめられた子供のようにびくりとしたふたりを交こう互ごに見やり、ややあって、副店長がため息混じりに呟つぶやいた。

「……あー。ったく、しかたねーな……ほれ、貸してみ？」

　言うなりラウルの手からマジックドライヤーを取りあげ、くるり、と指を動かしながら「《展開オープン》」と呟く副店長。そのとたん、マジックドライヤーに重なるように浮かびあがった淡あわい光を目にし、フィノが驚おどろいたように息を飲んだ。

「なっ……」

　とつぜん宙に現れた光のかたまりは、真下のマジックドライヤーと寸分たがわぬ形をしていた。まるで、おぼろな光で作られた模造品のよう。半はん透とう明めいの光の中には、絡からみ合う複雑な幾き何か学がく模様が浮かびあがっていて。

「あー……こりゃ、完全にやられちまってるな……」

　そんな光の構成の一部を指しながら、独り言みたいに副店長が呟いた。

「使用者の魔ま力りよくが定格外れすぎてて、オーバーヒートして構文が一部消えちまったんだな。ほれ、ここんとこでエラーが出てる。……ていうか、ドライヤーのくせに過か剰じよう魔力のブレーカー入ってないとかありえねーだろ。どこのメーカーだよ、コレ？」

　なるほど、とラウルは納なつ得とくした。そもそもマジックアイテムは人間専用に作られてる。《魔ボ力ル圧タ》も《魔力出力アンペイル》も異なる魔人が使えば当然、不具合が出るに決まって……って、あれ。

　そういや副店長、フィノの正体知ってるのかな。ちらりとそんな疑問を抱いだくラウルだったが、それを口に出す前に、副店長の手元を食い入るように見ていたフィノがラウルの袖そでをくいくいと引っぱってきた。

「なんなんだっ!?　なあ、ラウルっ、これ、なんなんだっ!?」

「ん？　……ああ、《魔法領域》を《展開》してるんだ」

「《まほうりょういき》？」

　……ああ、そっか、魔人の国には無い技術なんだよな。困ったように頭を搔かきながら、ラウルはなんとか解説を試みる。

「アイテムに魔法構文を書き込むためのスペースっていうか……副店長はさ、元ＭＥなんだよ」

「えむいい？」

「魔法構築士マジツクエンジニアの略。ええと……平たく言えば、うちのお店で扱あつかってるようなマジックアイテムに魔法を付加する職業のこと」

「きつい、帰れない、給料安い……ま、いわゆる３Ｋってやつの代名詞みたいな職業だ……」

　ラウルの言葉を継ぐようにして、副店長が自じ嘲ちよう混じりに呟いた。

「……魔法技術の発達で、ちょっと前までマジックアイテム業界はすっげえバブルだったんだよ。大手からワケの分からない怪あやしいメーカーまで参入してきて、過当競争で単価が下落してさ……利益を確保するためには生産個数上げる必要があって、そのため大量のＭＥが必要で……職と豊かな生活を求めてのこのこ王都に出てきたおれみたいな希望あふれる若者が、主としてその犠ぎ牲せいになったわけ……」

　マジックドライヤーの魔法領域に手を突つっ込んで魔法構文を直しながら、どこか遠い目をする副店長。

「魔法構築ってな、基本的に下した請うけの仕事なんけど、実際に作業するのはそのさらに下請けだったりしてさ、必然的に納期はタイトになるし、給料もピンハネされる仕組みなわけよ。で、おれたちＭＥは魔法領域が見えやすい暗い部屋に押し込められて、黙もく々もくと魔法構築してくんだ。……断言してもいいけど、ありゃあ人間の仕事じゃねえわ、マジで」

　……呟きながら、みるみるうちに降下していく副店長のテンション。

「マジックヴィジョンみたいな大物だと数人がかりでさ、もし一カ所でもエラー出しちまったらその日はもう帰れねえ。仕様書と首っ引きで構文総チェックして、一からやり直しなんてのもしばしばで……」

「うわあ…………」

「そんなデスマーチが恒こう常じよう化してさ、一週間ぐらいぶっつづけで拘こう束そくされて、もうひとつの世界の自分と会話できるようになった時点でおれ、身の危険感じて辞めたんだわ……。同郷のセアラちゃ……店長に拾ってもらわなかったらおれ、いまごろ第六のチャクラに目覚めて悟さとりとか開いてたんじゃないかと思うね……」

「……何度聞いても、副店長の話は心臓に悪いですね……」

　まったく、今日びどこの業界も大変なんだなあと、ラウルは暗あん澹たんたる気分になってしまう。やっぱ、なるなら勇者だよな。カッコいいし、景気に左右されないし、福利厚こう生せいもしっかりしてるし……って！

　心の中でくすぶり始めた未練を振り払はらうように、ラウルはあわてて頭を振った。ったく、いつまで引きずってんだよ俺っ！　いいかラウル、勇者なんてものは存在しないんだ。俺が目指した勇者はもう……はああああ。

「……まあ、この会社も給料安いし、人少ないから負担ヤバいし、休み明けなんかゆううつすぎて死にたくなるけどさ。でも、毎日新しん鮮せんだし、職場の雰ふん囲い気きも悪くないし、おれには割と向いてるかなって思ってるよ……っと」

　言いながら、不意に副店長が手を止めた。ぱちんと指をひねるようにして魔法領域を消すと、まだ物もの珍めずらしげな顔をしているフィノに向かってすっと、処置の終わったマジックドライヤーを差し出してくる。

「……ほれ、完かん了りよう。お嬢じようちゃん、スイッチ入れてみ？」

「えっ、あ、ああ……」

　つい反射的に受け取って。フィノは手て渡わたされたマジックドライヤーをこわごわと眺ながめていたが、やがて、思い切ったようにスイッチを入れてみる。

　そのとたん。

　ふるえるような音と共に筒つつの先せん端たんから吹ふき出してきた温風に、フィノがばっと副店長を見上げた。

「動いたっ！　すごい、直ってる！」

「簡易的だけど、今度はちゃんとマジックブレーカーも入れといたから大だい丈じよう夫ぶ。……フィノ君。君ね、今後お店の商品扱う時は気をつけるんだよ？」

「ああ！」

　瞳ひとみをきらきらさせながら、副店長に尊敬のまなざしを向けるフィノ。

「副店長すごい！　副店長ってほんとすごいんだな！　さすが副店長なだけはあるっ！」

「あ……いや、それほどでも。……元ＭＥならこれくらい普ふ通つうだよ、うん」

　思いのほか褒ほめられて嬉うれしかったのか、はしゃぐフィノを満足げに見下ろしつつ、副店長がだらしなく鼻の下を伸のばす。

「なんつーか……フィノ君って怖こわそうな見た目のわりにいい子だなあ……おれ、気に入っちゃったかも。引き継ぎノート読んだけど、まだレジと前出しくらいしかやったことないんだっけ？」

「うん！」

「へえ……じゃあ、次はそろそろ、商品の案内でも……」

「って、ふ、副店長っ！」

　長身を折るようにしてまじまじとフィノの顔を覗のぞき込む副店長に向け、ラウルがあわてて声をあげた。

「無理ですよっ！　こいつまだ三日目ですよっ！　敬語もロクに喋しやべれないうえに商品知識も皆かい無むだし、まだ当分は商品並べさせとくのが無難っ……」

「……ふう。いいかいラウル君、そんな過保護じゃ、いつまで経たっても成長なんて望めないぞう？　やる気に満ちあふれた初々しい新人たちを出合い頭がしらに容よう赦しやなく千せん尋じんの谷に叩たたき落としてくのが、うちの会社のモットーだろ？」

「だから離り職しよく率高いんですよっ！　……って」

　思いっきりツッコミを入れたあと、ふと、ラウルは重大なことを思い出した。

「……ん、どした？」

　怪け訝げんそうな表情を返す副店長の前で、冷や汗あせと共に、ラウルが自分の腕うでにはまった安物の腕時計を指し示す。

「……開店時間、大おお幅はばに過ぎてます」

　その瞬しゆん間かん。

　目にもとまらぬ早さで、副店長が店てん舗ぽ入り口の扉とびらへ向かって駆かけだしていった。







「あのぉ、すみませぇん」

「あ、はい！」

　フィノにレジカウンタを任せて副店長と展示台を動かしていたラウルは、少し離はなれた売り場で手をあげる女性客の姿を認めて反射的に声をあげた。

　だが、そのまま駆け出そうとするラウルをすかさず制する副店長。疑ぎ問もん符ふを浮うかべるラウルの前でマジックインカムを入れると、副店長がもったいぶった口調で声を飛ばした。

「フィノ君、フィノ君。……あいてるー？」

『ああ』

　レジカウンタの中でぴょこんと顔を上げたフィノを見てにやりと笑うと、副店長が即そく座ざに指示を放つ。

「あー……、マジックオーディオ売り場で若いお嬢さんが呼んでるから、ちょっと行ってお話を聞いてきなさい」

「なっ……」

『……了りよう解かいっ！』

　次の瞬間。任せろと言わんばかりに頷うなずいたフィノが即座にレジカウンタを抜ぬけだし、お客さんの方に走っていくのが見えて。ラウルは思わず目の前の副店長にむけて抗こう議ぎの声をあげた。

「ふ、副店長っ！」

「大丈夫、だいじょーぶ。なんとかなるって」

「いや……でもっ……やっぱ駄だ目めですよ！　俺、ちょっと見て来ます！」

「んー、心配性しようだなあ、ラウル君は」なんてのんきに呟く副店長をその場に残し、ラウルはすぐさまフィノを追う。

　売り場を直すふりをしてさりげなく近づくと、ラウルはマジックオーディオコーナーのお客さんとフィノの様子をそっと窺うかがった。

　ふわふわしたワンピースの上に丈たけの長い浅あさ黄ぎ色のカーディガンを羽織った女性客の隣となりにちょこんと並んだ、制服姿のフィノ。

　こうして見ると、レオンの制服はフィノにとても似合っていた。髪かみ型がたこそは残念だけど、小こ柄がらな身体からだと華きや奢しやな手足の割に、制服に押さえ込まれた胸はちょっぴり窮きゆう屈くつそうで、ウェストから腰こしにかけての絶ぜつ妙みようなラインと、ミニスカートからちらりと覗く太ふと腿ももがその、なかなか……じゃねえよ、俺っ！

　思わず胸むな元もとに吸い寄せられそうになる視線を理性で抑おさえつけ、ラウルは何気なさを装いつつ、監かん視しを続ける。

　やがて、女性客が目の前のガラスケースを差しながら、鼻に掛かかったような声こわ音ねでフィノに訊たずねた。

「ええとぉ、これってェ、他にどんな色とかがあるんですかぁ？」

「了解！　ちょっと待ってて」

　さすが店のバックヤードに住み着いてるだけあって、商品在庫の位置は完かん璧ぺきに把は握あくしている。きびすを返して走り去ったかと思うと、すぐさまいくつもの箱を抱かかえて戻もどってくるフィノ。

「ええと……お客さんなら、この色が似合うと思うぜ？」

　そう言いながらフィノが取り出したプレーヤーに、女性客が歓かん声せいをあげた。

「わぁ、このピンク色のヤツ、超ちようカワイイ！」

「な、だろっ！」

　上々の反応に、フィノが得意満面で頷いてみせる。

「まるで、いま取り出したばかりの脳のう漿しようみたいな新鮮な色でさ！　あ、でも、こっちの方の、まだ幼い子どもの肝かん臓ぞうみたいな色もオススメなんだ！」




　……その、瞬間。

　フィノが応対していたお客さんは、さっとその場に商品を置くと。

　引きつったような微笑ほほえみを浮かべたまま、一目散にその場から逃にげ出していった。

「あれ？」

　物もの凄すごい勢いで店を飛び出していくお客さんの背中を見つめながら、ひとり残されたフィノが首を傾かしげる。

「なんか、急用でもあったのかな」

「ちげえよっっっ!!」

　つい棚たなの蔭かげから飛び出してツッコミを入れるラウル。小箱を抱えたまま不思議そうに首を捻ひねっていたフィノが、ラウルに気づいて顔を上げた。

「あ、ラウル。なあ、やっぱ、こっちの色の方が良かったかな？　ほら、この胆たん囊のうみたいな色のやつ」

「いや、胆囊が緑色だなんて俺いまはじめて知ったよ！　ていうかどうしていちいち臓器でたとえるんだよっ！」

「え、だって、割と日常的に目にする部分だし」

「お前らいったいどんだけ猟りよう奇き的な日常送ってんだよおおおおっっっ!?」

　……副店長、と思わずうめくラウル。やっぱこいつに接客は早すぎます。

「あの、ちょっと、すみません……」

　と。

　不意に声を掛けられて。フィノの言動に頭を抱えていたラウルがびくりと反応した。

　振ふり返ると、そこには小柄な老婦人がなにか大きな包みを抱え、すっかり困り切ったような表情でラウルを見上げていた。

「先日購こう入にゆうしたこれなんですけど、ちょっと見て頂きたいんですが……」

「あ、はい！　あちらでお伺うかがいしますね。あ、こちら、お持ちしますよっ」

　販はん売ばいしたアイテムのアフターサポートもお店の大事な業務のひとつ。ひと抱えもある包みを受け取ると、ラウルは老婦人を案内する。

　レジカウンタの端はしにある、きれいに片付けられたサポートカウンタの上でラウルが包みを解くと、金属で覆おおわれた細長い装置が姿を現した。表面はつややかで傷ひとつなく、まだ新しい。

「……ラウル、これ、なに？」

　いつの間にかマジックプレーヤーの箱を片付けてサポートカウンタへと駆けつけてきたフィノの問いに、ラウルが小声で答える。

「ＭＶＤの再生器だよ。しかも、マジックヴィジョン一体型モデル。割と高いやつ。っと、……お客様、どういった内容ですか」

　よそ行きの声こわ色いろでラウルが訊ねると、老婦人は腕に提さげていた袋ふくろから手のひら大の黒い板を取り出した。ＭＶＤと呼ばれる、音声や動画を保存するための小型ディスクだ。

「孫から送られてきた、この、えむ……なんとかを、観みようと思ったんですけど……」

　ディスクの表のラベルに書いてある、「おばあちゃんへ」というつたない手書き文字をちらりと眺ながめながら、ラウルはとりあえず提案してみる。

「まず、一度、試ためしてみましょうか」

　頷く老婦人の前でディスクをセットすると、ラウルは再生器のスイッチを入れてみた。軽い起動音と共に、再生器本体の上に濃こい光の壁かべが現れる。魔ま力りよくでできた実態のないディスプレイ。その中央に、メーカーのロゴがくっきりと浮かびあがって。だが。

　……それきり。いくら待っても、映像は動かなかった。

「他のだったら再生できるんですよ。なのに、孫から送られてきたこれだけ、再生できなくて……」

「うーん……」

　いったんスイッチを切り、取りだしたディスクを眺めながら、ラウルは思わず首をひねってしまう。

「もしかして、このディスクが壊こわれてるってことはありませんか？」

「いえ、再生できるのを確かく認にんしてから送ったって書いてありましたから、それはないと……」

「そうですか……うーん……」

　だとすれば、考えられる可能性は……ラウルが思わずうめいた、その時だった。

「ども、いらっしゃいませ、素す敵てきなマダム。……なにかお困りですか？」

「あ、副店長！」

　サポートカウンターで苦戦しているラウルの姿に気付いたのか。にこにこと調子の良い笑えみを浮かべつつ老婦人に会え釈しやくする副店長の姿に、ラウルはほっと胸をなで下ろす。こういうマジックアイテムの不具合検証はアイテムの魔法領域を展開してチェックできる元ＭＥ、副店長の得意分野だ。

「副店長、このプレーヤー、お客様が先日購入されたそうなんですが、こちらのディスクが再生できないんです。他のディスクは平気だそうなんで、このディスクに問題があるんじゃないかと思うんですけど……」

「ほほう。……どーれ、ちょっと見せてみ？」

　ラウルがディスクを渡わたすと、副店長は即座に魔法領域を展開した。顎あごに指を当てながら、光の中の魔法構文をざっと追う。

「保存形式……再生コード……うーん、このディスクには特に問題ないみたいですねえ。ちゃんと記録されてますよ。エラーも無いし。どれ」

　言いながら、手にしたディスクを無造作にプレーヤーに突つっ込む副店長。だが、やはりディスプレイにはなんの変化も現れない。

「あー、こりゃ、本体との相あい性しようの問題ですかね……」

　ややあって。表情を曇くもらせる老婦人の前で、副店長が口を開いた。

「いや、たまーにあるんですよ、こーいうの。故障ってワケじゃないんですけど、その、ほら、魔法構文ってデリケートでしょう？　互たがいに干かん渉しようしあうことがあるんですよね。こればかりは、しょうがないといいますか……」

「……そんな、なんとか、なりませんか？」

　しょんぼりと肩かたを落とす老婦人に、副店長がすまなそうな顔を向ける。

「……いえ、その、本当に申し訳ありません……。交こう換かんしようにも、ＭＶＤが再生できるアイテムの在庫、いま無いんですよねえ……まだ新しい規格なものでして。本当に申し訳ないんですけど、ご返金対応しか……」

「なあ」

　そんな副店長の言葉を遮さえぎるように、とうとつに響ひびく声。

　ラウルと、老婦人と、副店長と、同時に注がれる三対の目。一同の視線が集まる中、ディスプレイを指しながら、フィノがおもむろに口を開いた。

「これって、もしかして再生されてるんじゃないか？」

「っ!?」

　その言葉に、フィノ以外の人間が揃そろって息を飲む。

　フィノが示す、その先で。先ほどまでなんの変化もなかったディスプレイが、いつの間にか動きを見せていた。

　画面がにわかに明るさを増したかと思うと、次の瞬しゆん間かん、画面の中央にはまだ十にもならないような少女が大写しになる。くりくりとした瞳ひとみの可愛かわいいらしい少女は満面の笑みを浮うかべると、光のディスプレイの中からこちらに向けて元気よく両手を伸のばしてきた。




『おばあちゃん、おたんじょうび、おめでとうっっっ！』




「……フィノ！」

　しばし呆ぼう然ぜんとした後、我に返ったようにフィノへと詰つめよるラウル。

「お前、どうやってっ……」

「ラベルを下にして入れ直してみたんだ」

　そんなラウルの問いに、フィノがあっけらかんと答えた。

「ほら、なんかさ、そのえむぶいでーとかいう黒い箱、表も裏も似たような形してたし、たぶん、裏返しても入るんじゃないかと思って」

　その言葉に、ラウルは思わずぽかんと口を開けてしまう。

　──盲もう点てんだった。

　ＭＶＤはラベルを上にして入れるのが当たり前だけど、このディスクを作った人物はそれを知らなかったか、それとも、うっかりラベルを貼はり間ま違ちがえてしまったのだろう。

　それは、ほんとにひどく単純な話で、分かってしまえばなんてこともなかったけど。しかし、先入観ゆえにディスクの向きになんの疑いも抱いだいていなかったラウルには、果たして気づくことができただろうか。

「はは、ははは……」

　……そして、ラウルと同じくラベルを上にして挿そう入にゆうし、自信たっぷりに相性の問題だとか言ってしまった気まずそうな副店長も。

　可愛い孫の姿がいっぱいに映るディスプレイを見つめ、老婦人はすっかり言葉を失っていたようだが。やがてフィノに向き直ると、少し乱暴な口調のその少女に向かって、深々と頭を下げた。

「若い店員さん、本当に、助かりました……ありがとう……」

「っ……」

　感謝を込こめた口調と、顔を上げた老婦人の嬉うれしそうな笑顔。

　そのとたん、なぜかすっかり固まってしまったフィノのかたわらで、副店長が失敗を全力で誤ご魔ま化かすように、にこにこと愛あい想そ良く笑ってみせる。

「い、いえいえ、とんでもありませんよ素敵なマダムっ。今後ともぜひ当店をよろしくお願いしますね。……あ、こちら、外までお持ちいたします」

　スイッチを切ったプレーヤーを手早く布でくるむと、副店長はそれを持ち上げた。老婦人は上品な微笑ほほえみと共にもう一度フィノに向かって頭を下げ、プレーヤーを抱かかえた副店長を伴ともなってゆっくりと去っていく。

「ラウル……」

　そんな、老婦人の小さな背中を見つめながら。

　やがて、ぽつりとフィノが呟つぶやいた。

「オレ様、いま、ありがとうって言われた……」




　次の、瞬間。




　フィノはぱっと顔を上げると、ラウルの腕うでをぎゅうっと掴つかむなり、興奮したように声をうわずらせた。
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「なあっ、ラウルも見てたろっ!?　お客さんがオレ様にありがとうって言った！　ありがとうって言われた！　喜んでもらえたっ！　……っ、ど、どうしよっ、なんか、すっごく胸がどきどきしてるっ……」

「お、おいっ!!」

　ラウルを振ふりまわすような勢いで引っぱりながら、頬ほおを紅潮させて言い募つのるフィノ。その度を超こしたはしゃぎっぷりにあきれつつも、ラウルはふと、思い出してしまう。……そういえば、自分も初めてお客さんにお礼言われた時は、すごく嬉しかったっけ。

　もちろん、それがどんなことだったかなんてもう覚えてないし、当然、こいつみたいに騒さわいだりはしなかったけど……でも。

　──どうしてだろう。

　ラウルは胸の奥にあたたかくて、なんだかくすぐったいものを感じた。

「……その……良かったな」

　ラウルがぽんと肩に手を置いてやると。魔人の少女は蒼あおい瞳を細めてラウルを見上げながら、満面の笑みで「うんっ」と頷うなずいた。




　　　　＊　＊　＊




「店長、締しめのチェック終わりましたー。レジ金も差さ違いなしでーす」

「ご苦労さま、ラウルくん。……今日はなにか変わったこと、あった？」

「いえ……」

　人が五人も集まればそれだけでいっぱいになってしまうような店長室。事務机に向かったままで書類を受け取る店長の問いに、ラウルは思わず遠い目をしてしまう。

「フィノがいなかったお陰かげで、今日は久々にマトモに仕事ができましたよ……。販はん促そく品出せたし、カタログ手配できたし、たまってた書類も片付いたし。ったく、あいつがいると余計なトラブルばっかで。昨日なんてあいつ、よりによって聖水売り場に血文字でＰＯＰ書きやがって……」

「……でも、フィノちゃんがいなくなると、これから寂さびしくなるわね」

「……そうですか？　俺なんてほんと、あいつのいない一日がこんなにも穏おだやかで平和だったなんてこと、すっかり忘れてたくらいで……えっ？」

　ふと、店長の声こわ音ねの硬かたさに気付いて。思わず目を丸くするラウルの前で、店長は栗くり色いろの髪かみを揺ゆらし、名残なごり惜おしそうに首を振った。

「けっきょく、フィノちゃんがここにいたのって、たったの数日だったのね……フィノちゃんの今後を考えれば仕方のないことだけど、でも、せっかくここにも慣れたと思ったのに……本当に、残念だわ……」

　……そっと伏ふせられた瞳。美少女店長の悲しげな口調と、表情。

　それが表す意味を察した瞬間、ラウルの心臓が思いっきり跳はね上がった。

「ちょ、えっ、どうしてですかっ!?　あいつ、いつだってすげえ楽しそうに仕事してたのにっ！　こないだだって、お客さんにちょっとお礼言われただけでめちゃめちゃ嬉しそうにはしゃいでてっ……真ま面じ目めでっ、やる気あって、俺なんかもう恥はずかしくなるくらい一生懸けん命めい頑がん張ばっててっ……！」

　確かにこの店、ほんと呪のろわれてるんじゃないかってくらいバイトが居着かないけど、あいつ昨日だってぜんぜんそんなそぶり見せなくって、いつもどおり張り切って仕事してて……俺なんにも聞いてないのに、どうしてっ……。

「それなのにあいつっ、どうして急に辞やめるだなんてっ……！」

「え…………フィノちゃん、辞めるの？」

「……初耳だわ」なんて呟く店長の声に、きょとんとして。

　……不思議そうな顔をする店長としばらく見つめ合ったあと、やがておずおずと、ラウルが口を開いた。

「ええと……だって、フィノがいなくなるって、いま、店長が……」

「ええ」

　あっさり頷いて、店長がゆううつそうなため息と共に補足する。

「フィノちゃんね、今日、お引ひっ越こしだったの。やっとアパートが手配できたから。……ほら、さすがにいつまでもお店のバックヤードに住ませとくわけにもいかないでしょう？」

「で、でも、これから寂しくなるってっ……」

「それは、いつも朝、わたしが出勤するなりバックヤードで出で迎むかえてくれるフィノちゃんの元気なあいさつが聞けなくなると寂しくなるな、って……」

「…………」

「どうしたの、ラウルくん？」

「……いえ、別に」

　くそうっ……。勘かん違ちがいですっかり動どう揺ようしてしまったのが恥ずかしくて、つい半眼になってしまうラウル。

　……でも、よかった。あいつ、辞めたんじゃなかったんだ。これからも、うちの店で一いつ緒しよに……って。ふと自分の思考に気付き、ラウルは当とう惑わくしてしまう。どうして俺、ちょっと安心してるんだよっ!?

「それにしても……いろいろ言うわりに、ラウルくんもフィノちゃんのいいとこ、ちゃんと認めてあげてるのね」

「ち、ちがっ、そんなんじゃっ！　俺はべつにっ、そのっ……!!」

「ふふっ」

　図星を指さされてめちゃめちゃうろたえるラウルを、なんだか微笑ましげに見やって。店長は不意に、机のかたわらに置かれていた紙かみ袋ぶくろを取りあげた。

「じゃあ、はい、これ」

　無防備な両手にとつぜん押しつけられた、ずしりと重みのある紙袋。

　つい反射的に受け取ってから、ラウルは戸と惑まどったように店長を見返した。

「……な、なんですか、これっ？」

「フィノちゃんのお引っ越しのお祝い。せっかくだから、ラウルくんに渡わたしてきてもらおうと思って」

「え……いや……ていうか……どうして俺に？　俺、フィノの引っ越し先なんて知らな……」

「大だい丈じよう夫ぶ。フィノちゃんの部屋、ラウルくんのお隣となりだもの」

「へっ……？」




　──気のせいだろうか。いま、店長が、とんでもないことを口にしたような気がして。……っていうか。




「っていやいやいやいやちょっと待って下さい店長っ!!!!!?」

　あわてふためくラウルの前で、不思議そうに首を傾かしげる店長。

「……どうしたの、ラウルく……」

「どうしたの、じゃありませんよっ！　な、なんであいつが俺の隣の部屋に引っ越して来るんですかあああっ!?」

「え、だって、ラウルくんのアパート、会社規定内の家賃だし、お部屋も空いてたし、それに、ラウルくんのお隣なら安心だと思って。ほら、いくらなんでも、未成年の女の子をたったひとりで住ませるワケにはいかな……」

「食器用洗せん剤ざいで頭洗うようなヤツ女の子としてカウントできませんっ！　っていうかえっ、冗じよう談だんとかじゃなく、マジでっ!?」

　こくりと頷く店長に、ラウルは思わず戦せん慄りつした。

　そんなっ、あの常識知らずがお隣さんってことは、これからは仕事上だけじゃなく、プライベートでもあいつに振り回される可能性があるってことでっ……って、俺の平へい穏おんな日常っ、いったいどうなっちまうんだよっ!?

「ラウルくん」

　ぽん、と、とつぜん肩かたに手を置かれて。ラウルがぱっと顔を上げると。

「今日は特に残ってやるお仕事もないから、早めに帰ってフィノちゃんを手伝ってあげてね？」

　──やわらかな声音と、人を魅み了りようせずにはいられない、とびきり可愛かわいらしい店長の表情。

　そんな風に頼たのまれて、断れるはずもなく。

　……ラウルはただ、首を縦に振るしかできなかった。







「ラウルっっっ！」

　扉とびらを開けてラウルの姿を認めるなり、銀色の髪を揺らしながら嬉うれしそうにフィノが笑った。

「こんばんはっ！　なあ、なんかオレ様、お前の隣の部屋なんだってな！　よろしくな、ラウルっ！」

　ほんの数日前に出会った時とはまったく違う、すっかり毒気の抜ぬけた表情。自分に向けられたその笑顔からなんとなく目を逸そらし、ラウルは少しだけぶっきらぼうな口調で言い放つ。

「……俺、店長にお前の引っ越しの手伝い、頼まれて来たんだけど」

「手伝い？」

　一いつ瞬しゆん、きょとんとして。すぐに、フィノはふふんと鼻をならした。

「手伝いもなにも、ただ部屋の中に入っただけだからなんにもしてないぞ！　なんたって、オレ様に荷物など無いからな！」

「……だろうな」

　嘆たん息そくしつつ、ラウルは改めて、自じ慢まんげに胸を張る魔ま人じんを見下ろしてみる。

　ひどく印象的な蒼い瞳ひとみと、愛らしい輪りん郭かく。パーカーの厚い布地越ごしにもおぼろに分かる、どきりとするくらい魅み力りよく的な身体からだのライン……。

「ま、せっかくだから上がってく？　ほんと、マジでなんにもないけど」

「あ、いや、いいっ！」

　まじまじと見入っていた自分に気づき、ラウルはあわてて頭かぶりを振った。

　しばしの沈ちん黙もく。……ややあって。

　ラウルはふうっと息を吐はくと、思い切ったように、手にしていたそれをぐいっとフィノへ突つきつけた。

「……これ、やるよ」

「なんだ、これ？」

　とつぜん手渡されたアイテムを不思議そうに見やるフィノに、ラウルがぞんざいな口調で答える。

「……その……携けい帯たいマジックライトだよ。俺が発注したんだけど、思ったより売れなくてさ。……すげえ在庫余ってるから、お前に一個やるよ。ええと……防犯ブザー機能とかついてるから」

「ぞうさんブザー？」

　きょとんとした表情で、フィノ。

「なんだか知らないが、ずいぶんとメルヘンな響ひびきのアイテムだな。ていうか、オレ様はライオンさんブザーの方がいいな。そっちの方が強そうだし」

「お前は幼よう稚ち園えん児じかっっっ！」

　いつものように全力でツッコミを入れ。……やがてラウルは目を逸らしたまま、最大限の素っ気なさを装って言葉を紡つむいだ。

「……ほら、うちの店、けっこう帰り遅おそくなることあるだろ？　なにか危険なことがあったら、ここのボタン押すんだ。そうすれば、誰だれかが聞きつけて助けに来てくれるから」

「危険な……こと……」

　フィノはなぜか、少しだけ考え込んだ様子だったけれど。

　やがて、ラウルに手渡されたパステルピンクのマジックライトをぎゅっと握にぎりしめるなり、嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「よし、分かったぞ。お前からの貢みつぎ物、もらっておこう。……ありがと、ラウル！」

　細められた蒼あおい瞳と、そっとほころぶ桜色の唇くちびる。

　横おう柄へいな言葉とは裏腹な無む邪じや気きな笑え顔がお。一瞬それに見とれたラウルはふっと我に返ると、あわてたように声をあげた。

「あ、あとこれ！　店長からの引っ越し祝い！　シャンプーとリンスだっていうから今日からこれで頭洗えよ！　もう洗剤とか使うんじゃないぞ！」

「あ、ラウルっ」

「おやすみ！　じゃ、また明日あしたな！」

　なにか言いたげなフィノの手に店長から託たくされた紙袋を無理やり押しつけ、逃にげるようにきびすを返して。

　自室の扉の裏に勢いよく潜もぐり込むと、ラウルはぶんぶん頭を振ふった。

　だ、騙だまされるな、ラウル！　……騙されるんじゃねえ、俺っ！








　第三章「本部社員が持ってくる怪あやしい商品には気をつけるべき」







「いらっしゃいま……」

　レジカウンタの中で入荷商品の伝票をチェックしていたラウルは、扉が開く気配に反応して即そく座ざに顔を上げた。だが、入ってきた人物の姿を見るなり、すっかり凍こおりついてしまう。

「……お客さんに対してその顔はないんじゃない？　ラウル・チェイサー」

　まぶしいくらいに白いキャミソール。カウンタに歩みよるなりとがめるように言い放ったのは、絹糸の様な金きん髪ぱつをなびかせる凜りんとした美少女だった。

「……なにしに来たんだよ」

　──アイリ・オルティネートこと《オールＡのアイリ》。かつてラウルが勇者予備校で首席を争っていた少女。

　……ちょうど一週間前、たまたまマジカセテープを買いに来た彼女が勝手にラウルに失望し、言いたいことを言いたいだけ言って立ち去っていったあの事件は、ラウルの中で地味に後を引いていた。

「……元ライバルがレジ打つとこ、見学しに来たのかよ」

　自然、とがった口調になるラウルに、アイリがふっと肩をすくめる。

「とんでもないわ。ただの買い物よ、買い物。……まあ、こうやってお客さんとしてあなたの優位に立つのも、悪い気分じゃないけれど」

「……ていうかさ」

　レジカウンタの前で得意げに目をすがめるアイリに、ラウルはふと、こないだから気になってたことを聞いてみた。

「そういうお前こそ、いま、なにやってんだ？」

「えっ」

「お前も勇者目指してたんだろ？　いったいどこに就職したんだよ？」

「あ、ええとっ……」

　不意を突かれたように息を飲み、ややあって、深い色をした瞳をすっと逸らす少女。

「……け、警備会社よ」

「警備会社!?　まままマジでっっっ!?」

　思わずラウルがオウム返しすると、アイリがおずおずと頷うなずいた。

「え、ええ……ほら、ただでさえ王都への一極集中が社会問題になってるところにこの不ふ況きようで犯罪とか増えてるでしょう？　おかげで毎日、大おお忙いそがしよ。でも、やり甲が斐いはあるし、お給料や保険の待たい遇ぐうも良いから満足してるけど……まあ、民間の勇者みたいな感じかしらね」

「うわ……いいなっ……」

　うらやましさのあまり、ラウルはついレジカウンタから大きく身を乗り出してしまう。警備会社なら、勇者になるために身につけたスキルを活いかすことができる。少なくとも、マジックショップの店員よりは、ずっと。……もっとも、ラウルが就活を始めた時には既すでにその辺の求人枠わくは元勇者で埋うまっていて、予備校卒の出る幕なんてかけらもなかったわけだけど。

「さすが『オールＡ』……！　この就職氷河期すら乗り越こえるなんてマジ尊敬するわっ！」

「そっ、それほどでもないけどっ…………でも、もっと頑がん張ばらなきゃ」

　ラウルが向ける羨せん望ぼうのまなざしに、しかし、ふと真顔になったアイリは瞳に物もの憂うげな色を浮うかべつつ、金の髪かみをさらりとかきあげる。

「──勇者制度がなくなったいま、国の援えん助じよは望めないし、私には魔人を倒たおすためのお金も時間も圧あつ倒とう的に足りないの。……あいつらは、まだ全ぜん滅めつしたわけじゃない。一刻も早く倒さないといけないのに……」

「へっ……」

　どこか思いつめたようなその言葉に、ラウルが怪け訝げんそうな声をあげた。

「どうして魔ま人じん倒す必要があるんだよ？　もうあいつら倒したって誰も褒ほめてくれないし、１ゴールドの補助金も出ないんだぞ？　それに……」

　いざ話してみれば、意外に真ま面じ目めないいヤツらかも知れないぜ？　……ま、確かにちょっぴり猟りよう奇き的で、世間知らずかもしれないけど。

　──そう。ラウルが言おうとした、その瞬しゆん間かん。

　突とつ如じよとしてレジカウンタに響き渡わたった衝しよう撃げきをともなうその音に、ラウルの心臓がぎゅううっとすくみあがった。

「っっっ!!!!!?」

「あなたはっ……！」

　怒いかりにふるえる拳こぶしをレジカウンタに振り下ろしたままの格好で、アイリがきっとラウルを強く睨にらみつける。

「あなたは魔人がどんなに凶きよう悪あくな生き物か知らないのっ!?　残ざん忍にんで卑ひ劣れつな魔人たちが、これまでいったい人間になにをしてきたかっ……!?」

「え……と……」

「……私は」

　そのものすごい剣けん幕まくにビビりまくるラウルの前で、アイリは燃えるような瞳ひとみを静かに伏ふせた。ややあって、重々しく口を開く。

「私は魔人を許さない。絶対に。一いつ匹ぴきだって残さず絶ぜつ滅めつさせてやるわ。魔人は私の……いえ、人類の敵なのよ」

　その気き迫はくにこめられた、悲ひ愴そうなまでに固い少女の決意。

　──そういえばこいつ、確か、魔人に家族を……。

　予備校時代にちらりと聞いたウワサをいまさら思い出し、ラウルはぞくりと背筋を震ふるわせた。

　こいつ、本気だ……確かに予備校ん時からなんかひとりだけ決意が違ちがうっていうか、ぶっちゃけ周囲から浮いてる感じだったけど、マジで魔人を滅ほろぼすつもりだ。もしもうちの店が魔人雇やとってるなんてことがバレたら、ただじゃすまないに違いない……っていうか。

　その事実に気づき、ラウルは戦せん慄りつした。フィノは単なる魔人じゃない。こいつが憎にくむ魔人たちの黒幕、諸悪の根源たる魔王の血を引く存在なんだ。

「ラウルーっ、この商品ってどこに出せばいいんだー？」

　そんな、絶望的に気まずいシチュエーションに。

　……絶望的なタイミングで戻もどってくる、ひとつの影かげがあった。







「ん、なんだ、貴様は？」

　マジックリボン入りの箱を胸にしっかりと抱かかえたまま。

　空気を読まない登場に定評がある銀髪魔人はカウンタを挟はさんで対たい峙じするふたりを眺ながめていたが、やがてはっと顔を強張らせ、警けい戒かいしたようにずずっと後ずさる。

「……商品持ってない……なんかすごく怒おこってるっぽい……そしてラウルがいつにも増して悲ひ惨さんな顔してる……さては貴様っ、クレーマーだなっ!?」

「へっ!?　クレーマー……私が？」

「とぼけるな！　レジマニュアルで読んだぞ！　クレーマーっていうのはすごく怖こわいんだぞ！　なんでも、対処を間違えればお店だけではなく、会社さえも潰つぶしてしまうほどの存在らしいな……っ！」

「あ、いや、フィノ、この人は違っ……」

　あわててラウルが否定するものの、しかしフィノは人の話などまるきり聞いていなかった。邪じや悪あくな笑みを浮かべて腕うでを組み、鷹おう揚ように笑ってみせる。

「くっくっくっ、クレーマーか……まさか、こんなにも早く遭そう遇ぐうすることになろうとは……しかし、どうやらウワサほどではないらしい。貴様程度、魔王の血を引くこのオレ様ひとりで十分おいこらなにする放はなせラウルっ！」

「あああああこの人は俺の知り合いっ！　知り合いでお客さんっ！　クレーマーじゃねえ！　だから落ち着けっ！」

「知り合い……」

　ラウルに襟えり首くびを掴つかまれてじたばたしていたフィノは、やがて「なあんだ」と小さく洩もらすと、レジカウンタの前で目を白黒させているアイリに向かっておもむろに手を差し出した。

「勘かん違ちがいしてすまなかったな、ラウルの知り合いのお客さん！　オレ様はフィノ・ブラッドストーン。よろしくな、人間っ！」

「にん……げん？」

「あ、いや、そのっ！　これはつまりっ……こいつの地元の方言なんだよ！　ほら、『よう、兄弟！』みたいな挨あい拶さつあるだろ？　あれと同じっ！」

　すっかりテンパったラウルの解説に、感心したように頷くアイリ。

「へえ……めずらしい風習。私はアイリ・オルティネート。フィノさん、あなた、どの辺りの生まれなの？」

「アイリか、いい名だな！　オレ様の生まれはまか……むぐっ、むぐぐっ」

「ま、マカイ村だっけ!?　確か北の方の辺境の村だったよなっ!!」

「ていうかこの子、なんかさっき魔王の血がどうのこうのって……」

「そ、それはっ……こいつちょっと痛い子っていうか、思春期にありがちな精神状態っていうか、つまりそういうお年とし頃ごろなんだよ察して下さいっ!!」

「っ、おいラウル、別にオレ様どこも痛くないぞ？　ところでふと思い出したんだけど、そろそろ祭りの季節だな！　ラウル知ってる？　魔界では邪神の祭さい壇だんに、生きたままの魔物の血を……」

「お前もうぜったいワザと言ってるだろおおおおおっっっ!!!!!!」

　……なんかもう、正直、半泣きです。

「あなた達……」

　少しだけ表情を強こわ張ばらせて。アイリがなにか言いかけたところで、しかし、ラウルとフィノが不意に顔を上げた。お店の入り口の扉とびらが開く気配を察したふたりは揃そろって息を吸い、お腹なかの底から声を響ひびかせる。




「「いらっしゃいませーっ！」」

「いらっ……」




　……何な故ぜだろう。

　アイリまでもがふたりとほぼ同時に顔を上げ、同時に息を吸い、同時に口を開いて。

　発声を終えたラウルとフィノが両側から怪訝そうに見やると、金きん髪ぱつの少女ははっと赤面し、次の瞬しゆん間かん、レジカウンタから乱暴に背を向けていた。

「し、商品見せてもらうからっ！」

　言い放つなり、ずんずんと店の奥へ向かっていくアイリ。そんな少女を見送りつつ、やがてふたりはどちらともなく顔を見合わせてしまう。

「……なんだ？」

「……変なやつ」

　そう呟つぶやきながら、たったいま新たに店に入ってきた男へと視線を移して。

　……そのとたん。またしても、ラウルは表情を凍こおらせた。







　少しのタイムラグののち、いつもの営業スマイルとはまたちょっと違ったニュアンスの愛あい想そ笑いを浮かべたラウルが、軽く会え釈しやくする。

「あ、どうもギルさん、お疲つかれ様でーす」

「お疲れ様でーす。店長います？」

　くすんだ金髪にフチの丸い眼鏡。ギルと呼ばれた二十代後半くらいの長身の男はおざなりな挨拶を返すと、大きな紙箱を抱えたまま、なにかを探すように店内を見渡した。

「あ、店長は今日はお休み頂いてますよ。副店長ならいま休きゆう憩けい中で席外してますけど、どうします？　呼んどきます？」

「なあんだ。じゃあいいです。副店長にはあとでよろしく言っといて下さい。まあ覚えてたらでいいですけど。いやむしろどうでもいいですけど」

「……なあ」

　くいくいと袖そでを引っぱられたラウルが顔を向けると、そこには不思議そうなフィノの顔。

「なんかまたラウルの表情がすぐれないけど……今度こそ、クレーマー？」

「……っ！」

　あわててフィノの耳元に口を寄せ、ラウルはひそひそと説明した。

「……この人はギルさんっ！　うちの会社の本部の人！」

「ほんぶ？」

「うちの店、チェーン店だから同じような店が他にいくつもあって……そういうのを統とう括かつする部署があるんだよ」

「ほほう、言わば本ほん拠きよ地ちか。つまり、本部とは魔王城みたいなものだな！」

「……え……まあ、だいたい合ってるけど」

「なるほど、理解した！」

　頷うなずくと、フィノは改めてギル氏に向き直った。腰こしに手を当て、自分より頭三つ分くらいは背の高いギル氏を睨ねめ上げるようにしてふんぞり返る。

「要するに、幹部直々前線へ視察に赴おもむいたというわけか！　遠路はるばる大たい儀ぎであった！　しかし目下の我々に手て土産みやげまで持ってくるとは出来た男だ！　驕おごらぬ態度、気に入ったぞ！　しかし中身はなんだろな超ちよう気になるっ！」

「……ラウルさん、この子は？」

　……箱を抱えたまま、真顔で問いかけるギル氏の声があまりに平へい坦たんすぎて、ラウルは思わずぎくりとした。

　レオスタッド商会本部店てん舗ぽ支し援えん課長ギル・ブランド。店舗支援課は基本的に雑用係みたいなものだが、その業務には店舗問題点の改善およびスタッフへの指導も含ふくまれている。……つまり、フィノのこうしたフリーダムな言動はたいへんまずいわけで、ヘタしたらフィノは即そく座ざにクビになり、管理責任を問われた店長まで処分されてもおかしくないレベル。

「あ、あのっ、こいつ新人バイトのフィノってんですけど、まだ研修中でいたらぬ点がっ……こ、こう見えて、レジだけは完かん璧ぺきなんですけどっ……！」

「…………」

　……しどろもどろでフォローするラウルの前で、ギル氏はすっかり黙だまりこんだまま、フィノをじっと見下ろしていたが。

　やがてラウルに視線を移すと、おもむろに口を開いた。

「かわいいじゃないですか……！」

「へっ？」

「ぶっちゃけ、超好みです。うわあ。セアラ店長みたいな正統派美少女もいいですけど、こういう気取らない感じの娘むすめもまた、どうして、なかなか」

「かわいい、って……」

　意外な反応に、ラウルは思わず魔ま人じんを見やった。ぽかんと口を開けてギル氏を見やるフィノは、相変わらずアホ面の……はずなのに。

　……さらりと頬ほおにこぼれた銀髪と、あどけない大きな蒼あおい瞳ひとみ。

　改めて眺めると、シャンプーの導入でぼさぼさ頭が改善されたフィノはいつの間にか、見違えるほどにまともな見た目になっていた。言動こそは相変わらずとても残念なものの、こうして女の子らしい制服に身を包んでいれば確かに、とんでもない美少女に見えなくも……。

「いえ、しかし。それはまあ、ともかくとして」

　その声に、はっと我に返るラウル。ギル氏は「よいしょ」と呟きながら抱えていた大きな箱をカウンタに置くと、再びフィノへと向き直った。

「ふむ……いくら新人で、バイトとはいえ、やはりあなたの言動は当社に相応ふさわしくありませんね。たとえかわいくても、それはそれ、これはこれ」

　眼鏡を押し上げ、相変わらず淡たん々たんとした口調で言い放つギル氏。

「……というわけで、さっそく個人面談しましょうか。顧こ客きやくサービスについて、わたくしがみっちり指導して差しあげます。密室で。ふたりっきりで。手取り足取り」

「え？　あ、ああっ……」

「……ギルさん、監かん査さ室長呼びますよ？」

「さてと、本題に入りましょうか」

　ラウルの言葉に、ギル氏は鮮あざやかに話題を替かえた。たったいまカウンタに置いたばかりの箱を示しながら、しれっと口を開く。

「これ、新商品の展示器持ってきたんで、売り場に出しといて下さい」

「……なんですか、これ？」

「魔法空気清せい浄じよう器です」

　まだ刺とげの残るラウルの口調をガン無視し、さらりと答えるギル氏。

「価格も非常にお手て頃ごろですし、バカ売れ間違いなしですよ。商品課マイヤー女史の今期イチオシ商材です」

「はあ……そうですか……」

　適当に相づちを打ちながら、ラウルはつきあい程度に箱下部の魔法タグへリーダーを押し当てた。だが、レジのディスプレイに表示された商品情報を見るなり、目を丸くしてしまう。

「って、なんですかこれ仕入れ値安っ！　……ギルさん、ほんとこれ大だい丈じよう夫ぶなんですか？　なんかぜんぜん聞いたことないメーカーだし……」

「大丈夫ですよ。メーカーだって、そう変なものは作りません」

「いや、でも、この間マイヤーさんが倒とう産さん寸前の変なメーカーから入れてきた魔法乾かん燥そう器ヒドかったじゃないですか。服がめっちゃ縮むやつ。あれ、お客さんからのクレーム対応大変で……」

「おおっと、もうこんな時間。そろそろ次のお店に行かなくちゃ」

「あ、ちょっと！」

「売り場作成完かん了りようしたらＭＩＴネットで報告写真送って下さい。フィノさん、今度また個人面談しましょうねー。それじゃ、失礼しまーす！」

　軽く手を挙げ、うむを言わさぬ勢いで去っていく本部社員。気付けばもう、その姿はドアの向こうに消えていて。

「…………」

　ラウルはしばらく唖あ然ぜんとしていたが、やがてレジカウンタに目を向けると、そこに残された大きな箱を眺ながめてため息をついた。レジカウンタにこんなもん置かれたら会計の邪じや魔まだろ、ったく。これだから本部社員は……と。

「空気清浄器……」

　どこか消しよう耗もうしたような表情でラウルが抱かかえ直した箱を、興味津しん々しんに見つめるフィノ。その口から、感かん嘆たんの声が洩もれる。

「つまり、汚よごれた空気をキレイにするアイテムというわけか。やっぱり人間はすごいな。世界平和に役立つようなアイテムがお店で買えるだなんて！」

「いや、これそんなすごいモンじゃないから。公害とか防止できるわけじゃないから。ていうか六畳じよう間用だし、救えるのは店長室がやっとだから」

　無む慈じ悲ひな現実を伝えるラウルだったが、しかし、それでもフィノの瞳から好こう奇き心しんの輝かがやきは消えない。

「なあ、ラウルっ！　展示器ってことは動かしても良いんだよな？　これ、動かしてみたいっ！」

　せがむようなフィノの案に、ラウルは頭を搔かきながら売り場を見やった。

　平日昼間の超アイドルタイム。店内をざっと見渡したところ、お客さんらしいお客さんといえば、マジカル生活雑貨コーナーをうろつくアイリくらいしか見当たらない。いつもなら閉店後にやるような内容だけど……こんな状じよう況きようならまあ、少しくらい手の掛かかる作業していても問題ないだろう。

「……ま、早めに終わらせといた方が後で楽か。よし、やっていいぞ」

「了解っ！」

　嬉うれしそうに声をあげると、フィノはそそくさと箱を開け始めた。再び伝票を整理しはじめたラウルの足下の床ゆかで、てきぱきと梱こん包ぽうを解いていく。

　中から現れたのは、ひと抱えはある白くて四角いアイテムだった。前と後ろの中央上部に四角い穴が開いており、てっぺんに、色とりどりのスイッチが並んでいる。

　フィノはしばらく説明書とにらめっこしていたが、やがて、神しん妙みような面おも持もちでおそるおそる、スイッチのひとつへと手を伸のばした。

　──そして。

「なあ、ラウル……」

　とうとつに名前を呼ばれて。手を止めたラウルが、足あし下もとのフィノへと目を落とす。

「なんだよ。動かないのか？」

「いや……」

　床に置かれた空気清浄器を示しながら報告してくるフィノ。

「……スイッチ入れたら、中からなんか出て来た」

「……はあ？」

　怪け訝げんな声を上げつつ、フィノが指す方へと顔を向けて。……その瞬しゆん間かん。

　ラウルは思わず、手にした伝票を全力で放ほうり投げていた。




　──空気清浄器から無数の《腕うで》が生えていた。




　本体の前後に開いた穴からあふれ出すように伸びてぞわり、と波打つ、漆しつ黒こくの蛇へびのようにぬらりとした《腕》。

「……なるほどな」

　反射的に後ずさるラウルの前で、フィノが納なつ得とくしたように大きく頷く。

「こうやって空気中の不ふ浄じよう成分を取り除くのか。やっぱり人間はすご……」

「ねえよっっっ!!」

　思わず大声でツッコミを入れつつ、しかし、ラウルの手のひらにはじわりと嫌いやな汗あせが浮うかんでいた。

「《魔ま女じよの腕》っ……」

　実際に目にするのは初めてだったけれど、間違いない。魔法構文のループエラーによって引き起こされるマジックアイテムの典型暴走パターン……こいつ、エラーアイテムだ！

　ひとつひとつＭＥの手作業で組まれる魔法構文には、どうしたって人じん為い的なミスが発生しうる。そんな異常な魔法構文は、ときとして想像もつかないような効果をアイテムに与あたえてしまうことがあるため、たとえライトのような廉れん価か品であっても、マジックアイテムには厳しい検査義務が課せられているのだが、そこまでしてもやはり、チェックを洩れて出回ってしまうエラーアイテムはあるわけで……。

「フィノ、スイッチ切れっ！　早くっ！」

「スイッチと言われても……」

　荒あらぶる空気清浄器を一いち瞥べつし、困ったようにフィノが呟つぶやく。

「なんかいろいろ出てて、これじゃ、そう簡単には近づけな……」

「フィノっ！」

　不意に、床を這はいまわっていた一団からするりと飛び出し、絡からめ取るようにしてフィノの足首を掴つかもうとする一本の《腕》。とっさにレジカウンタの筆立てから長定規を掴むと、ラウルはそれを《腕》の先せん端たんへと投げつけた。

「ラウル、ありがとっ！」

　飛び退すさるフィノと、その身代わりに囚とらわれるやいなや、たちまち絡み合う《魔女の腕》の渦うずへと飲み込まれていく長定規。だが、息をつく間もなくするりと少女へ迫せまる第二陣じんの《腕》。今度は、同時に幾いく本ほんも──。

「くそっ！」

　舌打ちとともに、ラウルは今度は筆立てごとレジの文具を取りあげた。とりあえず、一番攻こう撃げき力のありそうなハサミを片手で掴んで振ふりかざす。

　だが、フィノももう、黙だまって立ってはいなかった。魔人ならではの身体能力ですり抜ぬけるように《腕》をかわすなり、床を大きく蹴けって跳はねて少し離はなれた場所へと着地する。よし、上う手まいぞ！

　無事に《腕》の勢力圏けん外がいへと避ひ難なんしたフィノを確かく認にんすると、ラウルも背後に退きながら、震ふるえる手でインカムのスイッチを押した。

『副店長！　副店長っ！　緊きん急きゆう事態ですっ!!』

　襟えり元もとに付けた小さなマイクに向かって、なかば裏返った声で叫さけぶ。

『エラーアイテムが暴走して《魔女の腕》がっ……休きゆう憩けい中すみませんけど、すぐに戻もどってきてくださいっ！』

　……しかし。

『副店長っ!?　副店長っ!!!?』

　いくら待っても、休憩中の副店長からは、なんの反応も返ってこない。

　くそっ、とラウルは歯ぎしりをした。もしかしたら、二階の休憩室でインカムを外して昼ひる寝ねでもしてるのかもしれない。

『ちょっと休憩室見てくるっ！』

　ラウルの言葉を聞いていたフィノも、どうやら同じ結論に達したらしかった。インカムを飛ばすなり身を翻ひるがえしてバックヤードへと駆かけ出すフィノに『頼たのむ！』とだけ言い放ち、ラウルは改めて、いまや《腕》のかたまりと化した空気清浄器と対たい峙じする。

　……その時だった。

「……専門店を謳うたう割には、イマイチな品しな揃ぞろえね」

　レジカウンタの向こう側から聞こえてくる、つんとした少女の声。

「まあ、なにも買わないってのも悪いから、とりあえず今日はこれを……」

　しまった、とラウルは思わず舌を打つ。そういえば、彼女の──お客さんの存在を、いまのいままで失念してた！

「アイリっっっ!!!!!!」

　その名を叫びつつ駆け寄よろうとするラウル。だが、すでに遅おそい。

　中央レジに商品を置いたアイリの手に、まるで握あく手しゆでも求めるかのように伸びる無数の《腕》。とっさに手を伸ばそうとして、ラウルはうめいた。ダメだっ、届かないっ、飲み込まれる──っ!!




　……しかし。




　がっと響ひびく、なんだか鈍にぶい音。

　助けに入ろうとしたラウルの目の前、アイリが凄すさまじいほどの反応速度で《魔女の腕》を叩たたき落としていた。《腕》の襲しゆう撃げきを紙かみ一ひと重えですり抜けるなり、逆側にもぐり込ませて手刀で一いち撃げき。容よう赦しやなく床に沈しずめてみせる。

「すげっ、さすが、『オールＡ』……」

「ラウル・チェイサーっ!!!!!!」

　ラウルの姿を認めるや否いなや、彼がたたずむ二番レジへと駆け寄って、カウンタに身を乗り出したアイリが怒おこったように声をあげた。

「なによこれっ、なんなのっ、どういうことなのっ!?　なにこの気持ち悪い黒いウネウネ、あなたのとこの店員なのっ!?」

「いや、そのっ、ちょっと緊急事態でっ……」

「ていうか、使っちゃいけないレジなら休止中の札くらい出しときなさいよ！　お客さんになにかあったらどうするのっ!?　それでもプロっ!?」

「え、ちょ、なんでそこにツッこむの!?」

　いや、確かに札出しとかなかった俺にも非があるけど！　じゃなくてっ！

「んな場合じゃねえよ！　とにかくすぐ店の外に逃にげ……後ろっ!!」

「っ!?」

　少女の背後に伸ばされた一本の《腕》。

　ラウルの声にはっと振り返ろうとしたアイリだったが、遅かった。隙すきを突つくようにしゅるんとまわされた《腕》はあっという間にアイリの身体からだを這い上がり、真っ白なキャミソールに覆おおわれた胸元へと絡みつく。

「ちょ、やだっ!!」

　悲鳴と共に振り払はらおうとするが、アイリが体勢を整える隙ひまもなく、さらに襲おそいかかる数本の《腕》たち。

　二の腕から肩かた、腰こし回まわりから太ももまで。あっという間に絡からめ取られたアイリの肢し体たいは次の瞬間、レジカウンタの上に高く持ちあげられていた。

「っ、放しなさいっ！　このっ、放しなさいってばっ!!」

「って、おいっ！　大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

「こ、これが大丈夫に見えるわけっ!?」

　ひらひらした布越ごしにアイリの肢体に絡みつき、やわらかな肌はだに食い込む無数の《腕》。だが、幸いにも息は詰つまっていないらしい。

　助けようと近づこうとしたとたん、牽けん制せいするような《腕》に足下をすくわれそうになり、ラウルはあわてて後ろに退がった。

「おいっ、お前現げん役えきの傭よう兵へいなんだろっ!?　抜け出せないのかよっ!?」

「む、無茶言わないでよっ!?」

　ダメもとで叫んだラウルを見下ろしながら、アイリが苦々しげにわめく。

「マジックアイテムもないしっ、まさかこの魔ま法ほう歯ブラシの替かえで戦えっていうのっ!?　だいたいまだこれお会計済んでないしっ！」

「ああ、そうだよなっ！」

　……妙みようなところで律りち儀ぎな少女だった。

　と、アイリが、それまでとは違ちがったトーンの悲鳴をあげる。

「きゃっ……やだ、なにこれっ、服の中に入ってくるっ!?」

「な、なんだってっ!?」

　その言葉にいろんな意味で衝しよう撃げきを受けるラウルの前で、暴れるように上半身をねじるアイリ。

「ちょ、やめなさいよバカっ！　イヤっ、だめだってばっ！　やっ……」

　いつも強気な瞳ひとみに薄うすく涙なみだすら浮かべて。《腕》に覆われた身体をくねらせる少女の唇くちびるから洩もれる、悩なやましげな声。

　っていうか服の中のいったいどの部分にどんな感じで入り込まれちゃったらそんな表情とか声出ちゃうんだよおいっ!?　……くそっ、手前の《腕うで》が邪じや魔まで、なにがどうなってるのかよく判らな……じゃねえよ俺っっっ!!
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「お、おいっ！　アイリっ!?　アイリっ!?　くそっ……！」

「駄だ目めだ、ラウルっ！」

　ばたばたという騒さわがしい足音にラウルが顔を向けると、バックヤードの扉とびらの裏から転がるように飛び出してくるフィノの姿が視界に映る。

「副店長っ、いなかったっ！　昼飯食ってくるって書き置きしてあった！」

「副店長おおおおお～っ!!」

　思わず恨うらみがましげな声をあげてしまうラウルの前で。

　売り場へと駆け込んだフィノがはっと息を飲むのが分かった。

「アイリがっ、お客さんがっ……!!」

　そう叫ぶやいなや、すっ、と蒼あおい目を細めるフィノ。

　なんだかイヤな予感がして、ラウルがあせったように声をあげた。

「お、おい、バカっ！　なに考えてっ……」

「──助けないとっ！」

　だが。

　次の瞬しゆん間かん。小こ柄がらな少女はたんっと軽やかな音を響かせて床ゆかを蹴り、うごめく《魔女の腕》のかたまりへ、その身を躍おどらせていた。




「フィノっ!?」




　たちまち真っ黒な《腕》に囚われ、幾いく重えにも絡からめ取られるフィノの細い手足。だが、フィノの手はそれでも、アイリの腕を掴むことに成功する。

「っ……あ、あなた、なにやってるのよっ！」

　自ら《腕》の渦の中に飛び込んできた少女に、アイリは戸と惑まどいの視線を向けた。しかし、アイリを見つめるフィノの瞳にはなんの迷いもない。

「なにがあってもまずお客さんを守れって、マニュアルに書いてあった！」

「でもっ、あなたが捕つかまったら意味ないでしょっ!?」

「大丈夫っ！」

「大丈夫じゃないわよっ！　あなたも絡まれまくってるじゃないっ!?」

「……ちょっと気持ち悪いけどっ……んっ……平気っ……」

　身体中あますところなく《腕》に絡みつかれ、それでも必死に手を伸のばしてアイリに巻き付く《腕》のひとつをどうにか捉とらえるフィノ。その先せん端たんを探り当てると、自由にならない身体で、それをアイリから引き離そうとやっきになる。

「絶対助ける！　絶対っ……っ……ぜったいっ……んっ……」

　うっすら上気した頬ほお。フィノの表情はまるでなにかを堪こらえるみたいに苦しそうで。そんな少女の太ももをゆっくりと這はい上がっていく、また一本の《腕》の姿……。

「っ……！」

　──もう、迷っている暇ひまなんてなかった。

　悪態と共に身を翻すと、ラウルは群れをなす《魔女の腕》をかいくぐるようにしてレジ裏へ飛び込んだ。

　人間の魔力は圧が低すぎて、大気の魔力抵てい抗こうには敵かなわない。魔力を走らせ、つなぎ止めるためには、魔力伝導性の高い媒ばい介かいが必要だった。掃そう除じ用具入れの戸と棚だなを勢いよく開き、とたんにがらがら雪な崩だれ落ちてきたほうきやちりとりを苛いら立だたしげにかき分けつつ、ラウルはそれを探す。……あった！

　店の防犯用に備えられたそれは安っぽいうえ錆さびだらけで、おそらくもう何年も手入れひとつされていないだろうけど……定規よりは遥はるかにマシだ。

　小さく息を吸うなり、すっと瞳を細め、精神を集中させて。




　──その瞬間。

　開かれたままのラウルの五感から、いっさいの世界が消失した。







　とうとつに視界を過よぎった、まばゆいばかりの青銀の光。

　同時に、それまで身体からだを縛しばっていた気味の悪い感かん触しよくがかき消えて。なにが起こったのかも分からぬまま、少女たちはとつぜん身体を包み込んだ無重力感に揃そろって息を飲む。

「っ!!」

「きゃっ!!」

　思わず互たがいの身体を引き寄せ合い、もつれるようにして落ちる少女たち。その先には新たな《魔女の腕》が犠ぎ牲せい者を求めて渦うず巻まいている。……だが。

　高所から落下した彼女らの身体を受け止めた《腕》たちが、彼女らの自由を再び奪うばおうとするその前に。

「…………《出力上昇レイズ》！」

　鋭するどい光の軌き跡せきがいまいちど、それを引き裂さいた。

　瞬間、ふたりの前に飛び込んできたエプロン姿の少年と、彼が振ふるう輝かがやく刀身に触ふれたとたん、まるで蒸発でもするかのように消しよう滅めつしていく《腕》。

　今度こそ、なにが起こったのかはっきりと理解して。ふたりの少女が同時に叫さけんだ。

「ラウルっ!?」

「遅おそいわよっ！」

「《出力低下ロアー》、……ごめんなっ！」

　非難するようなアイリの声に、ラウルが参ったように頭を搔かく。

「魔法なんて使うのほとんど二年ぶりだから、踏ふん切りつかなくってさっ……ていうかフィノっ！　お前なっ、なんの勝算もなしに突っ込むんじゃねえよ！　無む謀ぼうとかそういうレベルじゃねえぞっ！」

「ラウル、お前っ、魔法が使えるのかっ!?」

「まあなっ」

　鷹おう揚ように頷うなずきながら、ふたりをかばうように光る剣けんを握にぎり直すラウル。

「魔力自体は並みよりちょっと上って程度だし、ＭＥと違って魔法領域には触れないけど、いちおうなっ！」

「……なあに謙けん遜そんしてんだか」

　そう応こたえるラウルの背後で、アイリがぽつりと呟つぶやく。

「一流の魔法使いだって数分掛かるレベルの《魔法回路サーキツト》、たった数秒で組んじゃうような変態のくせに」

「ははっ、ありがとっ！」

「……別に褒ほめてないし。おかしいのよ、あなたの集中力」

　ぶっきらぼうに言い放ち、アイリが身体を起こした。目を丸くしてラウルの手中の輝く剣に見入っていたフィノも、はっとしたように立ち上がる。

「剣はもう無いの？　……私も加勢するわ、ラウル・チェイサー」

　かたわらに並んだアイリの申し出に、しかし、ラウルは首を振った。

「ダメだ。お前は下がってろ」

「な、なに格好つけてるのよ!?　そんな場合じゃっ……」

「そうじゃない」

　いきり立つアイリをちらりと一いち瞥べつし、ラウルはフィノを顎あごで指す。

「こいつの……フィノの言うとおり、お客さんを危険な目に遭あわせるワケにはいかないからさ。いいからお客さんはお客さんらしくしとけ、『オールＡ』！」

「っ……」

　まだ、なにか言いたげな表情で。しかし、口をきゅっと引き結んでしぶしぶ後ろに下がるアイリに頷いてみせると、ラウルはフィノを見やった。

「ていうか、フィノ、お前こそ魔法使えないのか？　ま……」

　魔人だろ？　と言いかけ、ラウルはあわてて口をつぐむ。っぶねえ。いくら下がらせたとはいえ、もしもアイリに聞かれたら大変だ。

「すまない、ラウルっ」

　そんなラウルを見上げ、フィノが残念そうに首を振る。

「オレ様、まだ《覚かく醒せい》してないんだ。ほら、まだ目が赤くないだろ？　魔力はあっても、外に出せないんだ。だから魔法、使えない」

「……なるほどなっ」

　頷いて、ラウルは額の汗あせを拭ぬぐった。フィノは身軽ですばしこいけれど、戦力としては期待できないらしい。

　アイリの助力を断ったものの、戦せん況きようは有利とは言い難がたかった。減らしたはずの《腕》もいつの間にかすっかり回復し、それどころか、さきほどより数を増しているようにすら見える。

　幼い頃ころから練習し、そこかしこに独自の工夫を凝こらした《魔法回路サーキツト》には自信があるものの、それを使いこなすにはラウルが持つ15キロバイル程度の魔力は心こころ許もとなかった。《魔力出力アンペイル》をぎりぎりまで調整しても、《腕》を焼き切れるのはあと三回。闇やみ雲くもにつっこんでも勝機は薄うすい。

　いったい、どうすれば……。

「……後ろよ！」

　とうとつに。背後から投げられたその声に、ラウルの瞳ひとみがはっと揺ゆらぐ。

「さっき持ちあげられてるとき、上から見えたの！　密度自体はそれほど変わらないけど、後ろの方が圧あつ倒とう的に勢いが弱いみたい！」

「……サンキュ！　行くぞ、フィノっ！」

　礼を言うやいなや、ラウルはカウンタに片手をついた。腰こしほどの高さの台をひと飛びで乗り越こえ、売り場へと飛び出す。たんっと床を蹴けって、フィノもそのあとに続いた。

「説明書は覚えてるだろっ？　俺があいつら払はらうから、お前がスイッチ切れっ！」

「了りよう解かいっ！」

　フィノの言葉に頷き返し、ラウルが魔法を帯びた剣を振り下ろす。

「《出力上昇レイズ》！　３０００Ａアンペイル！」

《魔法回路サーキツト》を流れる魔力に、手の中でぐんと輝きを増す剣。

　アイリの助言どおり、本体背後の《腕うで》は前方より格段に緩ゆるやかだった。最初のひと薙なぎで行く手を阻はばむ《腕》を一いつ掃そうしたあと、前方の《腕》がまわりこんでくる前に一気に距きよ離りを詰つめてもうひと薙ぎ。その瞬間、《魔ま女じよの腕》はほぼ視界から消え、剣はすでに空気清せい浄じよう器の上部まで達している。

「フィノっ！」

　ラウルのかたわらをすり抜ぬけるようにして、フィノが空気清浄器本体に膝ひざをついた。いまだ吐はき出され続ける新たな《腕》を押しのけながら細い手を伸ばし、少女がひとつのボタンに触れた、その瞬しゆん間かん。




　──視界をちらつく黒い《腕》たちが、瞬時に消滅した。




「や、やった……」

　安あん堵どのあまり全身から力が抜け、ラウルは思わずその場に膝をついてしまう。

　魔力もほとんど使い果たし、疲ひ労ろうは限界。ずるずると床に尻しり餅もちをついて、虚きよ脱だつ状態のラウルがはは、と力なく笑った。

「……ったく、これだから本部が持ってくる商品は、ろくなモンじゃ……」

　と。……ふと、視線を感じた気がして。なにげなく振り返ったラウルは、そのままの姿勢で固まってしまう。

　店てん舗ぽ入り口ドアの横、大きな一枚ガラスを隔へだてた、その向こう側。店の前の寂さびれた通りに、こちらを覗のぞき込むようにしてひとりの男が立っていた。

　目ま深ぶかにかぶった帽ぼう子しと、襟えりの高いトレンチコート。

　ラウルが顔を上げたとたんにきびすを返して立ち去るその姿に、なんだかイヤなものを感じて。けれども、ラウルが立ち上がろうとした瞬間、

「すごいっ!!!!!!」

　ラウルがはっと前に向き直ると、そこにはいつの間にか駆かけ寄って来たフィノの、はしゃいだような笑え顔がおがあった。

「ラウルすごかったっ！　ほんと、めちゃめちゃかっこよかった！　どきどきしたっ！　ラウルっ！　お前って！　ほんとにすごいんだなっ!!!!!!」

　頬を紅潮させ、興奮したように声をうわずらせて。ラウルの服を掴つかむ少女のきらきらした瞳と、まっすぐで惜おしみない称しよう賛さんの言葉。

「ラウルかっこいいっ！　オレ様も、ラウルみたいになりたいっ!!」

「い、いやあ……」

　あまりに褒められすぎて顔が熱くなる。憧あこがれるような少女のまなざしがこそばゆくて、ラウルはつい、言い訳めいた口を開いた。

「ま、これでも俺、元勇者志望だからな」

「えっ……」

　その瞬間。

　フィノの表情がとうとつに強こわ張ばったような気がして。違い和わ感を覚えたラウルが口を開こうとした、その時だった。

「んー、なんだなんだ、いったい、どーしたんだ？」

　とうとつに、背後から聞こえてくる、のんきな声。

「「副店長!!」」

　同時に振り返ったふたりの前で、副店長は変わり果てたレジカウンタ内の様子を眺ながめながら、なんだかとてもイヤそうな顔をした。

「……え、なにこの惨さん状じよう。おれがハンバーガー食いに行ってる間になにがあったの？」

「え、ええと、本部の……」

「本部？　まさかヒゲマネージャーが来たの？　それとも陰いん険けんサド眼鏡？」

「……ギルさんです」

　口の減らない副店長の前で、ラウルは深いため息をつく。

「この空気清浄器、さっきギルさんが持ってきたんですけど……返品した方がいいと思いますよ」










　──まったく。今日はほんと、ひどい目に遭った。

　細い月とおぼろな星の下、魔法灯に照らし出された石いし畳だたみの路地。

　そろそろ明かりも消え始めた建物の間を、疲つかれた足取りで歩きながら。値引きシールがべたべた貼はられたサンドイッチの紙かみ袋ぶくろを手に家路をたどるラウルの口からは、ついついため息が洩もれてしまう。

『うわっ、なんだコレ。酔よっぱらったＭＥが目えつぶって左手で書いたレベルだぞこの魔法構文。そもそも《魔女の腕》なんて元ＭＥのおれでも二回くらいしか見たことねえし……もはや空気清浄器の名を冠かんした兵器と言っても過言じゃねえっていうか、とっととＭＰＬ法で訴うつたえられるべき』

　ざっと魔法構文を斜ななめ読みした副店長の言によると、あの空気清浄器ときたらほんとにふざけたレベルのエラーアイテムだそうで。まあ、《魔女の腕》があそこまで凶きよう悪あく化してしまったのはたぶん、スイッチを入れたフィノの定格外の魔力によるものもあるんだろうけれど。

「ん？」

　ふと、ラウルは顔を上げた。

　こんな時間に、いそいそと路地を横切る人ひと影かげがある。

　人影はちょうど、街灯の下を通りすがって。その瞬間、ラウルは思わず洩らしていた。

「……なんだよ、フィノじゃねえか」

　魔法灯の明かりに浮うかぶのは、見慣れた銀色の髪かみと、あどけない顔立ち。

　確か店を出たのはラウルの方が先だったけれど、どうやら深夜営業の食料品店に立ち寄っているうちに抜かされたらしい。

　一瞬、声を掛かけようとして、けれど、ラウルは思い留まる。アパートまではもうそんなに遠くはないし……それに。




　……あの騒そう動どうのあとから、フィノの様子が、なんだかおかしかった。




　固定されていないありとあらゆる備品が押し流され、破は壊かいされた、さんたんたる有様のレジカウンタ周辺。けっきょく、ラウルたちはその後の営業時間のほとんどを原状復帰にあてざるを得なかったのだが、倒たおれた引き出しを戻もどしたり、床ゆかに散らばった備品を拾うフィノは思いつめたように押し黙だまって。

「ほんと災難だったな。ま、怪け我が人出なくて良かったけど、これじゃいつ休きゆう憩けい入れるか分かったもんじゃねえ」

　気まずい雰ふん囲い気きを払ふつ拭しよくするように、つとめて明るく話し掛けても、

「……うん」

　返ってくるのはどこかうわの空の、気のない相づちだけ。

「け、けど、アイリも変なヤツだよなっ。あんな目に遭あったってのに、まさかうちのメンバーズカードまで作ってくなんてさっ」

「……うん」

「『……せこいポイント還かん元げん率ね』とか言ってたけど。はは、余計なお世話だっての」

「……うん」

「…………」

　とりつくしまもないフィノに、つられて無言になるラウル。

　それからも、フィノはずっとそんな調子で。帰り際ぎわに声を掛けた時だって、返ってきたのは相変わらず、ひどくよそよそしい態度だった。




　……ったく、なんなんだよ、いったい。俺の魔法見て、あんなにすごいすごいってはしゃいでたくせに。

　なんだか、ひどく面おも白しろくない気分になって。少女が消えていった路地から逸そらすように視線を落とすと、ラウルは手の中の紙袋をちらりと見やった。明日も早いし、夕飯食ったらすぐ寝ねることにしよう。

　ラウルが心の中でそう呟つぶやいた、その時だった。




　夜の静せい寂じやくを裂さくように聞こえてくる、小さな鋭するどい音。

　鼓こ膜まくに響ひびくようなその音は、はっきりそれと分かる切せつ迫ぱく感を持っていて。そして──。

　次の瞬間、紙袋を手にしたまま、ラウルは勢いよく走り出していた。




　間ま違ちがいない、とラウルは確信する。これは、あの音だ。商品ＰＯＰを書くために、俺が試ためしに鳴らしてみた時のと同じ、あの音。

　そして、それがあの音なら、その発信源は間違いなく──。




　まるで見えない敵でも追うように、音がする方へとつま先を向けて。

　ラウルがその路地へと駆け込んだ瞬間、耳を覆おおいたくなるほどの警報音に混じって、短い舌打ちが聞こえた。

　まるで目もく撃げきされることを恐おそれるかのように、いくつもの人影はぱっと散り、ばたばたという耳みみ障ざわりな足音とともに駆け去って。

──あとに残されたのは、壁かべに背を預けるようにして座り込む、ひとりの小こ柄がらな少女の姿だった。




「フィノ！」




　駆け寄る少年の声に、銀ぎん髪ぱつの少女がどこかぼんやりとした顔を上げる。

「……ラウル」

　呟く少女のその手には、いまだ騒さわがしい警報音を響かせる、パステルピンクのマジックライト。

　ラウルの姿を認めると、少女が……フィノが、弱々しく微笑ほほえんだ。

「……すごいな。まさか、ラウルが来てくれるとは思わなかった。ぞうさんブザー……だったっけ。いったいどういう仕組みなんだ、このアイテム？」

　どことなくおかしいフィノの様子に気づいて、ラウルは顔を強張らせる。

「フィノ、お前、怪我してんのか!?」

「……ああ、肩かたをやられた。大だい丈じよう夫ぶ、大したことない」

「大したことないって、でも、お前、顔色真っ白じゃねえか！」

「……しくじっちまった」

　傷口を押さえるフィノの手の下で、次第に大きくなっていく赤い染み。

　震ふるえる手で服を握にぎりしめながら、フィノが自じ嘲ちようするように口元を歪ゆがめた。

「……髪も切ったし、当分は大丈夫だと思ってたのに。まさか、こんなに早く見つかっちまうなんて……」

「見つかった、って……」

　その言葉に、ラウルは思わず目を剥むく。

「フィノ、お前、前から狙ねらわれてたのか!?」

　そのとたん、しまったとでも言わんばかりの表情でフィノが瞳ひとみを揺ゆらせた。あわてたようにラウルから目を逸らすと、少女は傷ついた肩を隠かくすようにして身体からだをかき抱いだく。

「フィノ！　おいっ！　フィノっ！」

　いくら問いかけても、フィノは顔を背そむけたまま、答えない。

　ややあって、ラウルはあきれたように額に手を押し当てた。

「……どうして」

　……自然と、きつい口調になってしまう。

「どうして、いままで黙ってたんだ？」

「……ラウルには関係ない」

　うつむいたまま。フィノがやがて、吐はき捨てるように呟いた。

「……これは、オレ様の問題だ」

「関係ないわけあるかよっ!!」

　ついに激げつ昂こうしたように、ラウルが怒ど鳴なる。

「困るんだよ！　お前になにかあったら……そのっ、俺の負担が増えるだろっ！　仕事増えるしっ、休み減るしっ、やっとお前もそれなりに使えるようになってきたんだからっ……くそっ」

　勢いに任せてまくし立てながら、自分でもひどく言い訳じみてるなとラウルは思う。でも、正直な気持ちなんて言えるはずもない。

　……まったく、いったいどういう風の吹ふき回しだろう。あんなにも疎うとましく思ってた魔ま人じんのことが、こんなにも心配だなんて。

「なあ……」

　そんな、ラウルの前で。

　不意に顔を上げると、フィノが、ラウルをじっと見つめてきた。

　その唇くちびるが、ゆっくりと動いて、ためらうように、言葉を紡つむぐ。




「……ラウルも、オレ様が魔王になった方がいいと思う？」




「え」

　──それは、とうとつな問いだった。

「お前、なに、馬ば鹿かなこと……」

「だってお前、勇者目指してたんだろ？　なりたかったんだろ、勇者に？」

　フィノの言葉に、ラウルは一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

　思わず目を見開くと、フィノがふっと寂さびしげに微笑む。
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「なれるよ、ラウルなら。今日のラウル、すごく強かった。魔王がいれば……オレ様が魔王になれば、ラウルはきっと、勇者になれる」

　不意に詰つまるような息苦しさを覚え、ラウルは胸を押さえた。心臓が、激しく動どう悸きしている。




──フィノが魔王になれば、俺は勇者になれる。




　血が煮にえるような感覚。悲鳴をあげる心臓が、いまにも爆ばく発はつしそうだ。

　あともう少しのところで奪うばわれた、俺の人生の目標。泣いて、泣いて、抜ぬけ殻がらになるまで泣き尽つくしてようやく諦あきらめたはずの夢。でも。

　……フィノが、この少女が魔王になれば……俺は、勇者に……。




「ば、馬鹿言うなっ！」




　頭に浮かんだ考えを払はらうように頭かぶりを振ふって、ラウルは声を荒あららげる。

「フィノ、お前おかしいぞっ！　どうしていきなりそんなこと言い出すんだよっ！　そんなことより、お前を狙ってるあいつらいったい何者なんだよっ!?　魔人の生き残りかっ!?　それともっ……」

「……だからさ」

　狼ろう狽ばいを隠すように、矢や継つぎ早ばやに問いかけるラウルの前で。

　……唇の端はしを持ち上げ、フィノが力なく笑った。




「……オレ様を襲おそったやつら。あれさ、勇者だったやつらなんだ」







　その言葉の意味を飲み込むのに、ラウルには少しの時間が必要だった。

　まるで弾はじけ飛んでしまったように意識が真っ白になって。……すぐ目の前にいるはずのフィノの声が、ひどく遠くから聞こえてくる。

「魔王が倒されたせいで、勇者じゃなくなったやつら。……あいつらさ、オレ様に、魔王になれって言うんだよ」

「…………」

「魔王が……親おや父じが倒たおされてからそろそろ二年も経たつってのに、人間の社会はまだ混乱してるんだろ？　勇者はみんなクビになったし、武器や防具の会社はたくさん潰つぶれたし、仕事も減って、みんなが困ってるって……」

「…………」

「そういうの、オレ様が魔王になれば全部元に戻もどるんだって。すべてが丸く収まるんだって。……あいつら、そう言うんだ」

　ラウルは強く唇を噛かんだ。

　動悸はいっそうひどくなる。まるで身体が揺れるような目め眩まい。

　正直言って、元勇者たちの気持ちは痛いほどによく分かった。勇者制度の復活。ラウルだって、いったいいままでどれだけそれを望んだか分からない。……でも。

「だけど……なりたくないんだ」

　ラウルの前でうずくまる魔人の少女は、大きな瞳を哀かなしげに伏ふせて。




「……オレ様は、魔王には、なりたくない」




　まるでつらそうな表情を隠そうとするかのように。少女はうつむいたまま、抱かかえた膝ひざにそっと顔を埋うずめる。

「オレ様、ずっと親父が……魔王が怖こわくって。親父の前だと身体がすくんで、声も出なくなっちまって……親父が母さんにどんなひどいことしても、見てるしかできなくて……それが、ほんと、悔くやしくてっ……」

　悲痛な面おも持もちで唇をわななかせるその声は、いまにも途と切ぎれてしまいそうなほどにか細い。

「物心ついたときから親父のそばで、魔王がすること見せられてて。最初はあいつらが弱いから当たり前なんだって思ってたけど、でも、親父に殺される魔人の苦しそうな顔見てたら、だんだんそれがオレ様や母さんみたいに見えてきて……弱いやつも殴なぐられたら痛いのかなって思ったら、どうしようもなく息が苦しくなって……みんながいうように、当たり前なんだって、思えなくなって……」

「…………」

「うまく言えないけど……イヤなんだ。親父みたいになりたくない。親父みたいなこと、したくない。だから、親父が倒されたあと、魔王にされそうになったけど、どうにか逃にげ出して……。オレ様、変わりたくて……」

　ふっと、顔を上げ。真しん摯しな瞳で、少女はじっと、ラウルを見つめて。




「……だから、人間の世界に──お前らの店に来たんだよ」




　ああ、と、ラウルは思った。

　生み出すことを知らず、奪うことしか知らないはずの魔人。……でも、こいつ、そんな魔人の『当たり前』に疑問を抱いて、変わろうとして……だから、いつだってほんとに、はっとするほど、あきれるくらいに一生懸けん命めいで。

　──……それに比べて、自分はどうだろう？

　少女のまなざしに耐たえかねるように目を逸そらし、すっかり黙だまり込んでしまうラウル。フィノは不安げに大きな瞳を揺るがせていたが、やがて視線を落とし、ぽつりと呟つぶやいた。

「……なあ、ラウル。今日のこと、店長には内ない緒しよにしといてくれ」

「……っ、そんな大事なこと、黙ってるつもりかよ！」

　はっと我に返って。叱しかるように声をあげたラウルの前で、フィノがふるふると首を振る。

「大丈夫。あいつら元勇者たちは顔が割れてるから人前じゃ動けない。ほら、また勇者になろうってのに、悪評立てるわけにはいかないだろ？　さっきだって、ラウルが来たらすぐ逃げたしさ。それに、今日は考えごとしてて油断してたけど、オレ様、逃げ足だけは速いし」

「でもっ……」

「お願い」

　あまりに切実なその声こわ音ねに、思わず言いかけた言葉を飲み込むラウル。

「店長、毎日、真夜中まで仕事してるだろ？　……店のことで忙いそがしいのに、よけいな心配、掛かけたくない」

　ひたすら一いち途ずな、少女のまなざし。

　……すがるような表情で訴うつたえる少女に、ラウルはただ、頷うなずくしかなかった。








　断章「魔ま人じんの少女と変わり者の勇者」







「大だい丈じよう夫ぶ？」

　──やわらかな、声だった。

　頭を抱えてうずくまっていた少女は顔を上げ、そのままぽかんと目を見開いてしまう。

　なにが起こったか、分からなかった。

　気づけば、自分のことを殺そうとしてた大人たちは姿を消していて、足あし下もとには、そいつらがけしかけてきた四つ足の魔物の骸むくろが転がっていて……おそるおそる辺りを見み渡わたすと、視界に飛び込んできたのは、青銀の鎧よろいをまとったひとりの青年の姿だった。

　おだやかな表情を浮うかべて自分を見下ろす、栗くり色いろの髪かみをした青年。

　差し出された手のひらの意味が分からず、その意図を推し量るようにおずおずと、少女は青年の顔を見上げた。

「あれ……もしかして、魔人の子ども……？」

　目が合った、その瞬しゆん間かん。茶色の瞳ひとみを丸くして、青年が驚おどろいたように呟く。

「……驚いたな。てっきり、さらわれてきた人間の子どもかと思ったのに」

　その瞬間、少女は皮ひ膚ふになにかぶわっとわきあがるような感じを覚えた。

　──人間だ。しかも、きっと勇者と呼ばれるとても危険な存在。魔人を殺さつ戮りくしてはその指を切り落として持ってく、悪魔みたいなやつら。

　恐きよう怖ふを押し隠かくすように眉まゆを吊つり上げると、少女は気丈なまなざしで青年を睨にらみつけた。けれど、青年は少女の警けい戒かいに満ちた反応を特に気にした様子もない。いまにも噛みつきそうな剣けん幕まくの少女と目線を合わせるようにして、ふっとその場にしゃがみ込む。

「っ！！！」

　瞬間、銀色に輝かがやく長い髪を波打たせて身を強こわ張ばらせる少女の瞳を覗のぞき込みながら、彼はいまひとつ緊きん張ちよう感のない口調で独りごちた。

「……はじめて見ましたよ。へえ、魔人の子どもって、目が蒼あおいんですね。こっちに来てから子どもなんてぜんぜん見み掛かけなかったから、僕はてっきり、君たちは大きいまま生まれてくるのかと思ってました。もしくは、分ぶん裂れつするとか。ほら、なんかこう、メリメリッと」

「……当たり前だろ」

　ひどくのんきなその言葉に、少女はつい、反応してしまう。

「子どもを外になんか出したら、他のやつらに殺されるじゃないか」

「子どもなのに？」

　青年の問いに、少女は不思議そうに目を瞬しばたたかせた。

「え？　……だって、子どもは弱いし、動きがのろいから誰だれだって殺せるだろ？　核かくをえぐり出して魔力を喰くらうには、格好の獲え物ものじゃないか」

　今度は、青年が目を瞬かせる番だった。

　ややあって。青年は首を振り、信じられないといった風に声をあげる。

「とんでもない！　子どもは守られるべきものです。弱いものは保護されるべきなんです！」

「どうして弱いものが守られるべきなんだ？　弱いものは強いもののために存在してるんだ。弱いものを食って強いものが生き残る。そんなの当たり前じゃないか」

　迷いもなく放たれた少女の言葉に、青年はすっかり気勢をそがれたようだった。眉まゆ根ねを寄せ、彼は少しだけ悲しそうに嘆たん息そくする。

「そう、ですか……君たちの間では、それが普ふ通つうなんですね」

　焦こげ茶の瞳をすがめるようにして少女を見つめながら。やがて、青年が訊たずねてくる。

「けど、殺されると分かってて、どうして君は、ここにいるんですか？」

「それは……」

　なんだか困ったように蒼い瞳を惑まどわせ、自分の指にはめられた指輪にちらり、と目を落とし……ややあって、おずおずと、少女。

「……母さんが、死にそうなんだ。母さん、すごく弱いから……この森の薬草があれば、なんでも治るって聞いて……」

「お母さんのことが、好きなんですね」

「すき……？」

　初めて耳にした単語に、少女は戸と惑まどいの声をあげる。

「なんだ、それ？　オレ様はただ、もっと母さんと一いつ緒しよにいたいだけなんだ。母さんと一緒にいると、胸の奥があったかい感じがして……うまく言えないんだけど、オレ様、もっと母さんずっと一緒にいた……っわ！」

　口ごもりながらたどたどしく説明する魔人の少女は、とつぜん頭に覚えた感かん触しよくにびくりと身体からだを竦すくませた。けれども、視線だけでおそるおそる見上げると、その先にあった青年の顔は、ひどくやわらかな笑えみで満ちている。

　少女の頭をそっと撫なでながら、青年は目を細めて囁ささやいた。

「僕も、手伝います」

「なっ…………手伝うって……お前、勇者なんだろ？　オレ様たち魔人を倒しに来たんだろ？」

「子どもが困っているのを、放ほうっておくわけにはいきませんから。弱い子どもが……ね」

　そう答える青年のやわらかな声と、あたたかなまなざし。

　魔人を殺してまわるという恐おそろしい勇者に触さわられているのに、どうしてだろう。……まるで、母さんといるときのように心ここ地ち好よくて。

　思わず目を逸らすと、動どう揺ようを隠すみたいに、少女がぽつりと呟いた。

「……お前、おかしなやつだな」

「ええ、よく言われます」

　あっさり肯こう定ていしながら。おかしなその勇者は、にっこりと笑ってみせた。




　勇者……その青年は、本当に、恐ろしく強かった。

　魔人の子どもである少女を狙ねらって、人間である彼を狙って、ふたりは幾いく度どとなく魔人たちに襲おそわれた。しかし、彼らが放つ魔法は勇者の鎧よろいの前でことごとく霧む散さんしたし、勇者が手にした剣けんを振ふれば圧力を有した光が閃めき、傷を負った魔人たちは捨て台詞ぜりふと共に消えていく。

「……お前、すごいな！」

　少女の感かん嘆たんの言葉に、青年は恥はずかしげに頭を搔かいてみせた。

「いや、僕の力と言うより、マジックアイテムの力なんです」

「マジックアイテム？」

「ええ。僕たちには、君たちみたいな強い魔力はないから、代わりにもっと効率的に魔力を使う技術を生み出したんです。この剣や、鎧のようにね」

　身体を覆おおう鎧をいつくしむように撫でながら、そっと微笑ほほえむ青年。

「妹が作ってくれたんです。兄の僕が言うのもなんですけど、僕の妹は魔法構築の天才で。魔人の魔力を吸収する鎧と、その魔力を剣へと注ぎ込むための特とく殊しゆな魔法構文。……ほんとうに、実力以上に助けられてます」

「……よく分からないけど、人間って、すごいことを考えるんだな」

「弱いからですよ」

　さらりと返されたその言葉に、少女は思わず顔を上げる。

「人間は、弱いからいろいろ考えるんです。工く夫ふうするんです。だからね、弱いってことも、捨てたものじゃないんですよ」

　少女は、目をぱちりとさせた。背せ伸のびをしながら勇者の顔をまじまじと見上げ、やがて、小さなため息をつく。

「本当に、人間って、すごいんだな……」




　勇者の助力で、少女は無事に、目的の場所へとたどり着くことができた。

　灰黒の森と呼ばれる針葉樹林の奥深く、黒い土に埋うもれるような櫛くし形がたの葉を見つけた少女は歓かん声せいをあげた。服の裾すそをはためかせてぱたぱたと駆かけ寄るやいなや苔こけの上に膝ひざをつき、爪つめが汚よごれるのも気にせず、絡からまった木の根の間の固い土を両手で搔く。

　やがて現れた橙だいだい色いろの根を前にして、少女は嬉うれしそうに顔を上げた。そんな自分を見守る青年に気づくと、彼に向かって得意げに笑ってみせる。

　……けれども。

　小さな手のひらにしっかりと薬草を握にぎりしめた少女の表情が、不意に凍こおりついた。

「どうか、しましたか？」

　思わず怪け訝げんな顔をして。青年が問うと、少女がぽつり、と呟つぶやく。




「……間に合わなかった」




　その瞬間。つい今し方まであんなに大事そうに握りしめていた薬草を、少女は暗い森の奥へと投げ捨ていた。

　鬱うつ蒼そうと重なる木々の枝葉の中、音もなく消えていく小さなかたまり。

「どうして……」

　呆あつ気けにとられたように呟く青年の前で、少女は汚れた指先でぞんざいに、片手の指輪を指してみせた。

　青年が目をこらすと、少女の指にはめられたリングの台座は空っぽで、そこには砕くだけた宝石の欠片かけらがほんの少し、こびり付くように残っている。

「母さんの運命石が砕けた。……きっと、親おや父じに殺されたんだ。たぶん、もう、役に立たないから」

　ひどく静かに、淡たん々たんと紡つむがれたその言葉に、青年は思わず息を飲む。

　だが、口にした台詞せりふとは対照的に、目の前の少女はひどく落ち着き払はらっていた。あまりにも空っぽなその声こわ色いろに、青年はやがて、ためらいがちに問いかける。

「……泣かないんですか？」

「泣く？」

　うつむいたまま、どこか不思議そうに問い返す少女。

「どうして泣くんだ？　別に痛いわけでも、怪け我がをしたわけでもないのに」

「どうして、って……君は母さんと一緒に居たかったんでしょう？　悲しくないんですか？」

「かなしい、って、なんだ？」

　聞いた青年が戸惑うくらい、平へい坦たんな声で。

　けれども、顔を上げた少女の眉根は、その口調とは裏腹にきゅっと寄せられていた。蒼色の瞳が、じんわりと滲にじんでいる。

「……それって……もしかして、この、胸がぎゅうってする感じのことか？　息が苦しい感じのことか？　身体の中に隙すき間まができて、そこからなにかがこぼれてくみたいな感じのことか……」

「…………」

「……人間は、こういう感じのこと表す言葉も持ってるのか」

　やっぱり、人間はすごいな、と呟く小さな少女を、じっと見つめて。

　しばらく押し黙だまっていた青年が、やがて、静かに口を開いた。

「……ごめんね」

　そっと、囁く。

「……ごめんね。僕はいままで、君たち魔人には、愛とか優やさしさとか、そういう感情なんてないのかと思ってました」

　──あい？　やさしさ？

　自分の中にあふれかえる、名も知らない感情の奔ほん流りゆうに困こん惑わくする少女の前で、けれども青年はまた、少女が知らない概がい念ねんを口にする。

　思わず上げた視線の先で、彼がすっと目を細めた。

「でも、違ちがってた。君たちの中にも、そういう感情はあるんですね。ただ、君たちが、気づいていないだけで……」

「……君は、本当にいい子ですね」と。慈いつくしむように微笑む青年に、そっと頭を撫でられて。

　少女の目からはいつしか、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ出していた。

　母さんはもう、どこにもいない。母さんにはもう、二度と会えない。

　──きっと、これが、『かなしい』ということ。

　胸の奥からあふれだすような苦しさに、喉のどが詰つまった。

　身体を包み込む喪そう失しつ感に、堰せきを切ったように涙を流しながら。

　自分を見守る、吸い込まれそうなほど深い色をした青年の瞳ひとみは、まるで母さんがくれた運命石みたいだな、と、少女は思った。








　第四章「魔ま界かい出身者が語る初任給の有効活用について」







「長引く魔界崩ほう壊かい不ふ況きようの影えい響きようで、うちのお店の売り上げ、前年比を割り続けてます。粗あら利り率も下がってますし、正直言ってピンチです」

　狭せまい事務机にうずたかく積み上げられた書類と、いつ入れたかも分からないコーヒーのこびり付いたマグカップ。

　営業終しゆう了りよう後の店長室では、週末恒こう例れいのミーティングが開かれていた。

　向かい合って座る本日出勤スタッフ、ラウルとフィノを交こう互ごに眺ながめつつ、セアラ店長が言葉を続ける。

「というわけで、今週中に来客数を伸のばすための施し策さくを本部に提出しなければいけないんですけど、なにか良いアイデア、ありますか？」

「はいっ！」

　店長が問うなり、元気いっぱいに手をあげるフィノ。

　元勇者たちの襲しゆう撃げきで血が滴したたるほどの怪我を負ってたくせに、この銀ぎん髪ぱつ魔人ときたら翌日にはもう、なにもなかったような顔して売り場を走り回っていた。さすが魔王の血を引くだけあって、回復力は伊だ達てじゃないらしい。

　店長が向ける期待に満ちた視線に、フィノが自信たっぷりに応こたえた。

「店内各所に宝箱を設置すればいいと思いますっ！　ちょっと珍めずらしいアイテム入れときゃバカな勇者どもが入れ食いだって親父が言ってましたっ！」

「ねえよ！」

　反射的にツッコミを入れるラウルと、対照的に真顔で呟く店長。

「……それって、どれくらい費用が掛かかるかしら？」

「って、店長、真ま面じ目めに検討しないで下さいっ！」

「店長店長っ！　ちょうどオレ様の知り合いに、イキの良いミミックがいるんだけどっ……」

「お前はお客さんをどうするつもりだっ！」

「ふふ、良いわねえ、デッドオアアライブなお店、スリル満点で斬ざん新しんだわ」

「どうしてちょっと買い物に来ただけでそんな究極の二択たく迫せまられなきゃならないんですかあああっっっ!!」

　ノリノリのふたりを前にもはやツッコむことにも疲つかれ果て、ラウルが深く嘆たん息そくする。

　と。

　思い出したように、店長がぽんと手を叩たたいた。

「あ、そうそう」

　椅い子すの上で身体からだを回すと、店長は半開きになった机の引き出しから、なにかを引っ張り出してくる。

「はい、これ。ラウルくん、フィノちゃん。今月分のお給料ね」

「っ!?」

「あ、どうも、ありがとうございます」

　店長に渡わたされた封ふう筒とうを淡々と受け取り、ふと顔を向けると。そこではラウルと同じ茶封筒を手にしたフィノが、すっかり固まっていた。

「ん、どうした、フィノ？」

　ラウルの問いに、封筒に目を落としたまま、フィノが呟く。

「オレ様の……給料……」

「ええ。勤きん怠たい締じめの関係で満額じゃないけど、フィノちゃんにとっては、これが初任給になるのよね」

　やさしく目を細める店長の前で、フィノがこくりと首を縦にした。

　──へえ。

　封筒を掴つかむ少女の両手が、心なしか震ふるえているのに気付いて。なんだか初うい々ういしいフィノの反応に、ラウルは思わずまなじりを下げていた。

　そういえばラウルも、初めて店長に給料を渡されたとき、感動のあまり手が震えてしまったような記き憶おくがある。

　……初任給、か。

　ラウルは、ちらりと自分の腕うでに目を落とした。

　右手首に巻かれた、すっかりくたびれた腕時計。去年の春、ラウルが初任給で購こう入にゆうしたその時計はもともと安物のうえ、一日も欠かさずつけ続けたために金具もベルトもかなりへたっていたものの、それでも、買い換かえようという気にはならなかった。

　──そっか。あれからもう、一年も経たつのか。

「……初任給って嬉うれしいもんだよな。お前も、なんか記念になるもの買うといいぞ」

「記念に……なるもの……」

「ああ」

　頷うなずくラウルの前で。フィノは考え込むように、じっと封筒を見つめていた。







　──悲鳴が聞こえた。

　給料日の翌日の、昼少し前の時間帯。脱ぬぎ捨てた服が散らばるベッドの上であぐらをかき、朝食兼けん昼食のコンビニ弁当をわしわしと貪むさぼっていたラウルはふと箸はしを止め、顔を上げた。

　その瞬しゆん間かん、もう一度聞こえてくる悲鳴。

　そして、それに続くように、何者かが争うような物音がばたばたと続く。

　まったく、とラウルは思った。平日の昼間からいったいなんの騒さわぎだってんだよ。こっちはトラブル続きで疲れ切ってるってのに、隣となりのヤツの顔が見てみた……。

「……っ!?」

　その瞬間、食いかけの弁当を置き、ラウルはベッドから跳はね起きた。靴くつに足をつっこんで玄げん関かんを飛び出すと、隣の部屋のドアを叩く。

「フィノっ!?　おいっ、フィノっ!?」

　今日は、マジックショップ・レオンの週に一度の定休日。ラウルと同じく休みのフィノも、特に用がなければ部屋にいるはずだった。

　少しだけためらったあと、思い切ってノブに手を掛けると、それは抵てい抗こうもなくくるりとまわる。

　その手応えに、ひどくイヤな予感を覚えて。ノブを握にぎるラウルの手のひらがすっと冷たくなる。体当たりするようにドアを押し開け、ラウルはフィノの部屋へと飛び込んだ。




「フィノ!?　フィ……」




　部屋の真ん中にたたずみ、ぐるりと辺りを見渡して。……ラウルはそのまま、言葉を失ってしまう。

　作り付けのテーブルとベッド以外なにもない、がらんとした部屋。風にあおられてぎいぎい揺ゆれる、無造作に開かれた窓。床ゆかの上に転がった食べかけのパンと、倒たおれた白いマグカップ。

　……なのに。

　ラウルと同じ六畳じよう一間のアパートの一室に、悲鳴の主は……ほんの先ほどまでそこにいたはずの少女の姿は、どこにも、なかった。







　ばくばくとわめきたてる心臓。足あし下もとが抜ぬけるような感覚に、ラウルの目の前が暗くなった。

　どうして、どうして気づかなかったんだっ。アパートの場所なんてとっくにバレてたっておかしくないし、もしかしたらフィノは部屋に鍵かぎを掛けることすら知らなかったかもしれない。なのに、なのに俺っ、そんなことも考えつかなくってっ……気づいてやれなくてっ……！




　──その時だった。

　背後に気配を感じ、ラウルの身体が強こわ張ばった。とっさに振ふり返ろうとするが、しかし、間に合わない。

　次の瞬間、ラウルの背中を襲おそう、すさまじい衝しよう撃げき。




　……むにっとした感かん触しよくと、首筋に感じる熱い吐と息いき。

　脇わきから腹へとまわされた手が、ぎゅうっとラウルの服を握りしめて。

「ラウルうううっっっ！！！！」

　背後から、ラウルにしがみつきながら。

「あああああ悪魔が出たあああああ！！！！！！!!」

　……部屋の片かた隅すみを指して、少女が涙なみだ声ごえで訴うつたえた。







　素す肌はだのうえに、いつかラウルが渡した安物の販はん促そく品Ｔシャツいちまいきり。肌が透すけるような薄うすい布越ごしに伝わってくる少女の体温と、激しい鼓こ動どうと、えもいわれぬ極ごく上じようのやわらかさ。

「フィノっ!?　お前、さらわれたんじゃっ……」

　……肩かた越しに振り返ったとたん、シャツの裾すそからあられもなく覗のぞく白い太ももに目を奪うばわれ、なんかもういろいろと動どう揺ようして。目を逸そらしたラウルが声をうわずらせて訊たずねると、フィノはフィノで声をうわずらせて言い返してきた。

「こ、こんな非常事態になに言ってるっ!?　はっ……さてはお前、悪魔の幻げん術じゆつにやられたなっ!?　目を覚ませ、ラウルっ!!」

「……はぁ？」

「ほら、そこの壁かべっ!!　まだいるっ!!　ほらっ!!!!!!」

　ひどく取り乱した様子のフィノが示すその壁へと視線をやって。

　……ラウルがやがて、ぽつりと呟つぶやいた。

「……ゴキブリアじゃないか」

「な……お前、こいつの名を知っているのか!?」

　ラウルの背中に隠かくれるようにして、フィノがごくりと唾つばを飲む。

「ゴキブリア……なるほど、いかにもそれらしい、おぞましい響ひびきだ……ゴキブ……くっ、口にしただけで武む者しや震ぶるいが止まらないとは、なんと恐おそろしい存在っ……」

「……つまり、騒ぎの原因は、これなわけ？」

　壁にちょこんと張り付いた、親指くらいの大きさをした真っ黒な虫。

　ラウルがあきれ顔で訊ねると、フィノがこくこくこくと大きく頷いた。

「き、気付いたら隣にいたんだよっ！　パン食ってたらすぐ隣にっ！　で、あわてて飛び退のいたらこいつ、目にも止まらぬ早さで玄関のドアによじ登って……お、オレ様に向かって飛んできてっ!!」

「…………はあ」

「玄関を封ふうじ、退路を断ったうえで攻こう撃げきしてくるとはなんて怖ろしい知ち謀ぼうの持ち主だっ……運良く窓から逃のがれることができなければオレ様はいまごろどうなっていたかっ……か、考えるだに怖ろしいっ……」

「…………へえ」
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「で、外の壁に張りついて様子うかがってたら、ラウルが入ってきて……」

「…………ほう」

「ど、どうしてそんなに冷静なんだっっっ!?」

　ものすごく冷めた目で相づちを打つラウルに、フィノがぶんぶんと腕を振りまわす。

「こいつを目にした瞬間に背筋に走った感覚……間ま違ちがいない、こいつは危険な存在だ！　このオーラ、もしかしたら親おや父じにも匹ひつ敵てきするかもしれな……」

「しねえよ」

　……えーと、魔ま王おう様ー、お宅の娘むすめさんがさらっと父親のことゴキブリア扱あつかいしてますよー？

　ったく、と、思わずラウルは嘆たん息そくしてしまう。……俺の心配を返せ。

「ゴキブリア程度で騒ぎやがって……お前ほんと魔人かよ？　ていうか、このアパート古いから、これからの時期はほぼ毎日出てくんぞ、こいつら」

「なっ!?」

　とたんに驚きよう愕がくの表情を浮うかべるフィノ。その反応に、なんだかつい、意地悪したくなって。

「台所とか、風ふ呂ろ場ばとか、トイレとか……ま、なんたって、１匹ぴき見み掛かけたら20匹はいるって言うしな、ゴキブリアは」

「～っっっ!!!!!!!!!!」

　ラウルがしれっと口にしたその言葉に、フィノが声なき悲鳴をあげた。

　そのままラウルの服にぎゅうっとしがみつくなり、少女はすがるようにして、半泣きの顔をラウルへと向けてくる。

「やだっ……怖こわいっ……ラウルうっ……お前、慣れてるんだろっ……」

　瞳ひとみに涙なみだをにじませ、上目づかいにじっとラウルを見つめてくるフィノ。

「……お願いっ……やっつけてっ……」

「っ……」

　自信にあふれたいつもの調子とはまったく違ちがう表情に、保護欲みたいなものを思いきりくすぐられて。……ついでに、少女のＴシャツの襟えりぐりから直視してはいけないものが見えそうになって、ラウルはあわてて頷いた。

「べ、別にいいけど……おい、なんか、いらない本とか紙とか無いのか？」

「あ、新聞でよければ、そこの押し入れの中に」

「ああ、上等……ってお前、新聞なんて取ってるのかよっ!?」

　思わずラウルが声を上げると、フィノが不思議そうに首を傾かしげる。

「え、当たり前だろ？　めまぐるしく変化する社会情勢の中でうちのようなお店が生き残るためには常にアンテナを高くしておかなければいけないからな。ちなみに、最初の一ヶ月は無料キャンペーン期間中だ」

「…………」

　……なんだかすっげえ負けた気分で、ラウルはフィノに渡わたされた新聞をくるくる丸めた。即そく席せきの得え物ものを構えると、気を取り直して、壁かべ際ぎわに張り付いたまま微び動どうだにしない小さな黒い生物へと近づいていく。

　息を押し殺して見守るフィノの視線を感じながら、ゆっくり、ゆっくりと歩を進め。そっと、そっと、新聞紙を、振りあげて……。

「あああああああああっ!!!!!!」

　その瞬間。

　不意に動き出した《それ》はまたたくまに、ベッドと壁の隙すき間まへと姿を消した。

「…………あ」

　気まずい気持ちで振り返ると、そこにはＴシャツの裾を握りしめながら、超ちようがつくほどの涙目で恨うらめしげにラウルを見つめるフィノの姿。

「ラウルぅぅぅ……」

「い、いや、その……とりあえず見えなくなったから、結果オーライってことで……」

「無理っっっ!!」

「……だよな」

　……はい、分かってました。

　首を捻ひねりつつ、ラウルは困ったように頭を搔かいた。

「うーん、殺虫剤ざいでもあればいいんだけど」

「サッチュウザイ？」

「部屋の中に置いとくと、ゴキブリアがいなくなるんだよ。ま、お前風に言えば、悪魔を封じるためのアイテムってとこ」

「な……」

　その瞬しゆん間かん、ものすごい勢いでラウルににじり寄って。胸むなぐらを掴つかまんばかりの剣けん幕まくでフィノが口を開く。

「そ、そのサッチュウザイとやらはどこで手に入るんだ!?　どこのダンジョンに眠ねむってるんだっ!?　どんな伝説の神しん獣じゆうが守っているんだっ!?」

「いや……普ふ通つうに街で売ってるし」

「っ……!?」

　その瞬間。

　なんだか期待に満ちたまなざしで、フィノがラウルをじっと見つめた。







　一いつ張ちよう羅らのパーカーの裾を凜り々りしく揺ゆらして。

　まるで戦場に赴おもむく兵士のような表情で、フィノが重々しく口を開いた。

「い、行くぞ」

　だが、言葉とは裏腹に、少女はなかなか動かない。買い物カゴを抱かかえたまま大きく息を吸い、手にした茶ちや封ぶう筒とうを眺ながめ、カゴの中の殺虫剤を一いち瞥べつし、また深呼吸して……。

「お前……もしかして、買い物初めてなのか？」

　ラウルの問いに、がちがちに緊きん張ちようしたフィノがこくりと頷うなずく。

「自分のお金を手に入れたの、これがはじめて……。お客さんとしてお店に入ったのも、はじめてで……」

「……でも、会計なんて、いつもやってることだろ？」

「そうだけどっ……でも、お客さんと店員とじゃ、ぜんぜん違うっ！」

　ふるふると頭かぶりを振ふって、フィノが不安げに口を開いた。

「なあ、ラウルっ、大だい丈じよう夫ぶだよなっ？　ちゃんと買えるよなっ？　お前には売らないとか、そういうこと言われたりしないよなっ!?」

「……なんなら、俺が代わりに買ってやろうか？」

　思わずラウルが申し出ると、フィノは迷うように瞳を揺るがせ……けれど、やがて決意したように首を振った。

「……いや、自分で買う。見てろよ、完かん璧ぺきな買い物してみせるから……！」

　そう言い放つと。買い物カゴを抱えたまま、少女は今度こそ本当に、レジへと近づいていった。

　ため息をひとつつくと、ラウルも後に続く。

「あ、う……お、おねがいしまっ……」

　どもりながらカウンタにカゴを置くフィノに向け、にっこり微笑ほほえみかける雑貨屋のおばちゃん。

「いらっしゃいませ。メンバーズカードはお持ちです？」

「え、あ、えと……その……持ってな……」

「お作りします？」

「そ、その、ええとっ……ど、どうしよ、ラウルっ？」

　おばちゃんの華か麗れいな先制攻撃。助けを求めるように振り返ったフィノを見下ろして、ラウルが頭を搔いた。

「……ま、アパートから近い店だし、作ってもいいんじゃねえの？」

「わ、分かった！　じ、じゃあ、お願いしますっ！」

「はい。じゃあ、こちらの用紙に記入してね」

　おばちゃんが引きだしから取りだした紙とペンを手にして、カウンタに張り付くフィノ。なんとなく、ラウルもその手元を覗のぞき込んでみる。

「ええと、フィノ・ブラッドストーン……」

　相変わらずきれいな字でペンを走らせるフィノに、あらためて感心して。

「職業、魔……」

「うあああああああ!!!!!!」

　……相変わらずアホ全開な魔人に、あらためて絶望して。ラウルは思わず、横からそのペンを奪うばい取った。

「な、なにをするっ!?」

「なにをする、じゃねえよ！　お前自分の状じよう況きようわかってんのかよ!!」

「……でも、ラウル。こういうとこにウソは書いちゃいけないんだぞ？」

　ラウルを見上げ、諭さとしつけるような口調で手を差し出すフィノ。

「ほら、返して？」

「うっ……」

　……悔くやしいけど、正論だった。つい言葉に詰つまるラウルの手からペンを受け取ると、フィノが再び記入を再開する。

「職業、魔法道具販はん売ばい店勤務（アルバイト）、っと」

「あ……」

「えと……これで……いいのか？」

　おばちゃんに用紙を差し出すフィノを尻しり目めに、ラウルはつい心の中で言い訳してしまう。いや、だって俺、てっきりまた、魔人だとか魔王の世よ継つぎとかよけいなこと書くかと思って……くそう。

「はい、こちらが当店のポイントカードです。なくさないでね」

「あ、ありがとうっ！」

「じゃあ、お会計は一点で、７９８ゴールドですね」

「な、ななひゃくきゅうじゅうはちゴールドだなっ！」

　大きく頷きながら、お金を出そうとしたフィノが給料袋ぶくろを思いきりひっくり返した、その瞬間。

　……つい、勢い余って。

「～～～～～っっっ!!!!!?」

　封ふう筒とうからこぼれ、盛せい大だいな音を立てて床ゆか一面にばらまかれた小こ銭ぜにと、まるでこの世の終わりみたいな表情を浮うかべる魔ま人じんの少女。

　半泣きになりながら、フィノがあわてて、床のうえに這はいつくばった。







「……いろいろあったけど、ちゃんと買えて良かったな」

　涼すずやかなドアチャイムと共に閉まる雑貨店のドア。歩道の石いし畳だたみへ踏ふみ出しながら、ラウルはかたわらの少女へと声を掛かけた。

　けれども、返事はなく。思わずラウルが顔を向けると、隣となりを歩く少女はうつむいたまま、じっと腕うでの中の紙袋を見つめていた。

「どうした？　……まさか、さっきのドジ、まだ気にして……」

「…………買えた」

　不意に、フィノがぽつりと呟つぶやく。

「？」

「オレ様が稼かせいだお金で、モノが買えた……」

　怪け訝げんな表情をするラウルの前で、フィノがとつぜんがばっと顔を上げた。

「なあラウルっ！　これって、すごいことだと思わないかっ!?」

「……はぁ？」

「だからっ！」

　もどかしげに首をふると、大きな瞳ひとみをぱちぱちさせ、すっかり興奮したようにフィノが言い募つのる。

「オレ様さ、別に誰だれかのために働いてるわけじゃない。……そりゃ、お客さんに喜んでもらえれば嬉うれしいけど、オレ様の目的はあくまで生きてくのに必要なお金稼ぐためでさ、自分のために働いてるんだよ。それって、みんなもきっとそうだと思う。ラウルも、店長も、さっきのおばちゃんもさっ！」

「……それが、どうしたんだよ？」

　……こいつ、いきなり、なに当たり前のこと言いだすんだろ。

　きれいに整備された街路樹の下を、肩かたを並べて歩きながら。あきれたような顔をするラウルの前で、けれどもフィノは大おお真ま面じ目めに話を続ける。

「でも、そのお陰かげでお客さんは欲ほしいモノを買うことができる。そして、お客さんのお金がオレ様の給料になって、オレ様も他の店でモノを買う。そうやってオレ様が買ったモノって、もしかしたら、うちの店で買い物したお客さんが作ったモノかも知れないだろ？」

「だから、それが、いったいなんだって……」

「もうっっっ！　だからさっ……ほら、見ろよっ！」

　小こ柄がらな身体からだをひるがえしてラウルの前に歩み出ると、フィノは細い腕を思いきり伸のばして、通りの両側に建ち並ぶいろんな店々を示した。

「仕立屋はお金のために服を作るし、パン屋はお金のためにパンを焼く。誰かのためじゃなく、自分のためにだ。でも、そうして作られた服をオレ様たちは着てるし、そうして焼かれたパンでオレ様たちは腹を満たすんだ。お金を通じて、みんな自分の労働で他人の労働を買ってるんだよ！　人間の社会って、そうやって成り立ってるんだ。つまりさ……」

　つたない説明を、一生懸けん命めいに。熱を帯びた口調でまくし立てながら、フィノがラウルを見上げた。




「みんな自分のために働いてるのに、それが他のみんなの役に立つんだよ！　これって、ほんとにすごいシステムだと思わないかっ!?　いったい誰が考えたんだよ、こんなこと！　人間って、ほんとすごいなっ！」




　きらきらと目を輝かがやかせ、何度も何度も「すごい！」と呟くフィノ。

　──不覚にも、ラウルは目からウロコが落ちる思いがした。

　働いて、金を稼いで、モノを買って……それはラウルにとって当たり前のことで、これまで深く考えたことなんてなかった。でも、それぞれが自分のために働くことが集まって、自分たちの豊かな生活が成り立ってることに気づくと、確かに……フィノの言うとおり、なんだかそれが、とてもすごいことのように思えてくる。

　……まったく、と、ラウルは思わず目を細めてしまった。この魔人の少女ときたら、馬ば鹿かなようで鋭するどいし、見てないようで、誰よりもしっかり物事を見てるのかもしれない。

「なんか、やっと実感出てきた……これが、オレ様の労働なんだなっ……！」

　紙袋をぎゅっと愛いとおしげに抱だきしめ、こらえきれないようにふふっと笑うフィノ。

「なあ、ラウル！　オレ様、もっと買い物したい……っ！」

「……よおし」

　そんな風にはしゃぐ少女の姿を見てると、なんだか、ラウルまでわくわくしてきて。

「せっかくだし、マーケットでも行くか！」

　ラウルがそう提案すると、フィノは嬉しそうに「うんっ！」と頷うなずいた。







「…………っ！」

　背の高い石造りの建物に挟はさまれた、暗くて狭せまい谷間みたいな路地を抜ぬけて。とたんに開けた光景に、フィノがきらきらと目を輝かせた。

「すごいっ！」

　心ここ地ちよい春の昼下がりの陽気の中、左右どちらを向いても見み渡わたす限かぎり並ぶ屋台やテントと、その間を埋うめつくすような人の群れ。ざわめきと活気にあふれた喧けん噪そうのなかで、色とりどりの色しき彩さいが視界へとおしよせてくる。

　かごやタルにこぼれんばかりに盛られた野菜や果物と、それぞれに添そえられた手書きの値札。ガラスの瓶びんにぎっしり詰め込まれたキャンディや焼き菓が子し、軒のき先さきで湯気を立てるタルトや大おお蟹がにのパイ。鮮あざやかな色づかいが目を引くユニティア産の絹織物の山や、エルム輝き銀ぎんの細工もの。ひとかけらで家が買えるほどに高価な《天てん人じん》が住まう東の島国の七色に輝く石。大小様々の壺に満たされた、甘い匂においを放つとろりとした琥こ珀はく色の液体。店先の石畳にじかに積まれたぱんぱんにふくらんだ麻あさ袋ぶくろの山。どこからともなくただよってくるあぶり肉の匂いが、唾だ液えき腺せんをきゅうっと刺し激げきする。

　それぞれ色も形も大きさも違ちがう店々の布幕の下には、ありとあらゆる商品が並べられ、店主たちが競い合うように声を張りあげていた。にぎわう人々の頭上には幾いく重えにも張りめぐらされた無数の旗が風にはためき、そのはるか向こうに、エヴァレッド連合王国の中心たるエクスレディア城の姿。

　王都を十字に走る二本のメインストリートの交点。中央広場の東側に広がる自由市場マーケツトは平日にもかかわらず大盛せい況きようで、活気ある人ひと混ごみを眺ながめていると、不ふ況きようなんてどこか別の世界の話のように思えてくる。

「きゃっ！」

「っ!?」

　小さな悲鳴を上げるフィノのかたわらを、深緑色の小型竜りゆうが引く荷車がかすめていく。あわててフィノの服を掴つかんで引き寄せ、ラウルがたしなめた。

「……ったく、よそ見してると竜車に轢ひかれんぞ？」

「なあ」

　けれども、フィノはあやうく自分を轢きそうになった竜車の後ろ姿を指しながら、不思議そうに声をあげる。

「前から思ってたんだけど、どうしてお前ら、わざわざ竜なんかに車引かせてるんだよ。車だって、マジックアイテムにすれば良いじゃないか」

「……どうやって動かすんだよ」

　あきれたような半眼で、ラウルが答えた。

「人が乗れるくらいの車を動かすのに必要な《消費魔力》は最低でも40キロＷワルトって言われてる。人間の平均《魔力量》は５キロバイルだし、どう考えても足りないだろ」

「きろ……わると？　きろばいる？」

「……ああ、お前ら、そういう計算知らないのか」

　不思議そうに訊きき返され、ラウルが困ったような顔をする。

「１キロバイルってのは、《消費魔力》が１キロＷワルトの……そうだな、こないだお前が壊こわしたドライヤーと同じレベルのアイテムを１時間動かすのに必要な《魔力量》のこと。つまり《魔力量》が５キロバイルの人間は、ドライヤーなら５時間使えて、その場合の《魔力出力》は10Ａアンペイルで、普ふ通つうは50Ａアンペイルを超こえると《ブレーカー》が……」

「わっ、ねえ、ラウルあれなに？　ほら、あそこの青いやつっ！」

「…………」

　ま、良いか、と心の中で呟きつつ、ラウルはやれやれと口を開いた。

「おい、はぐれるなよ。ちゃんとついて来……」

　言いかけたラウルの言葉は、しかし、そのまま途と切ぎれてしまう。

　ラウルの目を奪うばったのは、たまたま通りがかった一いつ軒けんの屋台だった。軒のきに掲かかげられた武器商の金属プレート。布張りの展示台には幾いく振ふりもの剣けんが展示されていて、そのうち一本に、ラウルの視線が吸い寄せられる。

「アプリアのｉソードシリーズっ、しかも人気の３ｒｄモデルっ……」

　抜き放たれた剣の輝くような刀身。長さといい、幅はばといい、とても使いやすそうなサイズで、はっと目を引く漆しつ黒こくの柄つかがカッコいい。鞘さやの右下にワンポイントで刻まれた、欠けた月をかたどったロゴがまたクールで……。

　この不況で倒とう産さんしたものの、洗練されたデザインとシンプルな使い勝手の良さが売りのアプリア社は、老舗しにせインペリアル社と並んで多くの勇者に愛用されてた人気メーカーだ。……まだ自分が勇者になることを信じて疑わなかったころ、来きたたるべき将来に備えて武器防具カタログを集めては眺めまくっていたラウルは、ファッションブランドはまるで知らないかわり、武器ブランドにだけはやたらと詳くわしかった。

　あれ装備したら、めちゃめちゃ決まるだろうなあ……。

　店の備品の、とても武器とは呼びたくないようななまくら剣を思い出してため息をつきつつ、値札を眺めたラウルは思わず目を丸くした。

　──って、10万ゴールドっ……!?

　こういうプロ仕様の剣は、《魔力出力》に耐たえるためかなりの手間を掛かけて鍛きたえられてる。ひと昔前なら、最低でも２００万ゴールドはしたハズなのに、そりゃあ武器会社も倒産するワケだよなと、ラウルは変に納なつ得とくしてしまう。

　もちろん、自分の収入を考えれば10万だってかなり高いけど、それでも無理すれば買えなくもない。勇者になれなかったいまとなっては必要ないかも知れないけど、そろそろ新しい剣を買うのも悪くないなとラウルは思った。物ぶつ騒そうな世の中だし、フィノを狙ねらう元勇者たちのこともあるし……って！

「フィノっ!!」

　とうとつに、フィノのことを思い出して。我に返ったラウルがあわてて周囲を見渡すと……思ったとおり。

　……いつの間にか、フィノの姿は、どこにも見当たらなくなっていた。







「フィノ！」

　叫さけぶはしから人々の喧噪に飲まれてしまうラウルの声。しかしそれでも諦あきらめず、少年はまた精せい一いつ杯ぱいの声を張り上げた。

「フィノ！　フィノ!?」

　あふれるような人混みをせわしなく見渡しては、フィノの銀色の髪かみとフード付きパーカーを探す。しかし、それらしい少女はまったく見当たらない。

　先に行ったのかと思いながら歩を進め、もっと先かと進んでは、もしかして追い抜いてしまったんじゃないかときびすを返し……そんなことをいくどもいくどもくり返しながらマーケットを右往左往して、けれどもやっぱり、フィノはどこにもいなくて。

　なすすべもなく時が経たつにつれ、ラウルの中で焦あせりが募つのっていく。

　マジックアイテム技術の発達による王都圏けんと辺境との、とてもいびつな文明格差。アイリがこの間言っていたように、ここ十年ほどで人口が数倍に膨ふくれあがった王都は、魔界崩壊不況ですっかり治安が悪化していた。王都周しゆう縁えん部に広がる新興スラムほどではないにしろ、マーケット周辺もけっして安全な場所とは言えない。……ましてや、フィノは狙われているのだ。

　通りの端はしにたむろする、武装したガラの悪い男たちの集団に、ラウルは思わずどきりとした。

　大だい丈じよう夫ぶ、と、ラウルは自分に言い聞かせる。あいつだって小さな子どもじゃないんだ。あれで意外にしっかりしてるし、すばしこいし、自分の身くらい自分で守れるハズだ。……でも。

　もしも、うっかり人気の少ない通りに迷い込んだら？　いきなり数人に囲まれて路地裏に引っ張り込まれたら？　変な店に入り込んで、そのまま拉ら致ちされてしまったら？

　胸に生まれた不安の種が、みるまに大きくなっていく。次々と頭に浮うかぶ最悪の結末。それを振ふり払はらおうとして、ラウルはまた息を吸い込んだ。

「フィ……」




「ラウルっ！　お前、そんなとこにいたのか!!」




　その瞬しゆん間かん。

　背後から聞こえたその声に、ラウルがふっと肩かたの力が抜けるのを感じた。

「フィノ！　……ったく、こっちの台詞せりふだよ。いったい俺がどんだけ探したと思って……」

　安あん堵どを隠かくすようにわざと不ふ機き嫌げんそうな表情を浮かべ、とがめるように言いながら、振り返って。

　……そのまま、ラウルは言葉を失った。




　──肩にはらりとこぼれた銀色の髪と、なめらかな薔ば薇ら色の頬ほお。品の良い真っ白なブラウスの襟えり元もとにしつらえられた大きなリボン。たっぷりフリルのあしらわれたワンピースから覗のぞく、ほっそりとした華きや奢しやな手足。

　ラウルの目の前で嬉うれしそうに微笑ほほえんでいるのは、いままで見たことがないような線の細い美少女だった。……いや。

「なんか、お店見てたらいきなり奥に引っ張り込まれてさ、お店のおねえさんにこれ着せられたんだ。どう？　ねえ、似合うっ？」

「って……フィノっ!?」

「なんだよ、ラウル。……オレ様の顔、忘れたの？」

　いたずらっぽく言いながら、どうやら……フィノ……？　らしい……その美少女が、ラウルの腕うでに飛びついてくる。

「……な、なんで着き替がえたままなんだよっ！」

　どぎまぎしつつラウルが声をあげると、フィノがふふんと鼻を鳴らした。

「なんだ、知らないのか？　武器や防具は買ったら装備しないと意味がないぜっていう、かの有名なことわざを！」

「……いや、どう見てもそれ防具じゃねえし」

「ラウルっ……買い物って楽しいなっ！」

　抱だきついたままラウルの二の腕に頬ずりし、幸せそうに目を細めるフィノ。ぴたりと身体からだを寄せてくる少女の無防備な首筋と、甘いミルクみたいな匂におい……なんだかむず痒がゆいような感覚が背筋を走って、ラウルはたまらず声をあげた。

「フィノっ、お前、そんなにくっつくなっ……っておい、いつの間にっ！」

「ん？」

「お前、いったいなにそんなに買ったんだよっ!!!!!?」

　怪け訝げんそうな顔をして離はなれた少女は、自分の両腕に提さげられたいくつもの袋ふくろをきょとんと見おろし、ややあって、得意げに胸を張る。

「ああ！　この服とか、木き彫ぼりの熊くまの置物とか、ペナントとか、コケシとか、壺とか、印いん鑑かんとか……あ、そうそう、財布も買ったぞ！　ほら見て！　ツチノコの革かわで作られた、幸運を貯める黄金の財さい布ふっ！」

「…………」
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　……ちょっと目を離した隙すきに、いろいろと残念な買い物をしてた。

　なんだかひどい頭痛を覚えて、ラウルは思わず頭に手をやってしまう。

「……お前、そんなに買って大丈夫なのかよ？」

「はっはっはっ、大丈夫！　給料きっかりだ！　オレ様の計算力を見くびるなっ！」

「……で、次の給料日までどうやって生活する気？」

「えっ？」

　そのとたん。

　……どこまでも脳天気なフィノのアホ面が、ぴたりと凍こおりついた。







　人ひと混ごみもやや落ち着いた、マーケットの端。

　相変わらずきょろきょろと辺りを見み渡わたしながら、それでも今度はちゃんとラウルの隣となりを歩きつつ、フィノがとつぜん声をあげて立ち止まる。

「あ、ねえねえラウルっ、あれ見てっ！　ほら、あれっ！」

　服の袖そでを引っぱられて足を止め、フィノが指す方へと顔を向け……ややあって、静かに訊たずねるラウル。

「……木彫りの熊の置物なら、さっき買ったんだろ？」

「でも、あそこのは魚くわえてるっ！　ずるいぞ！　あんなのを後だししてくるなんて卑ひ怯きようだ！　買い直さないとっ！」

「……おめーの給料ねえから」

　ラウルの冷静なツッコミに、ううっと詰つまるフィノ。そのまま容よう赦しやなく歩き出したラウルの隣を、フィノが無言でぱたぱたと追いかける。

　と。

　フィノが、またぴたりと動きを止めた。

「……なんだよ。今度はいったいなに見つけたんだ？　また熊か？　木彫りのドラゴンか？　それとも、先祖と対話できる壺かなにか？」

　あきれたように呟つぶやきながら立ち止まったラウルの鼻び腔こうを、ふわりとくすぐる香こうばしい匂い。

　フィノの視線の先にあったのは、緑色の屋根をしたクレープの屋台だった。

　鉄板の上で薄うすく広げられた生き地じはみるみるうちに色を変え、鮮あざやかな手て際ぎわでくるりと裏返される。その真ん中にひとかけらのバターが落とされ、てろんと溶とけた黄こ金がね色の上に振りそそぐ、きらきら光る砂糖の粒つぶ。仕上げにぎゅっと絞しぼられたレモンの、弾はじけるような香かおり。

　……ラウルのすぐ隣から聞こえる、ぐう、という、小さな音。

「…………」

　ちらりと目を向ければ、くるくると巻き上げられるクレープを、文字どおり食い入るように見つめるフィノの真しん剣けんな面おも持もち。

　……ったく。

　ため息をひとつつくと、ラウルはおもむろに、その屋台へと近づいた。

「すみません、そのクレープ、ひとつください」

「っ!?」

　そのとたん、驚おどろいたように大きな目をぱちぱちとさせるフィノ。屋台の主人から受け取った包みを手渡してやると、少女は戸と惑まどいの表情を浮かべたまま声をあげた。

「ラウルっ、オレ様っ、お金持ってないのにっ……」

「……いいよ。奢おごってやるよ」

「……ま、先せん輩ぱいだしな」なんて呟くラウルの言葉を聞いてもなお、フィノは迷っていたようだったが。

「くれえぷ……」

　……やがて、誘ゆう惑わくに負けたか。少女はおそるおそるといった様子で、まだ湯気を立てるクレープを、ぱくり、と頬ほお張ばった。

「っ……!!!!!!」

　その、瞬間。

「ラウルぅぅぅっ…………」

　クレープを握にぎりしめたまま、フィノがゆっくり、ラウルを見上げた。

「……すごっ……こんなの、はじめてっ……らうるぅ……どうしよっ……」

　──なんていうか、予想以上の反応だった。

「らうるぅ……んっ……おいしいっ……」

　少女の唇くちびるから洩もれる、吐と息いき混じりのうっとりした声こわ音ね。未知の快感に堪たえきれず紅潮する頬と、なにかを訴うつたえるようにラウルへ向けられた、とろんとした瞳ひとみ。あまりに色っぽすぎるその表情にどぎまぎしたラウルはつい、照れを隠すようにぶっきらぼうな言葉を放ってしまう。

「……ていうかお前、お金もないのにいままでなに食ってたんだよ？」

「食い物なら……店長に……食べさせてもらってた……」

「店長に!?　ま、まさか、店長の手作りお弁当とか!?」

　思わず食いつくラウルの前で、相変わらず夢見心ごこ地ちのまま呟くフィノ。

「パンの……耳……」

「……パンの耳？」

「うん……おっきなゴミ袋ぶくろいっぱいもらって、毎日、それ食べてた……」

　……その瞬間、なんだかひどくいたたまれない気持ちになって、ラウルはつい、やさしい目をしてしまった。……店長。必要以上に甘やかさない姿勢は立派だとは思うんですが、それはその、さすがに、どうかと……。

「あとは、ハトとか、あと、スズメとか……」

「っておい、ちょっと待て！」

　ラウルのツッコミに、ようやく我に返ったように。ぱちぱちとまばたきをしていたフィノが、クレープを握ったまま誇ほこらしげに胸を張る。

「パンだけだと栄養が偏かたよるじゃないか。大丈夫、ちゃんと火を通して食ってたぞ。なんかその、鳥インフルだっけ？　世間ではそーいうものが流は行やっているらしいからな。どうだラウル！　オレ様、ちゃんとまいにち新聞読んで……」

「そういう問題じゃねえよっ！　最近朝がヤケに静かだと思ったらお前の仕し業わざかああああっ!!」

　……なんかもう、いろいろと、すっかり諦あきらめて。思わず肩かたを落としたラウルの前に、とうとつに、なにかが差し出された。

「？」

　一いつ瞬しゆん、その意図が掴つかめず。ラウルが顔を上げると、クレープの向こうで瞳を輝かがやかせる、ふわふわワンピースをまとった可愛かわいらしい少女の微笑み。

「ねえ、ラウルもっ！　この、くれえぷっていうの、ほんと、すっごくおいしいんだぞっ！」

「…………っ」

「ほらっ……口、開けて？」

　とびきりの笑え顔がおと、期待に満ちたようなまなざし。

　……かなり迷った挙げ句、やがて、端はしっこの方を遠えん慮りよがちに、ほんのひとくちだけ齧かじってみて。

「……美お味いしいな」

　遠慮しすぎて、生地だけしか食べられなかったものの。でも、確かに。

　──そのクレープは、めちゃめちゃ美味しかった。







「今日はほんと、ありがとなっ！」

　アパートの古びた扉とびらの前で、フィノが笑う。

「サッチュウザイの設置までしてくれるとは、やっぱラウルはいいヤツだ。これであのおぞましい悪あく魔まは封ふう印いんされたわけか！　くく、他愛もない……」

「……効力は三ケ月って書いてあったぞ」

「えっ」

　一瞬、絶望の表情を浮うかべ……まあ、また買えばいいか、とぶつぶつ独り言を洩らすフィノを前に、ラウルは思わず宙を見上げた。

「ま、今日は特に予定もなかったし、別にいいけど……」

　言い訳みたいに呟くラウルの前で、フィノがとつぜん口を開く。

「ラウル…………目、閉じろ」

「へっ？」

「いいから早くっ」

「えっ……あっ……」

　言われるがままに目を閉じると、さらりという衣きぬ擦ずれの音と共に、少女が動く気配がして……ようやく思考が追いついて、ラウルはどきりとした。

　これって、その、もしかして……いや、そんなっ……でもっ……

　ゆっくりと近づいてくるその気配に、自然と鼓こ動どうが高鳴る。少女の唇の熱とやわらかさを想像し、ラウルが思わず唾つばを飲んだ、その瞬間。




　──ラウルの手に、なにかが押しつけられた。




「……？」

　……なんだか想像してたのとは違ちがう触しよつ感かん。目を開けると、手のひらになにか小さな紙かみ袋ぶくろが載のっていて。思わず顔を上げると、フィノが得意げに微笑ほほえんでいた。

「さっき、マーケットで見つけたんだ」

言いながら、はにかむように大きな蒼あおい目を細めるフィノ。

「……ほら、なんか記念になるようなもの買えってラウル言ってたろ？　だからこれ、やるよ。お前にはほんと、いつも世話になってるから……」

　いや、俺が言ったのは、お前の記念になるものって意味で……。

　そう言おうとして、でも、なぜだか言葉が出てこなかった。

　胸の奥底からわきあがるような、あたたかな感覚。体中に広がる感情のさざ波に、指先がじいんと痺しびれて。すっかり言葉を失うラウルの前で、フィノが照れたように口を開く。

「……まあ、たいしたもんじゃないし、安物だけど。でも、間違いなく本物だぜ？　まさか、あんなところにこんなレアアイテム売ってるとは思わなかった。……その……記念になると……いいんだけど……」

「フィノっ……お前っ……」

「……ラウル、開けてみて？」

「あ、ああっ……」

　フィノにうながされ、はやる気持ちを抑おさえつつ、紙袋を開けたラウルは。

　──次の瞬間、思わず呟いていた。




「……って、なんだこれ？」

　紙袋の中から転がり出てきたのは、なんだかよく分からないけれど、見るからにまがまがしいシロモノだった。全体的におどろおどろしい細工の施ほどこされた黒い金属のかたまりからは幾いく本ほんもの攻こう撃げき的なトゲが生え、その一部から、まるで血のように紅あかい鎖くさりが垂れている。

「ふふっ、聞いて驚くなっ！」

　怪け訝げんな面持ちを浮かべるラウルの前で、ふりふりワンピースに身を包んだままのフィノが、自信たっぷりに答えた。




「もう少しというところで魔王に倒たおされた勇者の毛もう髪はつ入りストラップだ！」

「ストラップだ！　じゃねえよ!!」




　全力で叫さけぶラウルに、フィノが得意げにふふんと鼻を鳴らす。

「これ、魔界ですっごく人気のアイテムなんだぞ！　持ってるとちょっとした人気者だ！　いやあ、まさか人間界に流出してるとは思わなかった！」

「流出させんな！　お前らんとこで自家消費しろおおおっ！　ええいっ!!」

　発ほつ作さ的に腕うでを振ふりかぶり、手にしたその物体を見事なフォームで壁かべへと投げつけようとして、しかし、ラウルは驚きよう愕がくの事実に気づいた。

「ていうかこれ、手から離はなれないんですけどっ!?」

「ああ、それ、呪のろいのアイテムだから」

　動どう揺ようのあまり変な声をあげるラウルに向かって、あっけらかんと言い放つフィノ。

「いったん装備すると肌はだ身み離せないんだよ。だから、ほら、いい記念になるかなと思って」

「なんの記念だよっ！　ていうかくそっ、本気で離れねえぞこれっっっ!!」

「はっはっはっ！　気に入ってくれたようで嬉うれしいぞっ！」

「このアホ魔人っっっっっ!!!!!!」

　……こうして。

　ラウルはレアアイテム、呪のろわれたストラップ（もう少しというところで魔王に倒された勇者の毛髪入り）を手に入れたのだった。








　第五章「勇者になりたかった俺と、魔王になりたくなかったあいつ」







「で、このマジックダスター、どこが不良品なんだ？」

「……さあ」

　不思議そうに訊たずねるフィノを前に、レジカウンタの中に所在なく転がるマジックダスターを眺ながめながら、ラウルがひどくゆううつな面おも持もちで呟つぶやいた。

「……お客さんの剣けん幕まくに押されて、聞き忘れた」

　──それは、朝イチの事件だった。とつぜん怒ど鳴なり込んできた灰色の髪かみの男がうちのレシート片手にさんざんわめき立て、不良品だと主張するマジックダスターを半ば強ごう引いんに返品していったのは。

　……ったく、情けないなとラウルは自じ嘲ちようする。久々の大クレームにすっかり震ふるえあがり、付属品の有う無むだけじゃなく、肝かん心じんの不良内容まで確認し忘れるなんてのはあるまじき失態だった。ほんと、自分はクレームに弱い。……ま、ちょうど品出しでレジカウンタを離れてたフィノに醜しゆう態たいをさらさず済んだのだけは、不幸中の幸いだったけど。

「マジックダスターなんだから、どうせゴミ吸わないとかなんかそういう理由なんだろうけど……どのみち、詳しよう細さい分からなきゃメーカーに返品もできないし、試ためしてみるしかないか」

　言いながら、マジックダスターから伸のびた蛇じや腹ばらのホースを持ち上げるラウルのかたわらで、フィノがぽつりと呟く。

「まさか、また変なモノが出てきたりして」

「……いや、いちおう大手メーカーだから、それはないと思うけど……」

　……エラーアイテムが吐はき出す《魔女の腕》。先日の悪夢を思い出して一瞬げんなりするラウルだったが、意を決してスイッチを入れてみる。

　──しかし。

　……なにも、起こらなかった。

　ラウルの手の中のマジックダスターは沈ちん黙もくを保ったままで、もちろんホースの先から《腕》があふれ出す気配もない。いちおう、万が一を覚かく悟ごしてすっかり身構えていたラウルが、ほっと安あん堵どの息をついた。

「……なるほど。そもそもまったく動かないってわけか」

「まあ、確かに不良品だな。これじゃお客さんも怒おこるわけだ」

「……正直、それくらいであそこまで怒らなくてもとは思うけど」

　恨うらみがましげに呟いたあと、やれやれと肩かたをすくめるラウル。

「ま、でも良いか。これで、メーカーに不良品の返品申しん請せいができ……」

　そう独りごちるラウルの言葉が、ふいに途と切ぎれた。

　その面おもてに、怪訝そうな色を浮かべて。

　……次の瞬間。




　マジックダスターを抱かかえたまま、ラウルの身体からだがレジカウンタから飛び出していた。




「ん、ラウルー、どこ行くんだ？」

「いや、違っ！　マジックダスターが勝手にっ！　……って、なんだこれ手が離れねえっ！　くそっ、また呪いのアイテムかよっ!?　……っわ!!」

　のんきなフィノの問いにうわずった声で叫び返して。すっかり動揺するラウルの身体はいつの間にか、マジックダスターを掴つかんだまま店てん舗ぽ入り口の扉を押し開けていた。

　外へと踏ふみ出したとたん、ラウルの目を灼やくまばゆい陽光。歩道と敷しき石いしの段差につまずいて勢いよくつんのめり、固い音を立てて石いし畳だたみを叩たたく靴くつの裏側。

「ラウルっ!?」

　あとを追うように飛び出して来たフィノを振り返った瞬間。

　ラウルの身体を、奇き妙みような感覚が包み込んだ。

「フィノっ……っわ！」

　まるで腹から下を抜ぬき取られたかのような不ふ穏おんな心ここ地ちに、思わず自分の身体を見下ろして……そのまま、ラウルは絶句してしまう。




　──身体が、宙に浮ういていた。




　いや、正確に言うならば、ラウルが手にしたマジックダスターが、なんの支えもなく、宙に……って！

「いったいなんだよ、これっっっ!?」

　反射的に、ラウルは叫んでいた。

「マジックダスターが空飛ぶとか聞いたこともねえよ！　不良品にも程があるだろっ！　エラーアイテム滅ほろびろマジでっっっ!!!!!!」

　心こころ許もとなく宙を泳ぐ足。自重で伸びきった腕がいまにもちぎれそうで、じたばた足あ搔がきながら、ラウルはヤケになってわめき立てた。

「ちくしょうっ！　俺、会社になんて言われようがもう金こん輪りん際ざいこのメーカーの商品売らねえからなあああっ!!　だいたい俺、前からこのメーカー気に入らなかったんだよっ！　名前がダジャレだしっ、ロゴマークのデザインとか見てていらっとするしっ……」




『──魔王の子よ』




　とうとつに、ラウルの耳に響ひびいてくる、ひどく冷たく低い声。

　まだまだ言い足りないメーカーに対する恨み言ごとを途と中ちゆうで飲み込むと、ラウルはあたりを見み渡わたした。眼下に広がる正午前の寂さびれた裏通りにはまるきり人気がなく、声の主らしきものは誰だれもいなくて。代わりに、自分の身長よりも高い位置に浮かんだラウルに向かって、どうやったって届きっこない腕を必死に伸ばすフィノが、はっと面を強こわ張ばらせるのが見えた。




『こいつの命が惜おしければ、エコルク・ストリートの２番倉庫に来い。黄色い屋根の建物だ。──お前が魔王になると約束するなら、この少年は返してやろう』




「てめえっ、元勇者たちの……っ」

　声は、ラウルの腕の先……彼が握にぎりしめたままの、マジックダスターの本体から聞こえていた。ようやく罠わなにはめられたことに気づき、ラウルは怒いかりに身を震わせる。ったく、俺はなんて間ま抜ぬけなんだろう！

「ラウルぅっ!!」

　耳に届く、悲痛な叫び声。ようやく騒さわぎに気づいて建物から飛び出して来た人々がラウルを指さしているのが見えたけど、でも、そんなことはどうだって良かった。

　みるみる遠ざかってくフィノに向け、ラウルは大声で叫ぶ。

「俺は大だい丈じよう夫ぶっ！　大丈夫だからっ！　あいつらの言うことなんて聞くなっ！　すぐ店長に相談するんだっ！　絶対ひとりで来るんじゃねえぞ!!」

「ラウルっ！　待ってて！　助けに行くからっ……」

　叫び返すフィノの思いつめたような表情に、ラウルは焦あせりを覚える。

「ってこの馬ば鹿か!!　人の話聞けっ!!　いいか、まず店長に相談してっ……」

思わず怒鳴るラウルだったが、しかし、その声は既すでに、少女には届かない。

　──なすすべもなく宙を蹴けるラウルの足の、遥はるか下で。

　いつしかフィノの姿は、すっかり遠くなっていた。







　…………くそっ。

　いちばん最後に見た少女の泣きそうな表情を思い出し、ラウルはまた心の中で毒づいてしまう。

　魔ま法ほう灯にぬるく照らされた、窓ひとつない薄うす暗ぐらい倉庫。荒あら縄なわで両腕を縛しばりあげられ、口に猿さるぐつわを噛かまされ、石床ゆかに転がされて。自由にならない身体を捻ひねりつつ、ラウルは苦労してかたわらの男を見上げようとした。

　木製の丸椅い子すの上、鞘さやに収めた剣けんに上半身を預けるようにして背中を丸めるその男は、おそらく四十を少し回ったくらいか。ラウルと同じくらいの身長ながら、長なが袖そでシャツ越ごしにも分かる隆りゆう々りゆうとした筋肉や、頬ほおにうっすらと浮かぶ傷が、彼の歴戦を容易に想像させた。

　奥の部屋に、さらにもう何人かが控ひかえているのを、ラウルは先ほど目にしていた。年ねん齢れいも体格も違ちがえど、いずれもみな数多あまたの実戦をこなしてきたとおぼしき屈くつ強きような戦士たち。

　──元、勇者だったやつらなんだ。

　フィノの言葉を思い出し、ラウルは手足からすうっと血の気が引くのを感じる。それが本当なら、ひとりひとりがコンマゼロイチの難関をくぐり抜けてきた、とんでもない実力者たちのはず。

　フィノは俺の言うとおり、ちゃんと店長に相談しただろうか。あいつだって馬鹿じゃない。これだけの勇者を敵に回してたったひとりでどうにかなるだなんて考えちゃいないだろう。でも。

　……こいつらの目的は、フィノだって十分承知しているはずだった。

『……ラウルも、オレ様が魔王になった方がいいと思う？』

　あの夜。街灯の下で、寂さみしげな瞳ひとみを向けて呟いたフィノの言葉が、ラウルの脳のう裏りを過よぎる。

『だけど……なりたくないんだ……オレ様は、魔王には、なりたくない』

　……もしかしたら、とラウルは思う。もしかしたらフィノは、奴やつらの要求を飲むつもりかもしれない。あんなにいやがってた魔王に。……俺を、助けるために。

　……くそっ！

　まんまと敵の手に落ちた自分が腹立たしくて、ラウルはまるで自らを罰ばつするかのように縛られた両腕へ力を込こめた。肌はだに擦こすれ、ぎりぎりと食い込む荒縄の痛み。腹の底からこみあげる怒りに、目の奥が真っ赤になる。

　瞳を輝かがやかせ、人間ってすごいと言い放つフィノ。

　一生懸けん命めい努力して、お客さんの笑え顔がおに心を躍おどらせて、自分で金を稼かせぐことに感動して……いつだって、あんなに楽しそうで。

　──そんなフィノを、魔王なんかにさせたくなかった。

　……どうにかして、逃にげられないだろうか。考えをめぐらせながらラウルがかたわらの男を睨にらみつけた、その時だった。




「ラウル！　ラウルはどこだっ!?」




　倉庫の鉄扉とびらを乱暴に押し開ける音と共に、耳に飛び込んでくる声。

　反射的に首を動かし、そのとたん逆光に目を灼かれて、思わずまぶたを閉じながら、それでもラウルは、猿ぐつわの奥でその名を呼んだ。

　開け放たれた扉とびらの向こう、光を背にして浮かび上がる小こ柄がらなシルエット。弾だん丸がんのように倉庫の中に飛び込んで来たのは、すっかり見慣れた魔人の少女だった。けれども。

　──早すぎる。思わずラウルは歯ぎしりした。はあはあと肩で息いきをする少女が揺ゆらす銀色の髪かみと白いエプロン。制服姿のフィノはどう見たって取る物も取らず、さらわれたラウルをそのまま追いかけてきた様子で……店長に相談してきた様子など、みじんもなかった。

「動くな。……動けば、こいつを殺す」

　がらんとした倉庫を見渡し、石床のラウルの姿を認めたとたん駆かけ寄ろうとしたフィノを、いつの間にか立ち上がっていた見張りの男が牽けん制せいする。

　喉のどに触ふれる冷たく固い感かん触しよく。手のひらに汗あせがにじむのを感じながらラウルが視線を落とすと、突つきつけられた白い刃はが暗くら闇やみにうっすら浮かびあがる。思わず身体をすくませると、ラウルの背後で、扉が軋きしむ音がした。




「ほう、約束どおりひとりで来たようだな。偉えらいぞ、魔人のガキ」

　奥の部屋に控えていた男たちのうちのひとりだろうか。突き放すようなその声は、シニカルでひどく冷たい。見張りの男が僅わずかに身じろぎする気配を感じ、ラウルはきっとこいつが、この勇者崩くずれたちのリーダーなんだろうとおぼろげに察した。

　警けい戒かいするように、フィノが蒼あおい目をすがめる。

「貴様なんかに褒ほめられたって、ぜんぜん嬉うれしくない」

「ははっ、違いない」

　背後に数人の元勇者たちを従え、リーダーらしきその男は、床に転がされたラウルの脇わきを悠ゆう然ぜんと通り過ぎた。

　──…………っ!?

　刺さし貫つらぬくような男の眼光を目にした瞬しゆん間かん、ラウルの脳裏を過ぎる奇妙な既き視し感かん。けれども、居い心ごこ地ちの悪い感覚の正体までは掴つかめない。襟えりの高い黒服をまとった男は長身で、ラウルに剣を突きつけている人物よりはいくらか若く見えた。手足が長く、痩やせていて、そのせいだろうか、筋肉がついた肩かた幅はばが異様に大きく見える。

　フィノの少し前で足を止めるなり、後ろに続く男たちを片手で制して……小柄な魔人の少女を見下ろしながら、男はあざけるように口を開く。

「どうだ、決心はついたか？」

　背後の石床に転がるラウルを、親指で肩越ごしに示しつつ。

「お前が魔王になるというのなら、その少年は無傷で帰してやろう」

　言いながら、誇こ示じするかのように男がフィノに突きつけたのは──いかにも古めかしく、仰ぎよう々ぎようしい造りの、ひとつのペンダントだった。

　ごつごつとした鎖くさりの先に下がる、凝ぎよう縮しゆくされた闇やみのごとき漆しつ黒こくの石。その表面に血ち飛沫しぶきのように浮うかびあがる真しん紅くを目にした瞬間、フィノが驚おどろいたように表情を歪ゆがめた。

「それ、親おや父じのペンダントっ……なんでっ、どうしてっ、貴様らがっ!?」

「──《支配の血星石ブラツドストーン》」

　どこか焦ったような少女の言葉を、男はさらりと受け流して嗤わらう。

「お前たちの一族に伝わる魔王の象しよう徴ちよう……いや、これは《マジックアイテム》と言った方が正しいな。いちど発動させれば自分より弱いすべての魔人の精神を侵おかし、支配し、従属させる、お前ら魔人のマジックアイテム」

　その言葉に、ラウルは目を丸くした。そんな、魔人がマジックアイテムを使えるだなんて話、いままで聞いたことっ……！

「もっとも、発動には面めん倒どうな儀ぎ式しきが必要なうえ、とんでもない魔力量が必要だが……先代魔王に匹ひつ敵てきするほどの魔力を持つというお前なら、さぞかし優ゆう秀しゆうな魔王になるだろうよ。……なあ、そうだろう、レイド？」

「……レイド？」

　その名を耳にしたとたん、フィノがはっと表情を強張らせた。

　そんな少女の反応を面おも白しろがるように。口元を歪めたその男が首を回すと、彼の後ろに控えていた男たちの中のひとりが、おもむろに前へと歩み出る。

「……お久しぶりです、フィノ様」

　その瞬間、その場にたたずんだまま、ぼうぜんと息を飲むフィノ。ラウルも思わず、目を見開いていた。

　無造作に伸のばされた暗い灰色の髪。薄うすい眼ま瞼ぶたと、眉み間けんと目め尻じりに薄く寄った皺しわ。青年のようにも壮そう年ねんのようにも見える年ねん齢れい不ふ詳しようの顔だちは忘れようもない、今朝がた店にマジックダスターを持ち込んだあのクレーマーだった。

　だが、男がすっと肘ひじを持ちあげ、耳に穿うがたれたピアスをむしり取ったその瞬間、その身体からだに変化が起こる。灰色にくすんでいた髪が銀色に輝き、土気色だった肌から色が抜ぬけ落ち、暗灰色だった瞳の色が、目も覚めるような紅色に染まって──くそっ。

　どうして気付かなかったんだ！　ラウルは苦々しげに目を細めた。人間の魔力じゃ人を運ぶようなアイテムは動かせないとフィノに説明したのは他ほかならぬ自分だ。ましてや、人の身体を宙に浮かせるようなアイテムだなんて……そんな芸当ができるのは、魔人しかいないじゃないか！

　敵は元勇者たちだけじゃなかった。フィノがなんと言おうと、最初に襲おそわれた時点で店長に相談するべきだったんだ。自分の考えが甘すぎたことをラウルは後こう悔かいする。……けれど、もう遅おそい。

「……貴様ら、グルだったのか……！　どうりで人間のくせに、オレ様の正体知ってると思ったら……っ！」

　悔くやしげに声をあげるフィノの前で、男は鷹おう揚ように腕うでを組んだ。

「お前がまだ、魔王の城でぬくぬくと暮らしてた時からの付き合いでね……もっとも、先代魔王は忠実な腹心の、種族を越こえた交友関係までは知らなかったようだが？」

　肩かたをすくめ、男はひどく愉たのしそうに嗤ってみせる。

「俺たち勇者は真ま面じ目めに仕事してる証しよう拠こに、魔人どもの親指を切り落として国に持ち帰らなきゃいけない。数が足りない時は、こいつがどこからともなく魔人をかき集めてきたもんさ。お陰かげで俺たちは、わざわざ魔人を捜さがし回る手間もなく……まったく、なんとかと魔人は使いよう、だな？」

「レイド！　……それ、本当なのか!?」

「……魔人はもう、人間には勝てません」

　先ほど店に怒ど鳴なり込んできた時とはうって変わったように静かな声で、魔人の男は諦あきらめたように首を振ふった。

「以前から、私が申し上げている通り、フィノ様の……魔王の元に結束し、人間の勇者と手を組む以外、われわれ魔人が生き残る術すべはないのです」

「そうだ」

　嘲あざけるように、かつて勇者だった男が鼻を鳴らす。

「俺たちと手を組め、魔人のガキ。それが、お前ら魔人が生き残るための唯ゆい一いつの手段だ。俺たちの言うとおり人間に恐きよう怖ふを与あたえ、勇者の存在価値を演出するのなら、俺たちがお前らを守ってやる。──いままで通りな」

「!?」

　──いままで……通り？

　さらりと放たれた男のその言葉に、ラウルは思わず息を飲んだ。

「ラウル……」

　物言いたげなラウルの視線に気づいたか。フィノは眉まゆ根ねを寄せ、なにか言おうして口を開き、ためらうようにそれを閉ざして。けれども。

「……前に、こいつらが言ってた」

　──ややあって。ぽつりと呟つぶやくと。

　眼前の元勇者たちを軽けい蔑べつするように睨みつけ、フィノが、苦々しげに吐はき捨てた。

「こいつら勇者どもはさ、裏で協定結んでやがったんだよ。みんなして……誰だれも魔王を倒たおさないように、ってな」




　──その瞬間。

　ラウルの目の前が、真っ暗になった。




「当然の知ち恵えだと、言ってもらいたいな」

　まるで意識が宙に浮いたような、ひどく現実味の無い感覚の中。嘲あざ笑わらうような男の声が、どこからともなく聞こえてくる。

「マジックアイテムの進化のお陰で、俺たちはもう、魔ま王おうなんていつでも倒せたんだ。そのうえで、わざと生かしていた。魔王が倒されれば、俺たち勇者は用済みだからな。俺たちが魔王を保護するのは当たり前だろう？」

　耳の奥、頭の後ろを通り過ぎていく、かつて勇者だった男の言葉。

　──自分をとりまく世界が、価値観が、ぐるりとまわるような感覚。

　それまで信じていたもののすべてが崩れ去って。不意に、ラウルの喉の奥から、くつくつと笑いがこみあげてきた。

　……ああ、ようやく思い出した、とラウルは呟く。若くして数千の魔人を狩かり、数々の名めい誉よをほしいままにした辣らつ腕わん勇者ハッシュ・ファンク……俺、こいつの名前知ってたわ。ずっと、ずっと前から。

　──きっかけは、一枚のカードだった。いまではもうどこにやったかも判わからない『キラ勇者』カード。そこに描えがかれた勇者の、幼い自分がとてもクールでカッコいいと思った、冷たい、刺し貫くような眼光。

　……まったく、俺はほんと、なんて馬ば鹿かだったんだろう。

　身体を捩ねじり、猿さるぐつわの下でぼろぼろ涙なみだを流して笑いながら、ラウルはもうすっかり気づいてしまっていた。自分があんなに必死に勇者になろうとしたのが、けっして、人を救うためじゃなかったことに。

　誰もが憧あこがれる勇者の肩かた書がきと、それに付ふ随ずいする名誉、地位、金。

　……俺はただ、自分の欲を満たすために、勇者を目指してたんだ。




　それは、眼前で醜みにくく笑うその男と、なにひとつ変わらなかった。

　それがほんとに悔しくて、情けなくて、腹わたが煮にえくりかえるようで。あとからあとからあふれだすどうしようもない感情がラウルの横おう隔かく膜まくをうち震ふるわせ、滂ぼう沱だの涙となって頬ほおを濡ぬらす。




「……お前らさ」




　──そんな、ラウルの耳に。

　不意に飛び込んでくる、押し殺したような声があった。




「お前らさ、なんで、そうまでして、勇者にこだわるんだよ？」

　息を飲み、思わず顔を上げて。涙に歪むラウルの視界の中で、銀色の髪かみをした小こ柄がらな少女が、元勇者ハッシュをじっと睨にらみすえていた。

　あふれる感情を抑おさえつけるように声を震わせながらも、つとめて静かな口調で、少女は重ねて問いかける。

「人間の社会には、勇者以外にだっていくらでも仕事があるだろ？　なのにどうして、お前らはそうまでして、勇者にしがみつこうとするんだよ？」

「……はぁ？」

　てんで話にならないといった表情で、肩をすくめてみせる男。

「勇者ほど栄えい誉よに輝き、尊敬され、金になる仕事……こんなに素す晴ばらしい職業が、他にあるとでも？　まったく、馬鹿もたいがいに……」

「馬鹿は貴様らだ!!」

　せせら笑う男の言葉をさえぎって。小さな身体を震わせるようにして、フィノが全身で怒鳴った。

「貴様らはなんにもわかっちゃいない！　人間の社会で働いたお陰で、魔ま人じんのオレ様にだって分かったぞ！　人間はな、自分の労働で他人の労働を買うんだよ！　誰かの役に立つんだったら、どんな職業だって必要なんだっ！」

「はっ、なにを子どものようなことを……」




「……貴様らは、なんの役にも立ってない！」




　男に向かって堂々と指を突つきつけ、強い口調で言い放つフィノ。

「魔王を倒すふりして人間を騙だましてただけの貴様らは、なんの役にも立ってない。貴様らは人間の社会に必要ないんだよ！　……まあ、魔人のオレ様が言うことじゃないけどな」

　──そう、うそぶくなり。まっすぐ男を見み据すえたまま、フィノがおもむろに腕を組んだ。その面おもてに、まるで最初に出会った頃ころのようなあのまがまがしい笑えみを浮かべ、銀ぎん髪ぱつの魔人はひどく高こう慢まんな態度で鼻を鳴らす。

「でも、安心したぞ！　オレ様、ずっと人間ってすごいすごいって思ってたけどさ、貴様らもけっきょく、魔人とそう変わらないんじゃないか」

「っ!?」

　まるで人間に失望したかのようなフィノの物言いに、ラウルは思わず目を剥むいた。違ちがう！　違うんだ！　人間みんながこんな腐くさったヤツらじゃない！　こういうのは、くそっ、ごく一部でっ……！

「……分かってる。ラウル、大だい丈じよう夫ぶ。分かってるよ」

　だが、そんなラウルの表情に気づいたようにちらりと視線を投げ返し、フィノが面おも白しろそうに笑ってみせる。

「つまり、貴様ら人間の中にも、魔人みたいなヤツがいるならさ──逆に言えば、魔人だって、人間みたいに……働いて、生み出す者になれるってことだよな!!」




　──え……ちょ、なんだよ、その超ちよう理論っっっ!?

　想定の斜ななめ上をぶっちぎるフィノの発言に、思わず目を丸くするラウル。しかし……。




　……魔王の血を引くその少女は、相変わらず、全力で、大真面目だった。




　ふたたび顔を上げ、眼前に居並ぶ元勇者たちを睥へい睨げいすると。

　フィノは小柄な身体からだで胸を張って、堂々と宣言した。

「ふはは、残念だったな！　オレ様は魔王にはならない！　奪うばう者にはならない！　オレ様は人間みたいに働いて、生み出す者になるんだ!!」




　その瞬しゆん間かん、ラウルの喉のどに剣けんを突きつけている男が身じろぎするのが分かった。剣の切っ先が皮ひ膚ふに食い込む感かん触しよくに、ラウルは唾つばを飲みこんで……けれども。

　──それと、同時に。

　薄うす暗ぐらさと逆光のせいでいままで気づかなかったものの、倉庫に駆かけ込んだいちばん最初からずっと、フィノはなにかを背負っていたようだった。

　肩かた口ぐちで結ゆわえていた紐ひもをしゅるんと解ほどき、背中から下ろしたそれを身体の前に抱かかえ込むと、フィノはラウルに向けてにっと笑ってみせる。

「っ……」

　……ええと、もしかして、それは。

　フィノが掲かかげたその箱は、ラウルにとって、なんだかとても既き視し感かんのあるシルエットで。

　呆あつ気けにとられるラウルと、自信満々に箱をかざす少女の意図が読み切れずに困こん惑わくの体を見せる勇者崩くずれたちの前。

　フィノは抱えていた白い箱の上部に並ぶスイッチを、勢いよく押した。




「我が社の本部が送り込んだ秘密兵器、空気清せい浄じよう器の恐おそろしさを知るがいいっ!!」




　高らかに謳うたいあげたフィノが、手にした箱を投げつけた、その瞬間。

　箱の前後に開いた口から怒ど濤とうのごとくあふれ出す《魔女の腕うで》が、眼前に群れる元勇者たち目め掛がけ、すさまじい勢いで襲おそいかかっていた。







「なっ!?」「なんだっこの黒いのはっ!?」「ひぃっ！　服の中に入ってくるっ!?」「脱ぬがされるっ！　脱がされるうううううっ!!」




「ふはは、今回は特別に最初から最大出力にしてやったぞ！　これで貴様らも、少しは清浄になるがいいわっ！」

　慣れた調子でひらりと《腕》を避さけながら、勝ち誇ほこったように言い放つフィノ。

　薄暗い倉庫の中は、いまや狂きよう乱らんの渦うずに陥おちいっていた。混乱する勇者崩れたちの悲鳴と怒ど号ごうが、さして広くない空間の中幾いく重えにもこだまする。

　ラウルに剣を突きつけていた男は、その騒さわぎを見るやいなや、ラウルを置いて逃にげ出していた。身動きが取れないまま床ゆかに転がるラウルに、空気清浄器の魔手が伸のびる。顔を引きつらせ、自由にならない身体を必死に捩って逃げようとするラウル。だが。

　──その《腕》が、ラウルの身体に届くことはなかった。

　傍はたから見れば、まるで見えない壁かべに閉じ込められたように。元勇者たちを絡からめ取る《魔女の腕》が描くきれいな半球を見て、ラウルはいまさらながら思い出す。……ああ、そういやこれ、六畳じよう間用だったっけ。

「逃げるぞ、ラウルっ！」

　ぼんやりと触しよく手しゆのかたまりを眺ながめていたラウルがはっと顔を向けると、いつの間にか、すぐ目の前でフィノが片かた膝ひざをついていた。ラウルの頬に手を当て、エプロンのポケットから取り出したハサミで猿ぐつわを切り落とすと、フィノは手早くロープに切り込みを入れていく。少し力をこめれば、拘こう束そくははらりとほどけて……猿ぐつわを払はらいのけるなり、ラウルが声をあげた。

「……っぁ！　フィノっ!!!!!!」

　ようやく自由になった腕で目の端に残る涙を拭ぬぐいながら、堰せきを切ったように口を開くラウル。

「ありがとっ、フィノっ！　俺っ……」

「……礼を言うのは、まだ早いようだ」

　けれども、そんな少年を制してつと立ち上がるフィノのかたわらで。つられたように身体を起こしたラウルは、そのまま絶句してしまう。

　フィノの肩かた越ごしに、にやにやと醜い笑みを浮うかべる男の酷こく薄はくな顔。

　──ラウルをかばうようにして両腕を広げる少女の肩かたの上に、いつの間にか、魔ま力りよくを帯びて青く光る剣の切っ先があった。




　すっと顎あごを引き、男を睨め上げながら、フィノが苦々しげに呟つぶやく。

「もう抜ぬけ出してきたのかっ……」

「くくくっ。これでも、それなりに優ゆう秀しゆうな勇者だったもんでね？」

　たったいま《魔女の腕》をなぎ払ったばかりの剣を少女の首に突きつけ、口元を歪ゆがめてうそぶく男。……確かに、ラウルを放ほうり出して逃げ出したやつや、《腕》から逃のがれられず必死に応戦しているやつらとは格が違う。

「……なかなか面白い真ま似ねをしてくれる。どうやら、少しばかり甘く見ていたようだな」

「フィノッ！」

「……大丈夫」

　立ち上がろうとするラウルを後ろ手に制し、ゆっくりと応えるフィノ。

　剣を突きつけられてなお、フィノは気丈に眼前の男を見上げて。その声音にはっきりとした嘲ちよう弄ろうの色をまぶしつつ、少女は傲ごう然ぜんと言い放った。

「つまらない脅おどしはやめることだな！　貴様らの目的は魔王の復活──貴様に、オレ様を殺せるワケがない!!」

　その瞬間。図星を指された男の顔が激げつ昂こうに歪んだ。フィノの華きや奢しやな身体を弾はじくように突き飛ばすと、その後ろにたたずんでいたラウルめがけ、勢いよく剣を振ふり下ろす。

　だが。

「なっ!?」

　次の瞬間、辺りに響ひびいたのは、弾けるような鋭するどい金属音。

「俺だってな……」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべる男の前で、ラウルがにやりと笑った。




「俺だって、いちおう、勇者目指して割といいとこまで行ってたんだよ!!」

　そう言い放ちながら男の剣を弾き返したラウルの両手には、いつの間にか一振ふりの剣が握にぎられている。

　──ラウルをかばいながら、フィノが後ろ手にこっそり指し示したエプロンの下で、少女の細い腰こしに帯びられていたその剣。

　マジックショップ・レオン王都店の備品である防犯用のなまくら剣はラウルの手の中で、いま再び、魔法の光を帯びてまばゆく輝かがやいていた。




「なるほど、お前、勇者志望か……」

　元勇者だったその男は体勢を整え直すと、あらためて剣を構え直す。ラウルを見下ろす瞳ひとみが、軽けい侮ぶするように細められた。

「だが、結局勇者にはなれなかったんだな。……残念なことに」

「……ああ」

　素す直なおに頷うなずいて。だが、男の皮肉に、ラウルは逆に笑い返してみせる。

「でも、お陰かげで、てめえらみてえな腐った野や郎ろうにならずに済んだぜ！」

　──目の前の男は、ラウル自身だった。勇者が持つステイタスに魅み入いられ、欲に目が眩くらんだ愚おろかな存在。

「《出力上昇レイズ》！」

　刀身をなぞりながら、自じ嘲ちようを込めて心の中で吐はき捨てて。ぐんと輝きを増した剣を掲げた次の瞬間、ラウルは床を蹴けっていた。







　利きき腕を狙ねらって繰くり出したラウルの突つきは、男がわずかに腕を引いただけでいとも簡単に避けられてしまう。だが、それは想定内。手首をひねるなり、ラウルは逆手で剣を持ち上げた。もちろん、切っ先に力を載のせられるような体勢ではないけれど、魔法で強化された剣なら十分だ。

「《出力上昇レイズ》！」

　５０００Ａアンペイル！

　まばゆく輝く刃はが、男の腕をかすめる。

　瞬しゆん時じに飛び退すさり、自らの腕に滲にじんだ赤色を見やると、男は一瞬眉まゆをしかめた。しかし、すぐに身体を沈しずめたかと思うと、防ぎづらい下方から一いつ閃せんする剣。間かん一いつ髪ぱつで避けたものの、体勢を崩したラウルに向け、さらなる男の剣けん戟げきが襲いかかった。

「多少は、できるようだが……」

　剣を操あやつりながら、男が笑う。

「やはり所しよ詮せんは素人しろうとだな。たいした実戦経験もないお前ごときが、何千もの魔人を切り捨ててきたこの俺に勝てるとでも？」

「っ……！」

　……悔くやしいが、男の言う通りだった。優位だったのは不意をついた最初の一いち撃げきだけ。その後のラウルは男の攻こう撃げきをどうにかかわすだけで精せい一いつ杯ぱいで……そして。

　苦々しげに、ラウルは舌を打つ。……魔力が、早くも切れかけていた。

　ラウルの限界値、《魔力出力》５０００Ａアンペイル。通常ならば金属でも両断できるほどの魔法剣は、しかし、同じく魔法で強化された男の剣を叩たたき折るまでにはいかなかった。それどころか、少しでも出力を落としたとたん、こちらの剣が弾かれてしまうだろう。男の最大出力は読めないが、おそらくそれはラウルをはるかに超こえており、しかも攻撃の瞬間のみ最大になるよう、巧たくみに調整されている──。

　自分と男の間の、覆くつがえしようのない経験差。ラウルが持つ15キロバイルの《魔力量》では、５０００Ａアンペイルを保つことができるのはおよそ一分半。リミットが近づくにつれ、波が引くように輝きが薄うすらぎ、重みを増していくなまくら剣。狂くるったように高鳴る動どう悸き。焦しよう燥そうに目の前が霞かすむ。手のひらに心ここ地ちの悪い汗あせが滲にじみ、剣の先が震ふるえた。

　そんなラウルの動どう揺ようを察したか、男は口の端はしを持ち上げると、すっかり輝きが消えたラウルの剣に叩きつけるような剣戟を繰り出した。隙すきを突かれたラウルには、避ける間もない。

　激しく飛び散る火花。身体からだの芯しんに響くような重い衝しよう撃げきに、がくりと膝ひざが崩れた。剣は弾き飛ばされ、バランスを崩したラウルの身体が、石床へと投げ出される。

「ラウルっ!!」

「……大だい丈じよう夫ぶだ。大事な人ひと質じちを殺しはしない」

　フィノの悲鳴に重なるようにしてラウルの耳に届く、耳みみ障ざわりな嗤わらい声。

「だが……そうだな。見せしめに、その腕でも、貰もらうとしようか？」

　勝ち誇ったように、傲ごう岸がんな口調で言い放って。

　──ラウルの目に、燦きらめく男の剣が映った。







　反射的に目を閉じ、ラウルはぐっと歯を食いしばる。さらわれたのは俺のミス。腕くらいくれてやってもいい。でも、フィノだけは逃がさないと。

　絶対に、とラウルは思った。絶対に、フィノを魔王にはさせない。なにがあっても絶対だ。そうとも、絶対、ぜったいに…………ていうか。

　──…………ええと、さすがに、時間掛かりすぎじゃね？

　刹せつ那なに覚かく悟ごした衝撃と痛みは、しかし、いっこうに訪おとずれず。その代わり、まるでなにかが石床に叩き付けられ、からからと転がるような音がして。

　……きつくつぶった目を開けるなり、ラウルはおそるおそる、石床にへたり込んだままの自分の身体を見下ろした。

「あ……れ……？」

　隅すみから、隅まで。ついでに、両手を握って開いてみる。けれども。──なんとも、なかった。

　……鋭えい利りな魔法剣で切られた瞬間は、痛みを感じないとは聞いていたけれど。ラウルはぼんやりと思う。……どうやら、その噂うわさは本当らしい。と。

「なっ……？」

　どこからともなく聞こえてくる、戸と惑まどうような男の声。……そして。

「駄だ目めじゃないですか。無断でお店をカラにしちゃ」

　不意に頭上から、耳をくすぐるような甘くやわらかい声が落ちてきて。……正直、それはまったく、想定外で。

　思わず息を飲むと、ラウルは勢いよく顔を上げた。

　視界にまず映ったのは、ふわりと広がる栗くり色いろの髪かみ。ゆらりたゆたうスカートの裾すそと、真っ白なエプロン。

　ラウルが声をあげるのと、フィノが歓かん声せいをあげるのは、ほぼ同時だった。




「「店長っ!!!!!!」」

「売り場に戻もどったらふたりとも居ないんで、びっくりしちゃいましたよ」

　……いったい、どこから、いつの間に現れたのだろう。栗色の髪の美少女は眉まゆをしかめ、ため息なんかつきながら、ラウルを見下ろしていた。

「……ラウルくん、フィノちゃん。トラブルがあったらちゃんと報告しなきゃ駄目でしょう？　報ホ告ウ・連レ絡ン・相ソ談ウは、社会人の基本ですよ？」

「店長っ、でも、どうしてっ!?」

「スタッフを守るのは、店長のつとめですから」

　……正直、それはなんの説明にもなっていなかったけれど、ラウルが重ねて問う間もなく。

「そうそう、その通り！」

　すぐそばからもう一つ、聞き慣れた声がして。不意に何者かが、ラウルの腕うでを強く引っ張り上げた。

「ほれ、落とし物。ラウル君の剣ね。ささっ、ふたりとも、こっちこっち」

「副店長っ!!」

「えっ、副店長、今日はお休みのハズじゃっ……!?」

「……ふふ、そうなんだよ、お休みだったんだよね、うん。だからほら見て、このとおり、私服なんだ」

　ラウルの手に重い剣を押しつけると、青いチェックのワイシャツにジーンズという妙みようにラフな格好の副店長が、なんだかとても微び妙みような表情をする。

「ちょっとお客さんに連れん絡らくしなきゃいけない用事があってさ、書類取りに店に顔出したら、そのまま店長に拉ら致ちられて……いや、おれ、ぜんぜんＯＫだよ？　今日は取り溜ためたマジカルバスケの試合を観かん賞しようするつもりだったけど、お前らの方がだんぜん大事だし。うん、本当にさ……」

　……ぎこちなく呟つぶやく副店長の横顔に漂ただよう哀あい愁しゆうは、ラウルの気のせいだろうか。

「さて」

　副店長に引っ張られて後ずさるラウルの視界の中、店長がきびすを返しながら、突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者たちにすっかり戸惑った様子の男へと向き直った。
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「うちの可愛かわいいスタッフに手を出して、ただで済むとは思ってませんよね？」

「お、お前ら、いったい……」

　声をうわずらせて後ずさる男の姿に、ラウルは違い和わ感を覚える。いつの間にか、男の手から剣が消えていた。思わず視線をめぐらせれば、だいぶ離はなれた床ゆかの上に放ほうり出されたように転がる剣。──でも、どうして!?

「わたしはマジックショップ・レオン王都店の店長、セアラ・オーガストです」

　会え釈しやくしながら、店長がスカートの端を可愛らしくつまんでみせる。

「マジックアイテムをお探しの際は、ぜひ当店をご利用下さい。店頭に無い商品もお取り寄せいたします。もっとも……」

　──その機会は、当分先になりそうですけれども。

　そう言いながら微笑ほほえむ店長の手には、なにか小さな物が握られていて。ラウルが目をこらせば、それは一台の計算器だった。店長がいつも愛用してる、ポップなオレンジ色をした、手のひらサイズの魔まほ法う卓上計算器。

「あーあ」

　呆あつ気けにとられるラウルとフィノの前で、副店長が半眼で呟いた。

「……あいつ、詰つんだな。可哀かわい想そうに」

「ど、どういうことですかっ？」

「……セアラちゃん……店長は、魔ま法ほう構築の天才なんだ」

　思わず顔を上げるラウルの前で、副店長がぽつりと漏もらす。

「いや、まあ、最初に教えたのはおれなんだけど……店長ってば筋良すぎて、本来想定されてないようなアイテムでも《魔法領域》に手を加えて、ちゃんと使えるマジックアイテムにしちまうんだよ。常識覆くつがえすような、とびきり独創的なヤツをさ。そして、それ使うための《魔力量》も半はん端ぱねえ」

　……どこか、諦あきらめたような口調で。

「なんつーか、おれみたいな単なるＭＥとは違ちがって……いちばん最初にマジックアイテムを作った《アーキテクト・オブ・アーティファクト》こと《第一の勇者バイオス》にも匹ひつ敵てきするんじゃないかって思ってるよ。忠告するけどほんと、店長だけは怒おこらせない方がいい」

「はあ……」

　驚おどろきのあまり、ただ生返事するしかないラウル。

　一方の店長は、うろたえる丸まる腰ごしの男の前で栗色の髪をふんわりとかきあげながら、にっこりと微笑んで。

「あなたの刑けい期きがどれくらいになるのか、わたしが計算してあげますね？」

　うそぶきつつ、いくつもの数字の上にたおやかな指を滑すべらせ……最後に『＝』記号が記されたいちばん右下のキーに触ふれながら、よく通る声で言い放った。

「《等号エクアル》！」

　その、瞬間。

　計算器の小さな画面からあふれた光が、ラウルの視界を灼やきつくした







「あらあら」

　光の消えた魔法計算器を片手に、店長が可愛らしく小首を傾かしげる。

「……ええと、ごめんなさいね。久しぶりだから、加減が難しくって」

　相変わらず微笑みを浮うかべたまま、悪びれる様子もなく独りごちる店長の前で……ほんの一いつ瞬しゆん前まで男が立っていた石床が、すっかり消しよう滅めつしていた。

　白はく煙えんをくゆらせて散らばる、まだ熱を帯びた石の破は片へん。無残にえぐられ、すっかりめくれあがった石材を前に、ラウルの背筋を冷たいものが駆かけ抜ぬけた。

　怖こえっ！　店長まじ鬼おに怖えっっっ!!!!!!

　……真ま面じ目めに働こう、と、ラウルは決意した。一日三回義務づけられたレジ金チェックをこっそりサボったり、入荷商品の先入れ先出しを怠おこたるだなんてもっての外ほか。そして……たとえどんな事情があったにせよ無断欠勤や遅ち刻こくだけはしちゃいけないと、ラウルは固く誓ちかう。

　けれども、消え去った石床の上に、あるべき男の姿は見えず。……その、代わり。




「──この人間を、殺させるわけにはいきません」

　辺りに響ひびく、冷ややかな声。

　いったいいつの間に、《魔女の腕》から抜け出したのだろう。……いや、人間より遥はるかに強大な魔力を持つその存在は、そもそも、ただの一瞬でも囚とらわれていたのだろうか。かつて魔王の腹心であったというその魔人は、落ち着き払はらった様子で、元勇者の男から手を放した。

　間かん一いつ髪ぱつのところを魔人に救われた男は青ざめた顔のまま後ずさると、店長を指し、わめき声をあげる。

「レイド！　その女を倒たおせっ！」

　男の言葉に微かすかに頷うなずきもせず、魔人が腕をふるった。その瞬間、魔人の前に表れたまばゆい光こう弾だんが、まっすぐ店長目掛けて飛んでいく。

　だが、店長の反応も早かった。スカートの裾を翻ひるがえして身軽に避さける店長のかたわらに、破は裂れつ音と共に穿うがたれる深い穴。

「魔人……」

　軽かろやかな音を立てて床に降り立つと、店長がふっと嘆たん息そくした。

「あらあら、どうしましょう。まさか魔人さんまでいるとは思わなかったから、対魔人さん用のアイテムは持ってこなかったの。……困ったわ。この子だけで、なんとかなるといいんだけど」

　うそぶきながら計算器を構える店長の前で、魔人が再び腕を持ち上げて。……と。

「……おい」

　フィノとラウルの腕を掴つかんだまま、固い声で呟く副店長。

　店長とレイドの戦いに見入っていたラウルが我に返ると、いつの間にか剣けんを拾い上げた元勇者が、ゆっくりとこちらに近づいて来るのが見えた。

　目が合ったとたん、男はにやりと嗤わらう。

「さあ、大人しく、魔王の子を渡わたしてもらおうか？」

　先ほどの怯おびえはどこへやら。こつり、こつりともったいぶるように、男はゆっくりと歩を進めてくる。

　まずい、とラウルは思った。俺、もう、魔力が……。

「……なるほどねえ」

　しかし、次の瞬しゆん間かんラウルの視界に飛び込んできたのは、チェック柄がらをしたくたびれたワイシャツの背中だった。ラウルが目を丸くすると、ふたりをかばうように前に出た副店長が頭を搔かきつつ、気け怠だるげに口を開く。

「狙ねらいは魔王候補のフィノ君ってわけか。ってこたあやっぱ、店長が予想してたとおり、きさまは腐くされ勇者の一味ってことね。どうよ、当たり？」

「副店長っ、やっぱフィノの正体知ってたんですかっ!?」

「……あのなあ」

　思わず声をあげたラウルに、副店長があきれたように言葉を返す。

「いくらおれだって、新入りバイト君の履り歴れき書くらい見るっての。これでも副店長なんだから。……っと、そこの腐れ勇者君」

　ジーンズの腰に手を当てながら、元勇者を睨にらみつける副店長。

「まあ、店長の二に番ばん煎せんじだし、あんまし格好良くねえけど……てめえな、うちの可愛いスタッフどもに手を出すんじゃねえ！」

「………ほう」

　そんな副店長を一いち瞥べつし、元勇者の男は面おも白しろそうに鼻を鳴らす。

「ずいぶん威い勢せいがいいな。だが、見たところお前にたいした魔力は……」

「はは……おあいにくさま」

　細い目をさらに細めるようにして、副店長がすっと肩かたをすくめた。

「……こっちだってな、店長の割とマジメな顔見た時点で、ある程度の荒あら事ごとは予想済みなんだよっ！」

　そう、言い放つなり。

　ワイシャツのポケットからタマゴ大の黄色いボールを取り出すと、副店長はそれを、目の前の男に向かって力いっぱい投げつけた。

「なっ！」

　予期せぬ攻こう撃げきを、それでもどうにか避ける男。しかし、空から振ぶりしたボールが石床のうえで弾はじけ、中に詰まっていた液体があたりにまき散らされたその瞬間、湧わきあがる煙けむりが男の身体からだを一瞬のうちに覆おおいつくして。

「っ!?　ぇほっ！　げほっ！　っ!!　っはぁっ！」

「催さい涙るいマジックボールだ。防犯用のヤツ。店の備品な」

　煙の中から聞こえてくる、苦しげな男の嗚お咽えつ。効き目を確かめるように白煙の奥を覗のぞき込みながら、副店長がしれっと呟つぶやいた。

「店長に首根っこ掴まれながらも、どーにかレジから持ち出してきた。この中に入ってるペンキ、皮ひ膚ふに付くと三日は取れねえんだよな。前に使った時、片付けがすげえ大変だったわ」

「副店長っ！　すごい！」

「さすが副店長っ！」

　思わず歓かん声せいをあげるフィノとラウル。だが、副店長はふたりの腕うでをぐいと掴むなり、有無をいわさず出口に向かって走り出す。

「……いや、すまん。これ、実は単なる時じ間かん稼かせぎなんだわ。効力はせいぜい三分ってとこ。さ、いまのうちに逃にげんぞ！」

「でもっ、まだ店長がっ……」

「ああ、店長なら平気へーき！　それよか、お前らを危険に晒さらして店長怒らせる方が億倍怖……っ!?」

　しかし、その瞬間、頬ほおをかすめて飛んできた光球に、先を走る副店長がぱたりと足を止めた。副店長の赤毛が焦こげる匂においがラウルの鼻をつく。

　いつの間にか、店長と魔人との戦いが場所を移していた。──しかも、ちょうど倉庫の入り口付近の、たったひとつしかない扉とびらの前に。

　絶え間ない破は砕さい音とともに、床ゆかに壁かべにと容よう赦しやなく穿たれる痕あと。高出力の光弾が飛び交かう戦場を無傷で通り抜けることなど、どうしたってできそうもない。

　助けを求めるように店長へ視線を投げる副店長だったが、魔法計算器を片手に息を弾はずませる少女に、こちらを顧かえりみる余よ裕ゆうはとてもなさそうだった。

「あー……ダメだ。こりゃ、とても逃げらんねえな……」

　先ほどの威勢はどこへやら。ぽつりと洩もらした副店長はややあって、硬かたい表情のままぽんとラウルの肩に手を置く。

「……えーと、ラウル君。先に言っとくけどおれ、戦せん闘とう力皆かい無むだから。ほら、ＭＥってのはさ、争いごとを嫌きらう人種の集まりなんだよ。うん。元ＭＥになんか期待しちゃあいけない。……ということで、ここはひとつ、元勇者志望のラウル君に任せたいんだけど、どうだろう？」

「……すみません副店長。俺っ、もう、魔力がっ……」

　反射的にそう口にして。……けれども。

　戦闘経験のない元ＭＥの副店長と、覚かく醒せい前とやらでまだ魔ま法ほうが使えない華きや奢しやな少女を交こう互ごに見やり、ラウルは大きく頭かぶりを振ふった。

　両手でぎゅっと握にぎり直した剣はひどく重く、曇くもった刃はは頼たよりないけど、でも、戦えるのは俺しかいない。……それに。

　あいつは、あの元勇者はどうしたって、俺が倒すべき相手だった。




「……いや、俺、戦います。やってみます。ふたりは下がってて下さい」

　迷いを振り切るように、強い決意を込めて言い放つラウル。

　と。

　それまで考え込むように黙だまっていたフィノが、とうとつに顔を上げた。

「副店長！」

　副店長の肩へ手を伸のばし、精せい一いつ杯ぱいに背せ伸のびして。耳元に口を寄せた少女の囁ささやきを耳にしたとたん、副店長が目を丸くした。

「え……そんな、フィノ君！　おれ、そんなのやったことないし！　ていうか、そもそも聞いたこともねえし！」

「いちばん簡単なやつでいい!!」

　動どう揺ようする副店長の前、フィノがひどく真しん剣けんな口調で言い募つのる。

「こう、ぐるっと一周させる感じで……あとはスイッチさえあればいい！　なあ、迷ってるヒマなんてないって！　早くしないと、あいつがっ……!!」

「…………っ、分かった、分かったっ」

　そんなフィノのひたむきさに、ついに根負けしたかのように頷いて。副店長がとつぜん、剣を握るラウルの方へと向き直った。

「なっ……!?」

「……はいはい、ラウル君ストップー。そのままそのまま。動かないで」

　いきなり手のひらを突つきつけられ、思わずびくりと身体を引いてしまうラウル。呪じゆ文もんみたいな副店長の呟き。目の前で揺ゆれる腕と、真剣なまなざしでそれを見つめる魔人の少女。

　やがて副店長が身を引きながら、ぱちんと軽く指を鳴らした。

「ほれ、フィノ君、完成だ。左手がスイッチな」

「ありがとっ！　……というわけでラウル、左手出せっ！」

「へっ!?」

　なにがなんだかまったく分からずに。立ちつくすラウルの左手を覆うようにして、フィノの手のひらがふわりと重ねられた。

　剣を握るラウルの手の甲こうをくすぐり、そっと指の背をなぞっていく少女の指先。あまりにもやわらかく、あたたかなその感かん触しよくに、思わず背筋がぞくりと伸びた。

「フィノ、お前っ、いきなりなにをっ……」

　一いつ瞬しゆんで熱を帯びるラウルの頬。動揺を押し隠かくすようにラウルが抗こう議ぎの声をあげた──その時だった。




　触ふれられた手のひらから不意に流れ込む、とても熱い感覚。

　身体の奥底が震ふるえるような、ほとばしるようなエネルギーの奔ほん流りゆう。頭のてっぺんからつま先まで、あっという間に、ラウルの身体が弾けるような熱さで満たされていく。

「なっ……なんだこれっ!?」

「なんだ、まだ分からないのかよっ？　つまりさ……」

　とつぜん自分の身体を駆かけ巡めぐりはじめた未知のエネルギーにすっかり困こん惑わくするラウルの前で。

　銀色の髪かみを揺らしながら、フィノがにっと笑った。




「ラウルを、マジックアイテムにしてもらったんだ!!」




「って、はああああああああああああっっっっっっ!!!!!?」

　ぽかんと口を開けるラウルの前で、フィノが自信満々に親指を立てる。

「空気清せい浄じよう器と同じだ！　マジックアイテムさえあれば、まだ魔法が使えないオレ様でも魔力が使える！　オレ様の魔力で戦え、ラウル！　負けるんじゃないぞ！　ファイトっ！」

「てめっ、なに勝手言いやがるっ！　おいこらフィノっ!!」

　自分の置かれたにわかには受け入れがたい状じよう況きように取り乱して声を荒あららげながら、でも……確かに、身体中が燃えるような魔力で満ちている。

「くそっ……」

　心を落ち着かせるように深呼吸すると、ラウルは剣けんに指を走らせた。意識の手を伸ばして《魔法回路サーキツト》を組み上げ、あふれ出しそうな魔力を走らせたとたん、光り始めるラウルの剣。

「《起動ブート》っ……！」

　たちまちのうちに、いままで見たこともない強さまで。ラウルの手の中の剣は信じられないほどまばゆく、強く輝かがやいて──。




「こしゃくな真ま似ねをっ!!」




　汚きたない罵ば声せいにラウルが顔を上げると、ようやく催涙マジックボールの攻撃から立ち直った元勇者の男が、剣を振りかざして襲おそいかかってくるのが見えた。

　けれど、フィノのエネルギーに満ちた身体はひどく軽い。先ほどはあんなにも脅きよう威いに感じられた男の動きが、いまはなぜかひどく遅おそく感じられる。

　激げつ昂こうして斬きりかかる男の一いち撃げきをひらりとかわすと、ラウルは輝く剣を上段に構えた。

「今度こそ、負けねえっ！」

　渾こん身しんの一撃をかわされてよろめく男の剣に向け、ありったけの力を込こめて腕を振り下ろすラウル。

　ぶつかり合う、魔法を帯びた二本の剣。……だが、その差は圧あつ倒とう的てきだった。

　破は裂れつするような勢いで折れ、遠くへ弾け飛ぶ男の剣。

　──想定外の事態にぽかんと口を開ける男の前で。すっと腰こしを落とすと、ラウルは男のみぞおちめがけ、手にした剣の柄つかをたたき込んでいた。




　ずしりとした手ごたえ。呻うめき声と共に崩くずれ落ちる男を前に、ラウルは思わず安あん堵どの息を吐はく。

「ラウル!!」

　嬉うれしそうな声を上げて駆け寄ってくるフィノを見て、ラウルはあきれたように目をすがめた。

「……ったく、人をアイテムにするだなんて、なんてことしやがるんだよ」

「まあ、勝ったんだからいいじゃないか！　ラウル、カッコ良かったぞ！」

「うるせえ」

　目を合わせようともせず、憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで言い放つラウル。かたくななその様子を前に、さすがの少女も瞳ひとみにちらと不安の色を覗かせる。

「もしかして……怒おこってる？　……ごめん。でも、他に良い方法思いつかなくて……」

　眉まゆ根ねを寄せ、困ったようにラウルを見上げてくる少女。その言葉を遮さえぎるようにして、ラウルがすっと左の手を出した。

「？」

　戸と惑まどいの表情を見せるフィノの前で、ぶっきらぼうにラウルが口を開く。

「……いいから、早くスイッチ切れよ。お前のとんでもない魔力これ以上浴びてたら俺、おかしくなっちまうだろ？」
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「ああ、そっか。ごめんな、ラウルっ」

　ほっとしたように頷うなずくなり、再びラウルの手を包み込むやわらかな感触。

　背中に走る甘い痺しびれと、ふっと身体からだから抜ぬけていくエネルギー。

　ようやく戻もどってきた普ふ通つうの感覚にほっとしつつも、少しだけ名な残ごり惜おしさのようなものを感じている自分に気づき、ラウルはあわててそれを打ち消した。

「ねえ……ラウルくん、フィノちゃん、ちょっといい？」

　と、背後から聞こえてきた声に、繋つないだままの手をぱっと放して。

　ふたりが揃そろって振り返ると、そこにあったのは、なんだか戸惑うような店長の顔だった。

「あれ、店長、いつの間にっ……!?」

「レイドはっ!?」

　無言のまま、意味ありげに落とされた店長の視線の先を追うと、そこにひざまずくひとつの影かげがある。

　思わず息を飲むラウルと、目を瞬しばたたかせるフィノ。

「フィノ様……」

　そこでは、つい先ほどまで店長と互ご角かくの戦いを繰くり広げていた魔人──レイドが膝ひざを折り、フィノに向かって頭こうべを垂れていた。

「その少年に託たくした圧倒的な魔力……やはり、魔人の王となるのはフィノ様、あなたです。魔人を導き、救うのは、やはり、あなた様しか……」

　そう申し述べるレイドが捧ささげ持つのは、いつの間に回収したのだろう。あの元勇者がちらつかせていた魔王の証こと、《支配の血星石ブラツドストーン》──。

「…………」

　ラウルから身体を離はなすと、おもむろに、フィノが前へと歩み出た。

　少し手前で足を止めると、フィノはそのまま、床ゆかの上にひざまずく魔人を見下ろしていたが……やがて、静かに口を開いた。

「レイド。……くどいようだが、オレ様は、魔王にはならない」

「しかし、フィノ様……」

　思わず顔を上げて言い募るレイドの言葉を、遮るようにして。

　自信たっぷりに微笑ほほえみながら、フィノが豪ごう語ごした。




「オレ様は魔王じゃなく、店長になるんだ！」




「……はあ？」

　少女の口から飛び出したその言葉に、思わず声をあげるラウル。

　だが、ラウルと同じような顔をするレイドに向け、フィノは揚よう々ようと笑ってみせる。

「レイド。お前が言うように、このままじゃ魔人には未来はないと思う。でも、それは魔人が人間に負けたからじゃない。魔人が奪うばうだけで、生み出すことを知らなかったからなんだよ！」

「…………」

「魔人よりずっと弱い人間にだってできたんだ。魔人にだってできるハズだ！　オレ様も頑がん張ばる！　だからっ……」

　眼前にひざまずくレイドに向かって、すっと手を差し出すフィノ。

「オレ様と一いつ緒しよに来い、レイド！　一緒に働こう！　これから魔人が取るべき道をさ、人間から学ぶんだよ！　魔人を変えるんだ！」

「……フィノ様」

　小こ柄がらな身体に似合わぬ威い厳げんに満ちた、毅き然ぜんとしたフィノの態度。堂々と差し出されたその小さな手を、魔人の男はじっと見ていたが。……やがて。

「──私は、行けません」

　……そっと、首を振ふると。

　はっと瞳を揺ゆるがせたフィノの前で、レイドが静かに立ち上がった。

「私は変われません。魔人は、あくまで魔人としてあるべきです。そして……フィノ様。あなたは魔人の王となり、いずれは、人間も……」

「!?」

「来たるべき、その時まで……僭せん越えつながら、これは私が預からせて戴いただきます」

　──思考も、感情も読めない、真紅の瞳。

《支配の血星石ブラツドストーン》を掲かかげたまま、うやうやしく頭を下げると。次の瞬しゆん間かん、レイドの姿はふっと、かき消えてしまった。

「レイドっ……!?　……レイド」

　慌あわてたようにあたりを見み渡わたし……やがて、呆ぼう然ぜんとその場にたたずむ少女。

「あの魔人さん、手加減してくれてました……」

　そんなフィノの後ろで、店長がそっと口を開いた。

「わたしの感触だと、少なくとも《魔力量》で百メガバイルはくだらないはず。専用アイテムを持たない人間なんて、簡単に殺せたはずなのに……」

「……あいつ、オレ様の教育係だったんだ」

　店長の言葉に、フィノがぽつりと呟つぶやく。

「親おや父じの腹心だったけど、あいつ、他のやつらとはなんか違ちがってて……母さんのこともかばってくれたし、悪いやつじゃなくって」

　レイドが消えたその空間を見つめ、どこか寂さびしそうに洩もらすフィノ。

「一緒に来てくれるって、思ったのに……」

「フィノ……」

　すっかり落ち込んだ様子のフィノに、声を掛かけようとして。けれども、ラウルが口を開く前に、副店長が勢いよくフィノの肩かたを叩たたいていた。

「っ!?」

「……と、まあっ！」

　フィノが顔を上げるなり笑いかけ、つとめて明るい声をあげる副店長。

「腐くされ勇者どもの件は片付いたし、うちの可愛いスタッフどもに怪け我がもないようだし、とりあえず、めでたしめでたしってことで、いいよな？」

「……ええ、そうね」

　あっけらかんとした表情。重い空気を払ふつ拭しよくしようとするかのような副店長の意図を汲くみ取ってか、やわらかな微笑みとともに店長が頷いた。

「あとはあの空気清せい浄じよう器をなんとかして、この困ったさんたちを、バイザーくんに警察に連れてってもらって……」

「え、ちょ、店長待って！　おれ、ほんとは今日休みなんですけど!?　これから警察なんか行ったら、まるまる一日潰つぶれて……」

「でも、わたしはお店開けなきゃいけませんし。……ねえ、バイザーくん？　……お願い？」

「えっ、えっ、そんなっ……おれの公休うううううっっっ！！！」

　男の子なら誰だれも断れない店長のお願い攻こう撃げきの前に、なすすべもなく屈くつ服ぷくする副店長。そんなふたりのやりとりを眺ながめながら、思わず嘆たん息そくして。

　そんなラウルの視界の隅すみでふと、なにかがちらりと動いた気がした。

　反射的に顔を上げると、倉庫の奥の部屋の扉とびらが、いつの間にか半分ほど開いていて……それを目にした瞬間、ラウルの背中に冷たいものが走った。

　扉の蔭かげからちらり覗のぞく、四十くらいの男の姿。人質のラウルを放り出して空気清浄器の《腕うで》から逃のがれ、そのまま立てこもっていた男だ。隠かくれるようにして身を潜ひそめる男の手には、なにかが、しっかりと握にぎられていて。

　いまのいままで、すっかりその存在を失念していた自分に対する怒いかりで、ラウルは目が眩くらみそうになった。あいつがあそこに隠れたのを見てたのは、俺だけだったのに！

　ラウルと目が合うなり、男は苦々しげに口元を歪ゆがめ、身を捩ねじった。

　もはや隠れようともせず、まっすぐ伸のばされた腕の先が、まだなにも気づいていないフィノの背中へと向けられる。




　──少女の名前を呼ぶ間もなく、ラウルの身体が動いていた。

　かばうようにして、ラウルがフィノの身体を突つき飛ばした、その瞬間。鋭するどい炸さく裂れつ音が鼓こ膜まくを叩たたいて。

　……腹部を貫つらぬくような鋭い衝しよう撃げきに、ラウルはがくりと、その場に膝をついた。







「っ!?」「ラウルっ!?」「ラウルくんっ!?」




　……周囲の声が、なんだかひどく遠く聞こえる。

　鈍にぶい痛みを放つ腹部へと、エプロンに開いた穴の上から手を当てて。崩くずれ落ちたラウルの視界の端で、副店長が駆かけ出すのが分かった。

　また、銃じゆう声せいが響ひびく。今度は、立て続けに二発。

　どうにか顔を上げると、反はん撃げきを諦あきらめて逃にげ出した男の足あし下もとを光こう弾だんがえぐるのが見えて。転てん倒とうする男と、それを押さえつける副店長の姿。……ああ、これで、安心だ。

　心の中でそう呟きながら、ラウルが首を回した。そのとたん。

「ラウルっ……！」

　崩れ落ちそうになる肩を細い腕で支えながら、ラウルの顔をまっすぐ覗き込んでくる銀ぎん髪ぱつの少女と、目が合った。

「ラウルっ、お前なに撃うたれてんだよっ！　おい、目を閉じるなっ!!」

　怒おこったような口調とは裏腹に、少女はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せて……やがて言葉を詰つまらせると、フィノは嗚お咽えつと共に、ラウルの身体にすがりついた。

「……っ、やだようっ……こんなのやだっ……ラウルにはずっと世話になっててっ……でもっ、ぜんぜん恩返しできてなくってっ……だからっ……」

　大きな瞳ひとみからこぼれ出した滴しずくが幾いく筋すじも、幾筋も、少女の頬ほおをつたう。

「……ラウルぅっ……死んじゃやだっ……お願いっ……おねがっ……」




「……ったく」

　小声で呟くと、ラウルはそっと、手を伸ばした。

　フィノの涙なみだに触ふれると、それは、とても暖かくて。思わず、ラウルは目を細めてしまう。

「……まあ、でも……これも、恩返しになるのか」

　ぽつりと、独りごちると。

　ラウルは腹のポケットを探り、取り出したそれを、泣き出したフィノの前にぶら下げてやった。

　そのとたん、一瞬だけ、きょとんとした表情を見せて。……やがて。

　涙を浮うかべたままの少女の顔が、嬉うれしそうにほころんだ。




「……ラウルっっっ!!!!!!」




　……まったく、ベタだよな。

　飛びつくように抱だきついてきた少女のやわらかな感かん触しよくに戸と惑まどいつつ、照れたように頭を搔かくラウル。

　ぎゅうっとしがみついて離はなれないフィノをなだめるように、ぽんぽんとその背中を叩いてやりながら……ラウルは片手にぶら下げたままのストラップをかざし、まじまじとそれを見つめた。

　──フィノが初任給でプレゼントしてくれた、まがまがしいストラップ。銃じゆう弾だんの直ちよく撃げきを受けたせいで、それはすっかりひしゃげ、赤い鎖くさりの先も千切れ、どこかに吹ふき飛んでなくなってしまっていたけれど。でも。

「もしかしたら……」

　口くちの端はしをほんの少しだけ持ち上げると、ラウルはそっと独りごちた。

「……本物の勇者が、守ってくれたのかもな」

　勇者制度が生み出した、あんな腐りきった勇者どもじゃなく。

　──みんなの幸せのために戦って、散っていった、本物の勇者が。







「……ていうか店長、どうして俺たちの居場所、分かったんですか？」

　どこからともなく聞こえてくる鐘かねの音。街外れの倉庫街の、人気のない静かな路地を、臨時休業中の札が掲げられた自分たちの店を目指して歩く若いスタッフたち。

　ずっと気になっていた疑問をラウルが口にすると、店長が微笑ほほえみながらそっと、ラウルの襟えり元もとを指してくる。

「ふふ、それ、ラウルくんの社員章。バイザーくんのもそうなんだけど、実はそれ、マジックアイテムにしてあるの」

「えっ!?」

　思わず襟えりを引っぱるラウルの前で、店長は手にしたオレンジ色の魔ま法ほう計算器を指でこつりと叩いた。栗くり色いろの髪かみを揺らし、琥こ珀はく色の瞳をいたずらっぽく瞬しばたたかせる。

「黙だまっててごめんなさいね。その社員章をつけてる限り、あなたたちの位置、ここに表示されるようになってるの」

「ええと、それって……」

「ええ」

　にっこりと、店長。

「店外にお使いにやったスタッフが、途と中ちゆうで寄り道したり、どこかでサボったりしたら、すぐ分かるように」

「はは、ははは……」

　思わず引きつった笑みを浮かべながら、ラウルはほっと胸を撫なで下ろす。

　よかった。いままで、お使いに出るたびにちらりと頭を過よぎった誘ゆう惑わくに、決して負けることがなくて本当によかった。そういうとこだけは真ま面じ目めな自分で本当によかった。

　と。ふと肩かた越ごしに振ふり返ると、同じく引きつった笑えみを浮かべる副店長と目が合う。……だが、ラウルとは違ってこちらは……なんというか、既すでに死を覚かく悟ごしたかの表情で、思わずラウルは心の中で手を合わせてしまった。ああ、副店長、知らずに余よ裕ゆうこいてサボってたんですね。残念です。いい人だったのに。……まあ、ちょっぴりダメな大人だったけど。

「い、いや、でもっ……」

　心なしか声をうわずらせながら、副店長が声をあげた。

「専用アイテムもなしで魔人と互ご角かくにやり合うなんて、店長ってばほんと強いよなあ。久しぶりに見たけどおれ、ほれぼれしちゃったよ！」

　全力で話題を変えようとする副店長を助けるように、ラウルも同意する。

「確かに。俺もびっくりしました。まさか店長があんなに強いだなんて」

「そりゃ、強いに決まってるだろっ！」

　だが、ラウルの言葉に耳ざとく反応したのは店長ではなく、となりを歩く魔人の少女の方だった。

　まるで自分のことのように胸を張って、フィノが誇ほこらしげに言い放つ。




「なんたって、オレ様の親おや父じを倒たおしたんだからな！」




「へっ!?」

　一瞬、その言葉の意味が理解できなくて。

　ハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような、ウサギがニンジンで殴なぐられたような面持ちで、ラウルが店長を見やった。

　そんなラウルの視線の先で、店長が、少し困ったような表情を浮かべて。

「フィノちゃん……それは秘密の約束でしょ？」

「……と言うわけでラウル、今のは冗じよう談だんだ！」

「遅おそいわっ！」

　真顔で前言撤てつ回かいするフィノに即そく座ざにツッコむラウル。

　ラウルがあらためて顔を上げると、店長が諦めたようにため息をついた。

「……わたしの兄、勇者だったんです」

「そ」

　店長の言葉の後を継つぐようにして、副店長が口を挟はさんでくる。

「店長の兄貴──エルトっていって、おれの親友だったんだけど、金や名めい誉よのためじゃなく、本気でみんなを救おうとして勇者になったっつう、いまどきめずらしい酔すい狂きような奴やつでさあ」

　軽い口調で。だが、副店長の声こわ音ねは次し第だいに、トーンを落としていく。

「……本当さ、真面目な奴だったんだよ。だから、あいつ、腐くされ勇者どもの協定が許せなくて。告発したけど、ロクに魔人を倒そうともしない新参者の勇者の言うことなんざ誰だれも信じちゃくれなくて。それどころか、やつらの陰いん謀ぼうで資格を剥はく奪だつされて。でも、それでもあいつ、ひとりで魔王を倒そうとして。結局、最さい期ごは他の勇者たちに……」

「……だから、わたしが魔王を倒してやろうと思ったの」

　店長が呟つぶやいたその言葉に、ラウルは思わず、店長の顔を見た。

「それが、兄さんへの手た向むけのつもりだった。たったひとりでも魔王を倒そうって決意した兄さんの夢を継ぐことが。……あとは、まあ、わたしなりの勇者たちへの復ふく讐しゆうかしら」

　だが、その内容とは裏腹に、彼女の面に浮かぶ微笑ほほえみはとてもやわらかい。

「まあ、結果として不ふ況きようになっちゃったし、お店の売り上げが落ちちゃったのには困ったけど、でも、兄さんが心を痛めてた魔王の所業と勇者の横暴を、どうしても止めたかった」

「……にしても、あの時はほんと、驚おどろいたぜ」

　店長のとなりでうんうんと頷うなずきながら、副店長がぽつりとぼやく。

「店長がいきなり『話があるの』とか言い出したもんで、てっきりおれへのプロポーズかなんかかと思って心の準備してたら、『ちょっと魔王を倒してくる』だぜ？　あり得るか、それ？　もちろんおれは止めたんだけど、エルトのこともあるし、店長って言い出したら聞かないだろ。それに、一週間で帰ってくるって言うから……」

「って、店長、一週間で魔王倒たおしたんですか!?　ていうか、働きながらっ!?」

「それ以上はお休みが取れなかったの。バイザーくんが過労で死んじゃうし」

「……いや、もう、あれはほんと、地じ獄ごくだった」

　副店長のまなざしが、すっかり遠くなる。

「臨時で雇やとったバイトはすぐ辞やめやがったし、ヘルプに来た本部の陰いん険けんサド眼鏡は口ばっかで役にたたねえし、新商品は容よう赦しやなく入ってくるし、セールは重なるし、お客さんはいつも通り来るし、本気で一週間寝ねた記き憶おくねえわ。元ＭＥのおれですら命の危険を感じたね。いやあ、貴重な体験したモンだ」

「はは……」

　……副店長とギル氏の確かく執しつは、どうやらわりと根深いらしい。

　そんな副店長の愚ぐ痴ちに同情しつつ……ラウルの中に、先ほどからずっと、引っ掛かかっていることがあった。

「なあ、フィノ……」

「なんだ？」

　即座に返ってくる少女の声。

「良いのか？　その……店長って……お前の親父の仇かたきなんじゃないのか？」

　口ごもりながら放たれたラウルの問いに、フィノは蒼あおい瞳ひとみを瞬かせて。

「……確かに、オレ様、親父のこと、そんなに嫌きらいじゃなかったよ。すごく怖こわかったし、ずっと憎にくんでたけど……親父は親父なりに、オレ様のこと大事にしてくれてたと思うし」

　銀の髪を揺ゆらしながら「だけど」と、少女は静かに頭を振った。

「親父はいろんなやつらにひどいことしたから、倒されて当然だったと思う。……そして、それを見てたのに、なんにもできなかったオレ様だってさ」

「……」

「……でも、店長は、オレ様を倒さなかった」

　さらりと、そう言い放って。

　顔を上げると、フィノは憧あこがれに満ちた、どこか眩まぶしげな表情で店長を見やった。

「代わりに、店長はオレ様に履り歴れき書くれたんだ。変わりたければうちの店に来いって。……レイドに捕つかまったり、元勇者のやつらから逃にげたりしてずいぶん時間掛かっちゃったけど、オレ様、ほんと、店長に感謝してるんだ！」

　微笑むフィノを前に、ラウルはふと、少女が初めて店に来た時に手にしていたあの履歴書を思い出していた。

　びっくりするくらいにくたびれた、ぼろぼろの履歴書。けれども、それは彼女にとって、いったいどれだけ重い意味を持っていたことだろう。

「……とか言って」

　きらきらと目を輝かがやかせるフィノのかたわらで、副店長があごをさすりつつにやりと笑った。店長の顔をちらりと窺うかがいながら、茶化すような口調で言ってくる。

「ほんとはただ単に、人手不足だったからじゃないの？」

　その言葉に、栗色の髪を揺らしながら、店長が微笑んだ。

「……ふふっ、どうかしらね？」








　「エピローグ」







　その日。いつものようにマジックショップ・レオン王都店に出勤したラウルは、売り場にたたずむフィノを目にして、いつものように声を掛けて。

「よう、フィノ。おはよ」




「おはようございます、ラウルさん」




　……そのまま、あんぐりと口を開けて固まってしまった。

　返ってきたのは、いつもの乱暴な言動とはかけ離はなれた、とてもおだやかなやさしい声音。青い花が詰つまったかごを抱かかえた少女は優ゆう雅がに一礼すると、しとやかな手つきでそっと、一輪の花を差し出してくる。

「マジックショップ・レオン王都店へようこそ。よろしければ、こちらのお花をどうぞ？」

　大きな瞳を細めてたおやかに微笑む少女。耳をくすぐるような、甘くて可愛かわいらしい声。

「……ええと、フィノ、頭でも打ったのか」

　思わず、渡わたされた花を受け取って。ラウルが訊たずねたとたん、少女は口角を引き延ばすようにしてにっと笑った。

「はっはっはっ！　どうだ、驚いたか、ラウル！」

　誇らしげに胸を張り、飛びつくようにラウルを見上げるフィノ。

「店長の仕草とか口調とか、きのう鏡の前で練習したんだっ！　どうだ、なかなかいい感じだろっ!?　オレ様、早く店長みたいになりたくってっ！」

「…………」

「ねえっ、どうだったっ？」

　アイスブルーの魅み力りよく的な瞳をきらきらと輝かせ、期待を込めてラウルを見つめる少女のまなざし。

　思わず視線を逸そらし、ラウルはぽつりと応こたえた。

「……ま、悪くはなかった」

「ふーん、とりあえずはそんなもんか」

　あっさり頷いて。けれども、フィノは拳こぶしをぐっと握にぎるなり、高らかに宣言する。

「だが、しかし、オレ様は必ずやってみせるからな！　店長目当ての常連さんをすべてオレ様の顧こ客きやくにしてやるぜ！　ふははっ、とりあえず中高年層から落とすっ！」

「……好きにしてくれ」

　──ああ、ダメだ。やっぱ、悲しいほどにいつものフィノだ。

　あきれながら、そして、どこかほっとしたような気持ちで嘆たん息そくして。ふと、ラウルはたったいまフィノに手渡された花を眺ながめてみる。

「ところでこの花、本部の施し策さくかなにか？」

「いや」

　花かごを提さげたまま、ふるふると首を振ふるフィノ。

「うちの店で買い物してくれたお客さんにプレゼントしようと思って、早起きして摘つんできたんだ。どうだ、なかなかきれいな花だろ？」

　……確かに。少し独特な形だけど、房ふさ状じようになったその青い花は蘭らんみたいで、なかなかどうして、きれいな花だ。

「へえ、お前も、たまにはいいこと思いつくんだな」

「ふはは、称たたえるがいいっ！」

「……調子乗んな。で、それ、なんの花だ？」

「なんだ、人間はそんなことも知らんのか？」

　ふふんと自じ慢まんげに鼻を鳴らすと、フィノが偉えらそうに人差し指を立てる。

「いいかラウル！　これはな、トリカブトと言って、主成分は……ちょ、ラウル、なぜ捨てるっ!?」

「お前は全力でうちの店を潰つぶす気かあああああっっっ!?」

　フィノが抱えた花かごを奪うばい取り、光の速さでその中身を容赦なくごみ箱にぶちまけながら、ラウルは大声で叫さけんで、そして。

　ふくれっ面つらの少女を前に息を吐はきながら、ふと、ラウルは気づいた。

　──ここは、俺のいるべき場所じゃない。

　いままで自分の中でずっと渦うず巻まいていた、あの鬱うつ屈くつした感情。それが、いつの間にかすっかり消えていることに。

　勇者になって認められたい。自分の力を誇こ示じしたい。そんな夢を目指して挫ざ折せつし、それでもまだ未練を残して、ことあるごとに心の中で「俺は他人とは違ちがう」なんて呟いては他人を見下していた自分が、まるで嘘うそみたいだった。……それはまるで、ずっと自分を縛しばり付けていた呪のろいから解放されたかのようで。

『ラウルも、オレ様が、魔王になった方が良いと思う？』

　……もしも。もしも、この魔人の少女にもう一度、そう聞かれることがあるならば。

　俺はもう二度と迷わないだろうなと、ラウルは思った。




「……あ、そうそう」

　そんなラウルの肩かたをぽんと気安く叩たたき、フィノが横おう柄へいに口を開く。

「ラウル、オレ様が店長になったら、お前を副店長にしてやるからな！」

「……はあ？」

　とうとつな発言に、最初、その意味が分からず。ややあって、ラウルががばっと顔を上げた。

「っておいっ！　誰だれがお前の部下になんざなるか！　先せん輩ぱい社員なめんな！」

「ほほう」

　にやりと目を細め、面おも白しろそうに、フィノ。

「じゃ、どっちが先に店長になるか勝負だな！」

「上等だぜっ！　ってかお前、バイトのくせになに生意気言ってやがる！」

「ふはは！　このオレ様を誰だと思ってる!?　それくらいのハンデがあってちょうどいいわっ！」

「ぬかせ！　偉そうな口はまず社員になってから叩くことだなっ！」

　売り言葉に買い言葉。しかし、フィノの提案を勢いで飲んでから、ラウルはあらためて、その言葉を反はん芻すうしてみる。

　……店長、か。

　忙いそがしそうで、大変そうで、責任があって……店長になろうだなんて、しぶしぶこの会社に就職したラウルはそんなこと、いままで考えたことなかったけど、でも。

　──ラウル店長。うん、なかなか悪くない。

　フィノが魔人である自分を変える決意をしたように。と、ラウルは思う。勇者になれなかった俺も、そろそろ……。

「…………はああああああああああああああああ」

　とうとつに、どこからともなく響いてくる、まるで業苦を具現化したような深く長いため息の音。

「副店長！」「副店長、おはようございま」「会社爆発しろおおおおおおお…………」

　同時に振り返ったラウルたちの前で呟く、ドブ川よりも濁にごりきった瞳の副店長。

「けっきょく昨日休めなかったのに、どうしておれ、今日も普通に出勤なんだよ……おかしいだろ……ここは休みにすべきだろ……はあ、店に隕いん石せきでも落ちねえかな……っていうかもういっそ世界が滅びればいいのに」

　……ここが街中なら即通報されるレベルの発言。副店長が放つ、気が滅入るような陰鬱なオーラ。

「ラウルっ……副店長が壊れたっ……」

「……ああ、大丈夫、大丈夫。いつものことだから」

　どこか怯おびえたようなフィノと、思わず肩をすくめるラウル。……と。

「あらあら」

　そんなラウルたちの耳に届く、天使の福音。思わず顔を上げると、栗色の髪をたゆたわせる店長がいつの間にか、部下たちを見渡しながらにっこりと微笑んでいた。

「おはよう、ラウルくん、フィノちゃん。そろそろお店を開けますよ。　……ほら、バイザーくんもしゃんとして？」

「おう！」「はい！」「……うい」

　店長の声に、しぶしぶ顔を上げる副店長。ラウルとフィノもそれぞれ満面の笑みを浮かべると、たったいま店長が開けたばかりの扉から入ってきたお客さんに向けて高らかに声を張りあげた。

「「「「っいらっしゃいませーっ！　マジックショップ・レオンに、ようこそ！」」」」





〈了〉










　あとがき
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　というわけで、はじめまして、左さ京きよう潤じゆんと申します。《幻想幻視フアンタジーアイズ》こと、日常生活が割とファンタジーに見えてしまうちょっと残念な異能力の持ち主です。えっ、あっ、やめてっ、そんな冷たい目で見ないでください基本的には無害ですから。もしも異能力者バトルになんて巻き込まれたら流ながれ弾だま喰くらって画面外でひっそり死ぬくらいの雑ざ魚こなんで能力者狩がりとかほんとやめてください泣きます。




　まあ、そんなこんなで物心ついたときからだいたい人生の半分くらいを妄もう想そう世界で送ってきた左京ですが、リアル世界の家電系量りよう販はん店てんでレジ打ったりレジ打ったり伝票チェックしたりレジ打ったりしてるうちに「最近ほんと武器の値ね崩くずれ激しすぎるなあ」「ていうかこの時期になると店の中にスライム入ってきてヤなんだよねえ」「自じ販はん機きでつめたい聖水のボタン押したらあったかいポーションが出たってなにそれひどい。あとで自販機会社に連れん絡らくしないと」「ちょ、エルフの住所『森』って漠ばく然ぜんとしすぎなんですけど、クレジット申し込みとおるのコレ……？」「なんかいま吟ぎん遊ゆう詩人が初●ミク買ってったんですけど、ええと、それでいいんだ……」「お客さまのお呼び出しを申しあげます。３４─２８３１、赤のグレートドラゴンでお越こしのお客さま。ドラゴンが暴れておりますので、至急、駐ちゆう竜りゆう場までお越しください」なんて妄想世界の方のお店エピソードが膨ふくらみまくってしょうがないのでとりあえずお話にまとめてみたところ、思いがけず第23回ファンタジア大賞金賞という素晴らしい賞を戴いただいてしまって嬉うれしさとともに正直ビビっております。

　評価してくださった審しん査さ員並びに編集部、読者モニターの方々。自分の作品に足りないものをいっぱい補ってくださった担当様と、素晴らしすぎるイラストで物語に命を吹ふき込んでくださった戌いぬ角ずみ様。記号の後はひとマス空けるような文章作法も知らなかった自分に厳しくもあたたかい助言をたくさんくださった方々や、執しつ筆ぴつを支え応おう援えんしてくださったたくさんのお友達。そして、この本を手にとってくださった読者のみなさま方。

　本当に、ありとあらゆる方面に感謝の気持ちでいっぱいで、どこに足を向けて寝ねればいいか分からずつい、「立ったまま　眠ねむる　方法」でググってしまうほどです。

　しかしそれでは地球の裏側にいらっしゃるかもしれないみなさま方に申しわけがぶつぶつぶつ。




　と、左京の今後の睡すい眠みん方法に関する悩なやみはさておきまして、作品についてなんか語っとこうと思ったんですが、まあ言いたいことはだいたい作中で書いちゃってますね。

　とりあえず、このお話は小売業ファンタジーです。

　主人公は家電量販店ならぬ家電に非常によく似たマジックアイテム販はん売ばい店の正社員で、ヒロインは新人アルバイト。夢破れて不本意な就職をして情熱もなく惰だ性せいでだらだら働いてた主人公は、世間知らずだけど一いつ生しよう懸けん命めいなヒロインを教育するうち、仕事に対する自分の姿勢を見直すようになり……。

　うん。あらすじだけだとなんだかちょっといいお話みたいですが、すでに本編を読まれた方はお分かりのとおり、ぜんぜんそんなこともないですね！（爽さわやかに）

　でも、主人公は割とダメ人間なうえため息ばっかついてますけど基本的にはいいヤツですし、ヒロインときたらもうほんとすげえいい子なので（その出自ゆえにいろいろと残念なところは多いですが）、可愛がってくださると嬉しいなあと思います。

　マジックアイテム販売店の店長を目指すことになったラウルとフィノの物語は始まったばかり。

　勇者になれなかった男の子と、魔ま王おうになりたくなかった女の子。数すう奇きな運命で一いつ緒しよに働くことになったふたりが織りなす夢と希望と冒ぼう険けんと接客とクレームとなんかイヤな感じのリアリティに満ちた今後に、どうぞご期待くださいませ……！




　……あ、そうか、逆立ちして寝ればいいのか。いやでもそれでは宇宙にいらっしゃるかもしれないみなさま方に申しわけがぶつぶつぶつ。











勇ゆう者しやになれなかった俺おれは

しぶしぶ就しゆう職しよくを決けつ意いしました。








左さ京きよう　潤じゆん
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